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　メデリック王国は大陸南西部に位置する、大きくもなければ小さくもない国である。貧まずしくなく飛び抜けて豊かでもなく、全てにおいて中くらいのこの国で唯ゆい一いつの特とく徴ちようといえば王位継けい承しよう者しやを選挙で選ぶことだ。

　そして王位継承選挙第一次投とう票ひようの結果が出た現在、各かく陣じん営えいが順じゆん繰ぐりに夜会を執とり行っている華やかな時期だった。

　投票権を持つのは十六歳以上の貴族の男子のみである。およそ六百万の国民の内、約二万の有権者のひとりであるギデオン・バルザックは、現状第二位であり、今回の選挙でたったひとりの王女となるアレクシア陣営の夜会に訪おとずれていた。

「さすがに、コルベール侯こう爵しやく家といったところか……」

　アレクシア王女の伯お父じで選挙参さん謀ぼうでもあるコルベール侯爵の屋や敷しきは、想像していたよりもずっと華々しい。

　大広間の天てん井じように吊つり下げられた大きなクリスタル製のシャンデリアが、名画で飾かざられた壁や鮮あざやかな色しき彩さいで着飾った人々を照らしている。

　その中でギデオンはひとり異い質しつといえば異質だった。

　金きん糸しや銀ぎん糸し、目の眩くらむほどの宝ほう飾しよく品ひんや羽根飾りをつけて、煌きらびやかに装よそおうのが流行だ。しかしギデオンの装いは、紺こんの詰つめ襟えりに銀糸の刺し繡しゆうを施しただけの質しつ素そなものだった。

（似合わないのだからな……）

　あまりにも地味すぎると友人に流行の服を着せられたものの、猪いのししに孔く雀じやくの羽を突きさしたようだと大笑いされ、それ以来は無理に似合わない服を勧すすめられることはなくなった。

　財ざい務む官かん僚りようを務つとめる傍かたわら、趣しゆ味みの狩かりと乗馬のために鍛きたえられたギデオンの体格は優ゆう美びさからはほど遠い。

　生き真ま面じ目めそうな面おも立だちは整っているといえば整っているが、やはり華やかさの欠片かけらもなく、短く整えた鳶とび色いろの髪がさらに地味さを強調していた。

　まだ二十三と若い盛さかりのはずのギデオンは、真面目で堅かた物ぶつな性格から滲にじみ出る雰ふん囲い気きもあって三十過ぎに見られることもしばしばだった。

「バルザック卿きよう、先日のバスティアン殿でん下かの夜会でもお目にかかりましたな。貴き公こうも全ての夜会に出るおつもりですか」

「思し案あん中ちゆうです」

　顔見知りに声をかけられて、四日前に行われた現在第一位のバスティアン第二王子の夜会に出席していたギデオンは無ぶ難なんに返す。

　王位継承選挙は最年少の候こう補ほ者しやが十六になるか、最年長の候補者が二十六になる年に、王を中心に据えた選挙管理委員会が設置され二年かけて計五回執り行われる。王子、王女らは得とく票ひようを見て駆かけ引きし、投票する貴族らも途と中ちゆう経過を見ながら最終的に誰に投票するか吟ぎん味みする。

　五人の王子と十人の王女が立候補した今回の第一次投票は順位がついているとはいえ、各陣営そう差はない。第二王子のバスティアンが二位を十八票引き離はなして一位、残る二位から五位までは一桁けたの僅きん差さだ。ただし六位の第五王子は諸しよ事じ情じようにより、落選確実と見られているが。

　貴族達はこうして夜会を渡り歩き、誰がどの陣営につくのか様子見をするものだ。あるいはすでに主しゆ君くんを定さだめ敵地視し察さつの目的で夜会に臨のぞむ。

　ギデオンの目的は後者だった。第一回の投票は第二王子にしたのだ。彼の命でアレクシア第一王女陣営に潜もぐり込んでいるのだった。

（王女殿下はどこにおられるのだ）

　挨あい拶さつがすんだ後アレクシアの姿はどこにもなかった。来客と談だん笑しようしているかと思えば、まるで姿が見えない。

　とにかく内ない偵ていとして、まずは相手の懐ふところ深くまで潜り込まねばならない。

　ギデオンはすれ違う人に王女の居場所を訊たずね、中庭に出たのを見たという話を頼りに薔ば薇らの匂においが立ちこめる庭へと出る。

　紅白の薔薇の生け垣がきを抜け、月と蓮はすを浮かべる小池の脇わきを通って、今は花がない躑躅つつじの生け垣の側そばから聞こえた男女の声に足を止める。

（アレクシア王女殿下……）

　こっそりと茂しげみの隙すき間まから覗のぞき込めば、ひと組の若い男女が近い距きよ離りにいるのが見えた。黒髪と赤いドレスの女の顔は確認できないものの、十七になるアレクシア王女だと確信できた。

　青年の方は煌びやかな衣装がよく似合う、貴族のひとりだ。

「いけない。大切な紅べにが落ちてしまうわ」

　楽しげに笑う少女の声は幼さを感じる無む邪じや気きなものだった。

「塗ぬり直せばよいでしょう。同じものをいくらでも贈おくりますよ、未来の女王陛へい下か」

「最初の贈り物は特別なものですのよ。代わりなんてありませんわ。あなたにとっては特別ではないの……？」

　拗すねたようでいて寂さみしげな声はただ聞いているだけのギデオンですら、胸を締しめつけられる気分になった。

「特別ですよ。王女殿下は時々子供のようだ」

「そうね。口づけすら怯おびえるなんてまだ子供だわ。……本当はもっと特別な夜にしたかったの」

　アレクシアが躊躇ためらいがちに言葉を止める。

「まだ王位につけるかもわからないうちに、あなたの将来を台無しにしてしまうのも、この想いが遂とげられなくなるのも恐こわいわ。次の投票はもっと頑がん張ばって、お兄様に勝ってみせますわ。それまで口づけはここではいけないかしら？」

　おずおずとアレクシアが青年へ白い手を差し出す。青年が返答の代わりに跪ひざまずき、恭うやうやしく手の甲こうに口づけを落とした。

　アレクシアが口づけられた手を大切そうに胸に抱く所しよ作さが見える。

（出づらい……）

　睦むつまじい恋人同士の逢おう瀬せを覗き見する格かつ好こうとなってしまったギデオンは、青年が去ってもじっとしていた。

　しかし実じつ際さいはそんな甘いものではないと知っているので、思い切って茂みから出る。

「まあ。ギデオン様。いけない所を見られてしまいましたわ。内ない緒しよにしてくださるかしら？」

　月明かりの下でアレクシアが悪びれた様子もなく微笑ほほえむと、ギデオンはつい見とれてしまう。
















（やはり、お美しい……）

　花の顔かんばせとはよく言ったものだが、彼女の美しさは薔薇にも芙ふ蓉ようにも勝るものだった。

　流れる漆しつ黒こくの髪は絹糸のごとく滑なめらかで、花束を象かたどった真しん珠じゆと珊さん瑚ごの髪飾りをつけているだけなのに華やかに見える。悪いた戯ずらっぽい無邪気な輝きの奥底に知性を秘ひめた翡ひ翠すいの双そう眸ぼうは、今まで見たどの宝玉よりもまばゆい。

　月明かりに映はえる白い肌、紅に彩いろどられた瑞みず々みずしい果か実じつのような唇。

　どれをとってもアレクシアは美しい少女だった。身に纏まとっている深しん紅くのドレスが完かん璧ぺきさを際きわ立だたせている。

「……内緒も何も、彼ならば慎しん重ちように今夜の一件を近しい者に話し、票集めに奔ほん走そうするでしょう」

「ええ。誠せい実じつで賢かしこい方だから未来の女王の夫となるために、たくさんの票を集めてくださるわ。それより、あなたが来てくださるなんて驚きましたわ。てっきりバスティアンお兄様に決められたとばかり……」

　アレクシアがギデオンの正面へと近づいてくる。

「いいえ。あなたが女王となる姿も見てみたいと思っております」

「まあ。嬉しい。あなたのことは諦あきらめてしまわなければと思ってましたのよ。わたくしの夫になりたいとも思ってくださっているのかしら」

　アレクシアは選挙に勝てば当然女王となり、次の選挙のために複数の夫を持ち父親違ちがいの子供を作らねばならない。つまり先ほどの青年とのやりとりは、次期女王の夫という釣つり餌えで票を獲かく得とくするための駆け引きなのだ。

　そうして自分も彼女にとってはただの『票』でしかない。

「……もちろん、考えてはおります」

　期待を含んだ視線に、ギデオンは曖あい昧まいに答える。

　遠目で見るばかりだったアレクシアと初めて言葉を交かわしたのは、二年ほど前の夜会だったか。

　幼い印象が強かったアレクシアを間近に見た時、彼女が自分の妻つまとなり生せい家かの庭で母のように子供達に絵本を読み聞かせている幻想を抱いてしまった。

　つまるところ一目惚ぼれだった。

　もしアレクシアが王女でなければ、贈り物と添そえる手紙のことで毎日頭を悩ませていただろう。

「何番目の夫がいいかご希望はあるのかしら？」

　無邪気な笑みを浮かべたアレクシアが首を傾かしげる。

「……そこまで具体的には」

　ギデオンは一目惚れの後に一いつ瞬しゆんで失しつ恋れんした痛手を思い出して眉まゆを顰ひそめる。

　彼女に求きゆう婚こんするということは、子供ができれば寝しん室しつから追いやられる夫になるということだ。

　あるいはアレクシアの唯一の夫になるつもりで求婚するなら、選挙で落選しろと言うも同然になる。王女は立候補を辞じ退たいする権利はあれど、幼少期から母方の生家が女王とするべく教育するので実際には当人に拒きよ否ひ権けんはない。

　それ以前に選挙で負けた王女は他国に嫁とつぐのが常だ。

　一臣しん下かの身で王女を妻に迎むかえるなど、夢のまた夢。

「お決めになったらすぐに教えてくださいね、ふふ、ギデオン様は今日も素す敵てきなお召めし物ですわね。生き地じも仕立ても素す晴ばらしいわ」

「いえ。流行に疎うとくお見苦しい」

「安い仕立てを飾り立てているより、ずっとこちらの方がよろしいですわ」

　アレクシアがさらに距離を詰めてきて、ギデオンは目のやり場に困ってしまう。

　彼女の顔を見ようとすると、大きく開いた胸元の今にも布地から零こぼれ落ちそうなふたつの白い膨ふくらみと、深い谷間が目に入る。

　ここ数年のドレスの流行は、胸を盛り上げ谷間を強調するものだった。

（布地の節せつ約やくになるが、女性とはもっと慎つつしみ深くあるべきだろう）

　倹約は素晴らしいものだが、必要なものまで削けずるのは美しくない。

　自分の衣装も派手さこそないものの、家の名誉を穢けがすようなみすぼらしいものはけして身につけていない。

「あら、このカフスも綺き麗れい。こういうのも宝探しみたいで楽しいですわね」

　アレクシアがギデオンの手をさりげなく取って、家か紋もんを彫ほり込んだ象ぞう牙げのカフスを眺ながめる。

　少し屈かがむ形になってさらに胸の谷間がよく見えるのと、小さな掌てのひらの感触に嫌いやでも動どう悸きが激しくなってくる。

（落ち着け。罠わなにはまってはならん。俺は、主しゆ命めいでここにいるのだ）

　無む垢くな口く調ちようや表情は作り物ではないが、アレクシアの行動は全て計算尽ずくだ。

　あどけない少女の愛らしさと、狡こう猾かつな女の側面に誰もが惹ひき込こまれていく。どこまでが本当でどこからが噓うそか。見極めようとすればするほど深みに入り込んでしまう。

「ギデオン様、どうされましたの？」

　つい胸元に落ちていた視線を拾われてしまい、子供の頃につまみ食いをして偏へん屈くつな料理長に見つかった時と同じ気分になった。

「う、あ。お、お寒さむくはないかと」

　今は夏である。もう少しまともな言い訳はなかったのかと自分に説教したくなる。

「夜気は少し冷たいかもしれませんわ。寒いと言ったら、温めてくださる？」

　アレクシアが悪戯めいた笑みを浮かべて体を寄せてくる。ふたつの豊かな膨らみの感触がわかりそうなほどに。

「う、上着をお貸しします！」

　ギデオンは思わず声をはね上げ距離を空ける。彼の顔は月明かりでもよくわかるほど真っ赤になっていた。

（女性とは貞てい淑しゆくであるべきである。同時に男もまた礼れい節せつを尽つくし同じく貞淑でなければならない）

　自分を落ち着かせるためにギデオンは自らの信しん条じようを心の中で唱となえる。

　だが女性の手を握るのでさえダンスや馬車の乗り降り程度でしか経験がなく、その相手も大たい抵ていが母や妹である自分にはいろいろと限界だった。

「とてもお優しいのね。だけれど素敵な上着をお借りするほど、寒くありませんわ。……いけない、すっかりお話に夢中になってしまいましたわ。他のお客様がお待ちなのでわたくしはこれで失礼いたします。次にお目にかかる時は、もっとゆっくりお話しいたしましょう」

　アレクシアの方から立ち去ってくれて、ギデオンは胸を撫なで下ろしつつため息をつく。

　こんな調子で内偵が務まるのか、果てしなく不安だった。
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　ギデオンと別れて上じよう機き嫌げんなアレクシアは、彼が隠かくれ潜ひそんでいた茂みとは反対側の生け垣の裏に回る。

「サリム、今日はふたりも夫が手に入ったわ」

　そして皿を持って待ち惚ぼうけをくらっていた少年に声をかける。

　背の半ばまで流れる金の髪をひとつに纏め、退たい屈くつそうな顔すらも美しく整った少年はひとつ年下で十六になる弟、第五王子サリムである。

　最初の青年を上う手まくあしらうことができなかった時に逃げる口実役として、ここで控ひかえていてもらっていた。

「バルザック卿は、バスティアン兄上の内偵でしょう」

　サリムが呆あきれた声で言う。

「でも、バスティアンお兄様から最初に奪うばう票としては簡かん単たんそうでちょうどいいわ。ギデオン様を動かせば今の票差は埋うめられるもの。タルトをちょうだい」

　アレクシアは皿を受け取って、添えられているフォークで桃のカスタードタルトの端はしを突きさす。

　ギデオンが自分に鞍くら替がえして入る票は一票だけではない。バルザック侯爵家は建けん国こく以来の名門。有能な官かん吏りを数多く輩はい出しゆつし、ギデオンもそのひとり。後のちの財務大臣候補ともされる男だ。

　彼が動けばその権力の傘さん下かに入らんとする中小の貴族の票も一緒に動く。

　これが選挙に勝ち抜くためには必要なことで、同時に王位継承選挙の意い義ぎでもある。

　王位継承者を選挙で決める、というのは建国時からではない。

　きっかけは王家の外がい戚せきとなった貴族が権力を一手に集め、三代にわたって政権を独占し国が腐ふ敗はいしたことだった。

　八代前の王がこれを自力で再建し、二度と過あやまちを繰り返してはならないと出自が異ことなる五人の妻を迎え、それぞれの子を選挙で争わせたのが始まりだ。

　一度候補者を輩出した家は三代にわたって王の伴はん侶りよになれず、選挙のたびに内政の勢力図は激変する。有能な王による安定した治世と、長期間にわたる一家独どく裁さいを防ぐために選挙制度はある。

　選挙によって社交界という戦場が生まれたが、現在のメデリック王国はほどよい競争心の上で発展している。

「流行遅れの格好と同じく、頭も古めかしい方ですが」

　流行の洒しや脱だつな衣装を難なく着こなしているサリムが、不ふ服ふくそうに碧へき玉ぎよくの瞳を向けてくる。

「そこがお気に入りなの。宝探しができるもの」

　夜会の度にギデオンの衣装を眺めるのは、ちょっとした楽しみだった。目を惹く華か美びさはなくとも、ボタンのひとつすら手を抜かずに質のいい品を使っているのを見つけるのが楽しい。

「姉上、紅がとれますよ」

　タルトを口にしようとすると、サリムがからかう口調で言う。

「大丈夫よ。後で塗り直せばいいもの」

　アレクシアはまるで気にすることもなくタルトを口に入れた後、サリムにも一切れ差し出す。

「自分で食べられます」

「駄目。ちゃんと良い子で待ってたご褒ほう美びだからわたくしが食べさせないと。それにお皿ごと渡したら全部食べてしまうじゃない」

　アレクシアは弟から皿を離してむくれる。

「……姉上の分まで取ったのは子供の時の話です」

　サリムは文句を言いながらも、素直に与えられる分だけ食べていく。

「ギデオン様は何番目の夫がいいかしら？」

「姉上の最初の夫は僕なのを忘れないでくださいよ」

「ええ。それが一番のご褒美でしょう」

　タルトを三分の一ほど残したアレクシアは手を止めて微笑む。

　サリムは第五王子となっているが、実際は王弟の第二子。アレクシアから見て従弟いとこにあたる。

　王弟が没した時にサリムの母は懐かい妊にんしていたが、現国王は腹の子ごと引き取った。それほどまでに美しいサリムの母に惚れ込んでしまったのだ。

　そしてふたりの結婚後に、サリムは王弟の子でありながら王の子として産まれた。

　異例の候補者である彼が票を得られる可能性は低く、男児は必ず立候補しなければならないという決まりに従したがっているだけだ。現在サリムに入っている票も、まだ誰にするか未定の者が仮に入れているだけだ。

　歳が近く幼い頃から一緒にいることが多いアレクシアは、サリムを従弟の立場に戻して夫に迎える条件で早々に協定を結んでいた。候補者同士が協定を結ぶことは票差が歴然としてくる後半でよくあることで、珍めずらしいことでもない。

「忘れないでくださいね」

「もちろんよ」

　アレクシアは残ったタルトを自分で食べながら、最後の一切れをどうするか考えて結けつ局きよく自分の口に運ぶ。

　母には目的を達するまでは全てを与えてはいけないと、昔からよく言われている。

「ギデオン様には夫になる以外に何がご褒美になるのかしら」

　どうすればギデオンに投票用紙へ自分の名前を書く気にさせられるかで頭をいっぱいにしながら、アレクシアはサリムを伴ともない賑にぎやかな夜会へと戻っていった。
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　アレクシアは鏡きよう台だいの前で侍じ女じよのジゼルに髪を梳といてもらいつつあくびをひとつする。

　昨夜は夜会を終えて王宮に戻ると、サリムと寝台でチェスをしながらギデオンの票を獲かく得とくする作戦会議に夢中になりすぎて眠るのが遅くなってしまった。

「アレクシア様、夜よ更ふかしはいけないと言ったでしょう」

　鏡の向こうでジゼルが苦笑する。黒髪と薄青の瞳の彼女は二は十た歳ちになる母方の従姉いとこだ。面おも立だちもアレクシアと似ていて、姉妹と言っても通用するだろう。

「でも。勝負はなかなかつかないし、作戦会議も時間がかかったのだもの」

「ええ。存じていますが、髪にもお肌にもよくありません。いつでも完かん璧ぺきに美しくないとなりませんよ。今日のドレスに合わせるのはどちらにいたしますか？」

　ジゼルが示す鏡台の上はイヤリングからネックレスに髪飾かざりと、装そう身しん具ぐで溢あふれ返っている。

　これでもドレスに合うものだけを、ジゼルと他の侍女が厳げん選せんして持ってきたのだ。

　一体どれだけのドレスと宝ほう飾しよく品ひんがあるのか、アレクシアはまったく知らないし興味もなかった。

「ジゼルが選んで。どれも綺き麗れいだわ」

　碧玉サフアイアに紅玉ルビー、金剛石ダイヤモンド。色とりどりの宝石は朝の光を浴あびてきらきらしていて、昨夜の夜会を思い起こさせた。

　どれも同じぐらい華やかに光り輝いている。全部綺麗で、素す敵てきなもの。

　だけれどギデオンは皆のように派は手でなところは一切ないのにとても目を惹ひくし、素敵なものをあちこちに身につけていた。

「ねえ。ギデオン様はどういったものがお好みかしら。昨夜のドレスは少し積せつ極きよく的てきすぎてお困こまりだったわ」

　夜目でもはっきりわかるほど真っ赤になって狼狽うろたえていたギデオンの姿を思い出し、アレクシアはくすくすと笑う。
















「純じゆん真しんな方ですのね。でしたら、本日のドレスはお気に召めすかもしれません」

　今日のドレスはクリーム色の生き地じに純白の絹きぬ糸いとで小花の刺し繡しゆうを散らしたものだ。胸元も谷間がちらりと覗のぞく程度で、レースの陰になって見えづらい。

「次にお目にかかる時はこういうドレスにするわ。純真な方にはあまり積極的になりすぎない方がいいって、サリムと話したのだけれどジゼルはどう思う？　ギデオン様、手を握っただけで緊きん張ちようされてたのよ」

「まあ。手を握っただけでなんて珍めずらしい。殿方の矜きよう恃じもあるのでほどほどになさらないといけませんわね。セシリア妃ひ殿でん下かにお訊たずねになられたらいかがです？」

「そうね。やっぱりお母様に訊くのが一番ね」

　票を持つ貴族の男達を引き込む手て管くだは母のセシリアが全部知っている。朝食の席で聞いいてみればいいだろう。

　支し度たくが調うとアレクシアは食堂へと向かう。

　王宮は政せい務むを執とり行い王の居きよ室しつや社交の場となる正せい殿でんの他に、多くの屋や敷しきが広い敷地内に点在している。アレクシアが住まうのは椿つばき宮と呼ばれる屋敷だ。王妃と子供のための屋敷のひとつである。

　王が訪れることはなく、王妃や子に用がある時は正殿に呼ぶのが常だ。

　時々晩ばん餐さん会かいも行われる広い食堂は、今は長いテーブルの端はしに母のセシリアがいるだけで後は使用人達ばかりが部屋の隅すみにずらりと立ち並んでいる。

「おはようございます。お母様」

　ドレスの端をつまみ完璧な礼をすると、セシリアが娘の姿を頭の先から爪つま先さきまで確かく認にんし、満足げな笑みを零こぼした。

「ええ。今日もよい出で来き映ばえだわ。こちらへいらっしゃい」

　婉えん然ぜんとした微笑ほほえみを浮かべるセシリアは三十二。花の盛さかりは過ぎたとはいえ、まだまだ花弁を落とすこともなく、色いろ褪あせてもいない。匂におい立つような色いろ香かを若い頃よりも強めて、艶あでやかに歳を重ねていた。

　緩ゆるやかな巻き毛にした黒髪は毛先まで艶つやも質しつもよく、紺こん碧ぺきのドレスの胸元に覗かせる肌も若々しい。

「お母様、バスティアンお兄様から奪うばう票は、バルザック侯こう爵しやくの御ご嫡ちやく男なんであるギデオン様に決めましたわ。夫にしてもいいでしょう」

「バスティアン殿下との票差を埋うめられれば、兄様もわたくしも反対はしないわ」

　母と選挙参さん謀ぼうの伯お父じから与えられた課か題だいは、まず一位との票差を埋められる票を持つ者を選ぶこと。その次は何人か候こう補ほに挙あがった貴族から、好きな者を選び好きな手段で奪うだった。

　そしてアレクシアは一番容よう易いに奪えそうなギデオンを選んだ。

「ねえ、お母様。奥手な殿方はどうしたら膝ひざを折ってくれるのかしら。ギデオン様はわたくしのことを嫌きらいではなさそうだけれど、手を握るのもいけないらしくて」

　ギデオンは夜会でよくぼんやりと自分を見つめていて、微笑みかければぎこちなく会え釈しやくをし、挙きよ動どうが怪あやしくなる。

　ジゼルや母の意見も踏まえれば、自分の容よう姿しをギデオンが気に入っているのは間ま違ちがいない。

「まずは押し切ってしまえば上う手まくいく相手か、緻ち密みつに計算して少しずつ壁かべを崩していかねばならない相手か見極めなければね。あまり時間がかかるようなら他の候補に変えなさい。まだまだやるべきことはたくさんあるのだから」

「はあい。ひと月で動かせなかったら他の方にしますわ」

　アレクシアは素す直なおに次の候補をどれにするかも考えてみるが、やはりたくさん並べた宝飾品と同じで代わり映えしそうになかった。ジゼルが好みの顔で選んでもいいだろう。

　母と伯父の用意する課題をこなせば完璧になるようになっている。

　最初の人選の課題を達たつ成せいしたなら、誰を選んでも得られる票の数は変わらない。

　アレクシアは目の前に置かれている柔らかな白パンをのんびり口へ運ぶ。

「それがいいわ。焦あせってはいけないわよ。寝しん室しつの扉が開かれるのを期待させて、一歩ずつ手招くの。お前の美しさと賢かしこさなら、次の王の父となりたい者をいくらでもついてこさせられる」

　セシリアもやっとパンに手を伸ばして、母子ふたりきりの朝食が始まる。

「アレクシア、一番大事なことは常に忘れてはいけないわよ」

「わたくしは誰も愛したりいたしませんから大丈夫ですわ」

　アレクシアはにっこりと微笑んで母に応える。

　愛は人を愚おろかにし堕だ落らくさせると母には常つね日ひ頃ごろから、口を酸すっぱくして言われている。

　男女の愛、肉親の愛、特定の誰かへの愛。どれをとっても人の目を曇くもらして、判はん断だんを誤あやまらせるものになる。

　そう、ちょうど国王たる父はサリムの母を偏へん愛あいし、本来なら立候補する資し格かくがない甥おいを息子むすこと称しようして少しごたついた。どのみち票は入らないだろうということで、立候補は容よう認にんされたのだ。

　王になるべく者も、それを支える者もけして誰も愛してはいけない。

　そのお手本となる母と伯父もアレクシアのことを愛していないと言った。

（わたくしも誰も愛してはいない）

　お菓か子しと同じぐらいに母も伯父も、サリムとジゼルも好きだけれど、自分は愚かになっていなければ堕落もしていない。

　だからきっとこの先もちゃんと、誰も愛さずにいられる自信がアレクシアにはあった。

「その言葉、けして忘れてはいけませんよ。さあ、午後のサロンの準備もあるから朝食を先にすませましょう」

　セシリアが言うのに従って、アレクシアは心置きなく朝食に集中することにしたのだった。
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　ギデオンの生活は規き則そく正しい。

　午前五時に起床し身支度をして厩きゆう舎しやに行き、言葉を返さない馬達と語らう。五時半には屋敷から出て、王都の中央を流れる大運河ジャルム川の畔ほとりを目指し走る。そして川辺で折り返し、途中で新聞を買って屋敷に戻る。

「健けん全ぜんな精神は健全な肉体に宿る」

　昨夜の夜会でアレクシアの前で狼狽うろたえるばかりだった自分を思い返し、もう三十分ほど早起きしてその分走るべきか考える。

　そうしているうちに屋敷の正門にたどり着く。王宮の側そばに建つバルザック邸ていは長い歳月をかけて培つちかわれてきた風ふう格かくを備え、どっしりとした印いん象しようの大邸宅だ。

　代々受け継がれてきた名門としての歴史を毎朝仰あおぎ見ることで、ギデオンの心は引き締しまる。

　門をくぐりギデオンは懐かい中ちゆう時計を確認する。いつも通り午前六時半きっかりだ。

「わ、若様！」

　しかしながら使用人達はいつもと違って慌あわただしかった。

　現在屋敷の主である父バルザック侯爵は領りよう地ちの視し察さつと保ほ養ようのために、母と共に家を空けていてギデオンが留る守すを預かっている。

　留守中に起きた問題も当然自分が責任を持って解決せねばならない。

「何があった」

　ギデオンは冷静に使用人に問う。

「バスティアン殿下がいらっしゃっています」

「いつだ」

「二十分ほど前です。食堂でお待ちです」

　これは朝食を勝手に食べられているだろう。ギデオンはやれやれとため息をついて食堂へ向かった。

　いつもは嫁とついでいった妹を除のぞく家族三人が揃そろう食堂は静かで、常より幾いく分ぶん緊きん張ちようした様子の使用人が壁と一体化している。

「おはようございます、殿下。本日もご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で、ギデオンは朝食を楽しんでいる青年へ挨あい拶さつをする。

　このアレクシアとはまた違った硬質な黒髪の青年が、二十四になる第二王子バスティアンである。優ゆう美びな面立ちの切れ長の黒い目が猛もう禽きん類るいを思わせる主君は、今日も威い風ふう堂どう々どうとしている。

　脚あしを組んで座るとただの椅い子すが玉ぎよく座ざに見えるほど、バスティアンには若いながらすでに王としての風格があった。

「なんだ。朝からまったく麗しくない面つら構がまえだな」

　バスティアンはギデオンの反応に楽しげだった。

「ええ。粗そ末まつな食事で殿下を迎むかえることになり心苦しく思います……」

「ふん。俺に朝食を取られて不服なんだろう。安心しろ、少しは残してやっている」

　言葉通り、パンがひとつとタマネギのスープが半分だけ残されていた。

　倹けん約やくのため余るほど朝食は用意しておらず、使用人の食事を犠ぎ牲せいにするわけにもいかないのでギデオンはひとまず我が慢まんすることにした。

「いただきます。それで、用件はなんでしょう。昨夜の夜会のことでしたら、午後に報告に伺うかがうつもりでしたが」

「待ちきれんから来た。貴様が上う手まくアレクシアに手玉に取られた様子を聞きたくてな。どうせ、胸に気を取られておろおろしていただけだろう」

　にやにやと昨夜の状況を言い当てられてギデオンは返す言葉もなかった。

「……来客の顔は確認してきました」

　バスティアン派かアレクシア派か曖あい昧まいな貴族の様子や、アレクシアと逢あい引びきしていた青年の名をギデオンは告げる。

「だいたい他に潜もぐり込ませた内ない偵ていと同じ情報だな。それより貴様の一番の役目はアレクシアの側近くまで行くことだ。アレクシアの狙ねらいには入ったのだろうな」

　歳が近く狩かりという共通の趣しゆ味みを通じて、ギデオンはバスティアンと長く付き合いがあった。そして夜会でぼんやりアレクシアに見とれている所を見つかり、今回の役目を与えられた。

「おそらく……」

　結局駆かけ引ひきは一切できずに終わってしまったが、まだ票を入れさせる気はあるらしかった。

「貴様にアレクシアと同等の駆け引きは望んではいない。珍ちん獣じゆうとして目に止まったなら上等だ。せいぜい喰くわれないように努力しろ。後はできるだけ顔だけ見ていろ」

「いえ。できるだけそうしてはいました」

　極力、一番害がいのないアレクシアの眉み間けんあたりに視線を集中させる努ど力りよくはした。だがしっかり視界に入る位置に陣じん取どられてしまっては仕方ない。

「まあ見下ろせば余よ計けいなものまで見えるか。まったく、セシリアも余計なものを流は行やらせてくれる。あれではさっさと脱がしたくて気が散る」

　朝から品のない主君の言葉に水を飲んでいたギデオンはむせ込む。

「そ、そんなやましいことは考えておりません！」

「何も貴様がそうだとは言ってないだろうが。なんだ、反論するということは考えていたのか？」

　バスティアンにからかわれてギデオンはぐったりとうなだれる。主君に遊ばれていると時々自分の忠ちゆう誠せい心しんが憐あわれに思えてくる。

「……ご用件はそのことだけですか」

「貴様の午後の予定を告げに来た。アレクシアが開く文学サロンに出席しろ」

「今日は文学サロンでしたか……。あまり豊ほう富ふな話題もありませんが努力します」

　文学にはそれほど造ぞう詣けいが深くないので自信がないものの、主命ならば仕方ない。

「取り込まれないように気をつけろ。アレクシアは選挙参謀と母親の言いなりだが、ただの人形じゃない。逐ちく一いち命じられずとも、与えられた目的を自分で遂すい行こうする。いわば自動人形だ。目的を与えられたら勝手に動いて勝手に成果をあげる。気を抜いたらあっという間に歯車のひとつにされるぞ」

「心得ました」

　昨日の新聞記事の脇わきに描かれていた、美しいとは言えない仮か面めんのような顔の木製人形を思い出しつつ、ギデオンは神しん妙みような顔になる。

　お飾りでは人心は動かせない。ただ聡さとすぎても側そつ近きんにつくうまみがない。

　けして無む能のうではないが、幼い印象が隙すきを感じさせるアレクシアに自分も警けい戒かい心しんを緩ゆるめられることが多い。

「さて。ついでの用事は終わったな。新聞を出せ。わざわざ毎朝自分で買いに行っているのだろう」

「いえ、走るのが目的で新聞がついでです。新聞ならわざわざ我が家にこなくてもそのうち誰かが買って届けるでしょう」

　律りち儀ぎに訂てい正せいしながらギデオンはまさかそのために来たのかと呆あきれる。

「待ちきれんから来たのだ。俺は王子として、未来の王として臣しん民みんを顎あごで使う権限はあるが、新聞の連れん載さい小説の続きを早く読みたいという理由で臣しん下かを叩き起こすわけにもいかん。だから一番に手に入れているだろう貴様の元にわざわざ歩いてやってきたのだ。ほら、主君の労をねぎらい新聞を貸せ」

　椅子の上でバスティアンがふんぞり返って言う。

　こういう突とつ拍ぴよう子しもないことをしでかす王子が年上であることを、時々忘れそうになる。

「せめて従じゆう者しやぐらいはおつけください。そもそも臣下の朝食を奪うのはよいのですか」

「それはそれだ。歩いたら腹が空いたのだから仕方あるまい。半分は残してやっただろう。食い意い地じの張ったやつめ」

「……私は馬車の手配をしますのでそれまでごゆっくりしていてください」

　本来なら自分も王宮まで歩いていくところだが、どのみち午前七時半の出しゆつ仕しに間に合いそうにないので仕方ない。

「急なことですまないが、そういうことだから馬車を用意してくれ。今日はサロンに出席するので帰りの時じ刻こくが定かでない。午後六時に夕食を取るつもりだが、それを過ぎたなら先に使用人達に食事を取らせておいてくれ」

　ギデオンは使用人に預けていた新聞をバスティアンに渡して、自分の背はい後ごにいた初老の執しつ事じに今日の予定を告げる。

（予定通り午後二時半に職しよく務むを終え、午後三時にサロンに出席）

　そして今日の予定を組み立て直して出仕の準備を始め、予定外の朝食の時間からいつもの規則正しい生活に戻った。
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　王都の午後三時といえば、サロンが開かれる時間である。午前中男達が王宮で職務をこなしている間、貴族の妻つまや娘達は客人を迎えるために屋敷の広間を整える。

　文学や芸術分野から政せい治じに経済まで、様々な話題の中からひとつを選んで談だん義ぎの場とするためだ。

　それが『サロン』である。

　毎日必ずどこかの屋敷でサロンは開かれ、貴族達の社しや交こうの場となる。選挙中の今は特に盛んにサロンが開かれ、多くの貴族が交流を深めつつ腹の探り合いをする。

「お茶とお菓子の手配も整ったから、そろそろお客様をお迎えしないといけないわね」

　アレクシアは青い花模も様ようのレースで統とう一いつした部屋を見回してうなずく。

　猫脚のテーブルの上には艶々と輝く果実の宝石が乗った一口大のタルト、マドレーヌやバターケーキが並ぶ。湯気が上るティーポットから漂う紅茶と、菓子の甘い香りが混ざり合い何もかもが完璧だ。

　そして今日の議ぎ題だいである恋愛小説も、凝こった装丁もあって積み重ねているだけで調ちよう度ど品ひんのように見える。

　母のセシリアはすでに別のサロンへ出で掛かけていて、アレクシアが仕上げの全てを任されていた。

「では、扉を開放させますね」

　ジゼルが動いて、広間の扉が開かれる。そして最初の来客となったギデオンに、アレクシアはにっこりと微笑みかける。

「ギデオン様、いらっしゃるとは思いませんでしたわ」

　と言いつつも今日のサロンにギデオンが来るのは五分五分、とアレクシアは考えていた。文学関連のサロンに彼があまり顔を出さないと知っていたからだ。

　だが内偵をするつもりなら、関心がなくても顔を出すぐらいはするかもしれないという期待もあった。

「この頃文学にも興味を持ち始めたもので、今日は皆様からいろいろ学べればと思います」

　昨夜と違ってギデオンは落ち着いた様子で挨拶をする。やはりこの控ひかえめな格かつ好こうが彼にはちょうどいいらしい。

「あら。文学よりもわたくしに興味を持っていただいているのかと思ったのに残念ですわ」

　ギデオンの目を覗き込んでがっかりしてみせると、彼は少し動どう揺ようした素そ振ぶりを見せる。

「数ある文学サロンでも、王女殿下の開かれるサロンを選んで参りました」

「何度も足を運んでいただくぐらい気に入っていただければ嬉しいですわ。今日は特に恋愛小説についてお話しするつもりなの」

　何気なく話しかけるとギデオンの表情が一いつ瞬しゆん強こわ張ばった。

「…………そちらの方はあまり詳くわしくないのでしっかり学ばせていただきます」

　話しているうちに他の客も続々とやってきて、広間は三十人近くで埋まった。

　アレクシアの近くに座るギデオンに、来客も物珍しそうに声をかけて挨拶をしていく。

　皆が給きゆう仕じされる菓子や茶を持ってくつろぐ中、ギデオンは真っ直ぐに背を伸ばして神妙な顔つきでいる。

（お説せつ教きようでも聞かされるみたい）

　アレクシアは近くの本の山から一番上にあるものを手に取りつつ、ギデオンの様子をつぶさに観かん察さつする。

「本日は皆様と恋愛小説についてお話ししたいと思いますの。わたくしはこの頃、コンスタンタン・アダンがお気に入りなの。彼の描えがく男性がとても魅み力りよく的てきでわたくしつい恋してしまいそうになるわ」

　アレクシアが名を挙げた作家の著作は、恋愛小説を好む者なら誰でも一冊ぐらいは読んだことがあるはずだ。

　女性陣が同意して好きな登場人物の名をうっとりと口にする。男性陣は冷やかし半分に、台詞セリフを真ま似ねてみて笑いを誘さそいすぐに広間は談だん笑しようで満ちる。

（あら。本当にまったく知らないのかしら）

　その中でギデオンは最初からまったく変わらない表情と姿勢で話題に乗れていない。

　まるきり未知の分野に彼は踏み込んできたらしい。

「ギデオン様、まだ読まれたことがないならお貸ししますわ。バルザック卿きようはあまり恋愛小説はお読みになられたことがなくて、皆様のお話を伺いたいそうですの。お勧すすめさしあげてくださるかしら」

　アレクシアが手に持った一冊を手渡すと、場の中心が一気にギデオンへと移動する。

　好きな話の傾けい向こうから女性の好みまで質問が次々と投げかけられていく。

「私は一いち途ずな話が好みです。恋愛詩し集しゆうはいくらか読んでいまして、セヴラン・ジュイノーの詩が似合うものがあれば」

　ギデオンはまるで経済学の本でも語るように、愛の言葉で埋め尽つくされた詩集を話題にする。

「ギデオン様は情じよう熱ねつ的てきな愛がお好きなのですね。ねえ。どの詩がお好きなのかしら。一いつ節せつそらんじてみてくださる？」

　アレクシアはギデオンをまじまじと見つめ期待する。彼がはたしてどんなふうに愛を囁ささやくのか、興味深かった。

「……わ、私はランプに火を入れる。暗くら闇やみのベールに包まれた、貴女あなたの美しい瞳を照らすため、貴女のそ、その……」

　真ま面じ目めに暗あん唱しようしてみせるギデオンは、見る間に真顔のまま首から耳まで真っ赤になっていく。

　ついにはアレクシアを見つめたまま固まってしまった。

（まあ。こういうのも苦手なの）

　詩を引用しての愛の言葉すら苦心する男性を見るのが初めてで、アレクシアは物珍しさに見入ってしまう。

（ごっこ遊びなどされないのでしょうけれど）

　貴族の大半は既き婚こん、未み婚こんに限らず恋愛の真似事をする。詩を送り合い、愛の言葉を口にして駆け引きを楽しむ。既婚であろうと一線を越えなければ、互いの伴はん侶りよの遊びは容よう認にんするものだ。

　そして本気になる前に次の相手に乗り換える。サロンはこうした遊び相手を見つける場でもある。

　こういう遊びを好まないのだろうギデオンは赤い顔のまま、口を動かそうとしているものの何も喋しやべれずにいる。

（強ごう引いんになった方がいいかしら？）

　ここまで不慣れだと自分から踏み込んでいかなければ、どうにもならないかもしれないと考えていると新たな客が来る。

「貴女のその微笑む唇を照らすために。貴女の秘ひめられた情熱を宿す胸を露あらわにし、全ての闇を追い払えば私の心はランプよりも明るい光に満たされる。そして炎よりも熱く燃え盛さかる愛を得られるだろう」

　ギデオンの詩の暗唱を引き継ぎながら、新たにやってきたサリムがアレクシアに一礼をする。

　まるで物語から抜け出てきた貴き公こう子しのようなサリムに、女性陣が頰ほおを染めて彼に熱い眼まな差ざしを向ける。

「少し遅れてしまいましたが、僕もご一いつ緒しよさせていただいてもよろしいですか？」

　自分の容姿の扱い方をよく知っているサリムが、一転して少年らしい茶ちや目めっ気けを含んだ笑顔でねだると、客もつられて笑顔になり快こころよく空いている席を勧める。

　周囲の注目をひとりで浴びることがなくなったギデオンは、ほっとした様子だ。

「ふふ。ギデオン様がダニエルで、サリムはオーバンといったところかしら」

　アレクシアがふたりを先ほど話題にした作家の登場人物になぞらえると、周しゆう囲いからまさしくと笑い声が上がる。

「王女殿下はどちらがお好みなのです？」

　投げかけられた問いに、そうねと口元に扇おうぎを当ててアレクシアは迷うふりをする。

「どちらにもそれぞれのよさがあって迷いますわ。だけれど、こういう時の解かい決けつ策さくをわたくし知っておりますの」

　そして皆の視線をひとりじめするまで間を置く。

「女王になればどちらも夫にできますわ」

　勝利宣せん言げんともとれる言葉に各自反応はそれぞれだ。アレクシアは男性陣の表情を観察していく。

　女性陣も無む為いにお喋りしているわけではない。夫や父の代わりにつぶさに様子を窺うかがっている。

（よくて六割、かしら）

　大たい抵ていはアレクシア派の者だ。票を逃さないように振る舞わなければならない。

「それは素晴らしい方法だ。王女殿下ならばふたりと言わずいくらでも夫を持てる。是ぜ非ひ私もその中に加えていただきたい」

　アレクシア派の青年が囃はやし立てれば、他の未婚の男性も我もと名乗りを上げる。その中でギデオンは静かに茶を啜すすりつつ、周囲に目を光らせている。

「これでは王女殿下はかのジャネット女王陛へい下かよりも夫持ちになれるかもしれませんわ」

　ジャネット女王は月つき替がわりで夫を替え、生しよう涯がいで百人を超える男と寝室を共にしたとされる。そして十三人もの子を産み、過去三人いる女王の中でも最も有名な女王だ。

「ではわたくしは二百人は夫を持とうかしら？　次の選挙は賑にぎやかになりそう」

　冗じよう談だんめかして言えば、それは見物だと誰もが楽しげに賛さん同どうする。ギデオンを見てみると、マドレーヌを難むずかしい顔でもくもくと食している。

　サリムが彼の隣となりにさりげなく移動する。

「バルザック卿……ギデオン殿、とお呼びしてもよろしいですか？」

　愛あい想そよくサリムに声をかけられたギデオンが、警戒しながらもうなずく。

「もろんです、サリム殿下。どうぞよしなに」

「ギデオン殿は堅かた苦くるしいお方だな。だけれど恋愛詩集を読んでいるなんて意外でした。恋愛小説もお好きでこのサロンに？」

「いえ。あまり詳しくないので学ぶためにです」

　アレクシアにしたのと同じ返答をしてギデオンが視線を泳がせる。

「そうでしたわね。サリムもギデオン様が楽しめそうなものを勧めてさしあげて。情熱的なものがお好みらしいわ」

「情熱的なもの、ですか。ブリュノ・カスタニエの『炎の薔ば薇ら』などはいかがでしょうか」

　サリムがそう答えると、ちょうど持ってきていたらしい夫人からギデオンへ本が回ってくる。

「ギデオン様、彼の作品はどれも情熱的ですのよ。わたくしからのお勧めはそうね、『甘い秘め事』かしら」

「おや。王女殿下が生涯体験することのない物語ですね」

　アレクシアが本の山から勧める本を引き抜いていると、そんな声が上がる。

「ええ。夫のいぬ間にこっそりと想い人を寝室へ誘うなんて冒ぼう険けんはできませんもの」

『甘い秘め事』は禁じられた恋に燃え上がる男女の物語である。最後は駆け落ちして幸せを摑つかむご都つ合ごう主義の結末だ。

　この手の恋に溺おぼれる本は話の種として、そして愛に溺おぼれる者がどれほど愚かであるかの悪例として多く読まされた。

　誰もが愛に耽たん溺できしまともな思考回路を放ほう棄きしている物語は、なるほど王がこうであっては困ると思わせられるものばかりだった。

「あたくしは冒険は物語だけで十分ですわ。実際はばれたらおおごとですもの。そういえば皆様ご存じかしら、ドゥメルグ伯はく爵しやくの奥方のこと」

　ドゥメルグ伯爵家の隣に住む、別の伯爵家令れい嬢じようが噂うわさ話を振りまく。

（奥方はウダール伯のご息女だったかしら……）

　ドゥメルグ伯はアレクシア派のひとりであるが、そう多数の票を持って来られるほどでもない。ウダール伯も同じくだ。

「何かよくないお噂かしら」

　アレクシアは目を丸くして問いかける。小物とはいえ自陣営の醜しゆう聞ぶんは対たい処しよを考えねばどこで足を引っ張られるかもわからない。

「ええ。それこそ小説のようにこっそりと寝室に殿方を引き入れているとか。この頃サロンが開かれないのは、体調が優れないからと伯爵が仰おつしやっていたけれど、本当は不ふ貞ていの疑いがあるという話ですの」

　楽しげな賑やかさは、好奇心と嫌けん悪おが入り交じったどよめきへと変わっていく。

　恋愛遊ゆう戯ぎの引き際ぎわを間違えるのは、あまりにも不ぶ作さ法ほうで好まれない。

「まあ。まだ跡あと継つぎもおられないのに、一大事ですわね。近々訴そ訟しようを起こされるのかしら」

　アレクシアはサリムと目配せしつつ、困ったことだと面倒に思う。

　すでに跡継ぎがいる夫婦なら妻が夫以外を寝室に入れようが、夫が愛あい妾しようを持とうが問題になることは少ない。しかし跡継ぎがいない場合は別だ。

　夫の爵位と家名を別の相手の子で乗っ取ろうとしたとみなされれば、妻の不貞は絞こう首しゆ刑けいもあるほどの重じゆう罪ざいとなる。とはいえ実際に刑が執しつ行こうされることはほとんどない。

　妻側の実家と不貞の相手が多額の賠ばい償しよう金きんを夫側へ支払うことになるのが大半だ。

　その代わり賠償金の支払いで家が傾き追い詰められたり、叶かなわぬ恋に絶望し首を吊つってしまうこともある。絞首刑になるよりそちらの方が多いだろう。

「さあ。ですけれどお相手もまだわからないらしくて」

　サロンに出入りしていた誰かだろうかと人々は口々に囁き合う。結局その後は禁きん断だんの恋を題材にした物語と、結婚制度の合ごう理り性せいと不合理についての話題に終しゆう始しすることになった。

「ギデオン様。今日は楽しんでいただけたかしら？」

　アレクシアはサロンが閉じられ、簡かん単たんな挨拶だけで帰ろうとするギデオンを引き止める。

「有ゆう意い義ぎな時間を過ごさせていただきました。……少々、ご期待に添そえないこともありましたが。また機会があれば出席させていただきます」

「あの、ギデオン様。よろしければこの後少しお時間をいただきたいのですけれど……」

　アレクシアは声を潜ひそめてお願いする。

　サロンで大勢と話しているだけではひと月でどうこうなどいかない。ふたりで過ごす時間が欲しかった。

　ギデオンが柱時計を見て考え込むのに、アレクシアはしゅんとする。

　票を獲得するならギデオンが容た易やすいという自分の判断は間違いだったかもしれない。どうもいつもと勝手が違って上手くいかない。

　ギデオンのような真面目な者にはいっそ命じてしまえばいいのか、しかしすでに忠誠を誓ちかう主君がいるなら逆ぎやく効こう果かになるのか。

「……少しならかまいません」

　ぐずぐず迷っている間にギデオンがやっと承しよう諾だくしてくれて、アレクシアはぱっと顔を輝かせた。

「ではそこでお待ちになっていて」

　アレクシアはギデオンをソファーに座らせ、他の来客の見送りに腐ふ心しんする。そして最後に残ったのはサリムだった。

「姉上、僕は必要ですか？」

「ギデオン様とふたりきりになりたいから、今はいいわ。その代わりお母様にさっきの噂話のことを伝えておいて。今日は来てくれてありがとう」

「ではまた後で」

　アレクシアとサリムは互いの頰に口づけを贈おくり合って、身内同士の挨拶をすませ別れる。

「それで私にご用とは」

　ギデオンが姿勢を正して、まるで重大な命令を待つような真しん摯しな顔をアレクシアに向けた。

「さっきの詩の暗唱をもう一度していただけないかと思いまして」

　両手を組んで小首を傾かしげてみせると、ギデオンは目を瞬しばたたかせて明らかに狼狽え始める。

「別の詩でよろしければ、ど、努力いたします……」

「是非聞かせていただけるかしら」

「お、王女殿下!?」

　アレクシアが隣に腰を下ろして腕に豊かな胸が当たるほど体を寄せれば、青ざめたり赤くなったりギデオンの反応は忙しい。

　こういう時は髪を撫なでられたり腰に手を回されたりしてきたアレクシアは、ギデオンの反応が未み知ちのものできょとんとする。

（……とても立りつ派ぱな殿方なのになんだか子こ兎うさぎみたい）

　今にも狼おおかみに食べられてしまいそうな悲ひ壮そう感かん漂うギデオンから、アレクシアは体を離す。

「ごめんなさい。悪いた戯ずらがすぎましたわ。本当は別のお願いがありますの」

「…………なんでしょうか」

　幾分落ち着きを取り戻したギデオンが、疲れた表情で問うてくる。

「先ほどのドゥメルグ伯の奥方の噂。お相手が誰か気になるので、ギデオン様に調べるお手伝いをしていただきたいのですわ」

　不貞となればドゥメルグ伯爵家と妻の実家であるウダール伯の話だけではすまない。

　両家共に切り捨てても惜おしくない票だが、不貞の相手がどこの誰かによって話は違ってくる。

「この時期ですから対処が早い方がいいでしょうが……使用人達が相手を知らないわけがないので直じきに裁さい判ばんが始まるのでは」

「ええ。でも、まだわからないということなら、相手が複数いて訴えるにしても段取りに困っているとも考えられますわ。できれば裁判が始まる前に知りたいの」

　自陣営の者なら大きな痛手になるかもしれない。逆ならば敵陣営の票を削そぎ落とせる。

　誰よりも多くの票を獲得し玉座を手に入れるという、母と伯父からの最大の課題をこなすのに、この不貞疑惑は見過ごさずに慎しん重ちように扱わなければならない。

「何も私にご命じにならずとも、司法官の側近もいるでしょう」

　使える人間がいくらでもいるのは確かだ。しかしここでギデオンとの接点を持って、上手くすれば彼の票も一緒に手に入る。

（どうせすぐにバスティアンお兄様にも伝わるでしょうし、あちらの動きを知るのにもちょうどいいわよね）

　ギデオンからバスティアンの動きを引き出せたら満点だろう。

「ギデオン様がいいんです。せっかくお近づきになれたのだから、できるだけお話しする機会が欲しいのです。それにとても優ゆう秀しゆうでいらっしゃるから、心強いですわ」

「承知しました。ではこの一件、ご協力いたします」

　素直な気持ちを伝えると、ギデオンも内偵として協力した方がいいと判断したらしく鷹おう揚ようにうなずいた。

「嬉しい。ドゥメルグ伯ご夫妻のことはどれぐらいご存じかしら？」

「ウダール伯が事業に失敗してその補ほ塡てんをするために、一昨年に十八になったばかりの娘をドゥメルグ伯へ嫁がせたと聞いております」

「ドゥメルグ伯と奥方の歳の差は二十一ですってね。伯爵は前の奥様を跡継ぎを授さずからないうちに亡くされていて、なんとしてでも後こう継けい者しやが欲しいそうですの。兄弟仲がよろしくなくて、弟君には家か督とくを譲ゆずりたくないらしいですわ。奥方の分が悪すぎますわね」

　ウダール家は訴訟を起こされたら爵位と屋敷、所領を買い取ってもらって賠償金をいくらか賄まかない、後はどこぞの屋敷の使用人としてやっていくしかない。

　不貞の相手が全てを負ってくれるということがないとも言えないが。

「確かに訴訟を起こされたら奥方に勝ち目はないでしょう。相手方も同じく。まだこれだけでは、相手の予測も立ちませんのでもう少し噂を集めるのが先決でしょう。家督相続に問題があるのなら、謀ぼう略りやくも考えておくべきかと」

　淡たん々たんと答えるギデオンに先ほどまでの子兎の面影はない。夫のひとりとする選せん択たく肢しは誤っていないだろう。

「やっぱりギデオン様とはお話が合いますわ。ドゥメルグ伯爵邸で開かれたサロンについてはわたくしの方でも調べておきますので、また明日、お話ししましょう。そうですわ。夕食を一緒にいかがかしら？」

「せっかくのお誘いですが、家の者に用意させているので今日は失礼します」

　ギデオンが深々と礼をして律儀に断ってくる。

「そうですの。では、明日お目にかかれるのを楽しみしておりますわ」

　そしてアレクシアは立ち上がったギデオンに手を差し出して、立たせてもらう。

　にっこりと期待を含んだ笑顔を向ければ、ギデオンはしばし沈ちん黙もくしてアレクシアの手を取ったままぎこちなく身を屈かがめた。

　そして触れたかどうかもよくわからない口づけを手の甲こうにして、さっと体勢を直立にする。

「では、失礼いたします」

「ふふ。ギデオン様、出口はあちらですわ」

　別室に続く扉へ歩き始めたギデオンは、アレクシアの指し摘てきに慌てて進路変へん更こうする。

「まずまずですわね」

　そして彼が出て行った後、アレクシアは口づけられた手の甲を撫でて、悪くない滑すべり出しにそうつぶやいた。
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　帰宅し予定の夕ゆう餉げの時間に間に合ったギデオンは食事をすませた後厩舎に向かった。

「貴女の瞳は燃える太陽のごとく、私の胸を焦がし……」

　じっと愛馬を見つめ失しつ敗ぱいした詩の暗唱を試みるものの、馬相手では緊張感の欠片もなく諦めた。

「マロニエ、俺はお前の前でならいくらでも美しい詩を聞かせてやれるのだがな」

　恋愛小説の類たぐいはまったく読まないのだが、書庫にある詩集は昔からよく読んだものだ。いつかこんな詩を捧ささげられる運命の相手を思い、十代の頃は密ひそかに愛馬のマロニエの前で練習をしていた。

「やはり、人間と馬では違いすぎたか」

　しかしいざ一目惚ぼれした相手の前では、舌したがもつれて何もできずじまいだ。

　一度は諦あきらめた想いも同時にぶり返してきて、冷静さというものも消し飛んでしまっていた。今日の失しつ態たいはおそらくサロンに来ていた者から、バスティアンの耳に入っているだろう。

「……ただの文学サロンでないことを知っておられたな」

　どうせ今頃、腹を抱えて主君が笑っているだろうことを考えるといたたまれない。

「いや、しかしよりにもよってなぜあれを選択したのだ、俺は」

　アレクシアに見つめられて口をついて出たのは、公然の場で口にするには恥はずかしく自分にはまるで似合わない詩だった。

　途中でやってきた年下のサリムが口にする方が様になっていた。

「俺があの年頃の時は女性を前にすれば緊張していたものだったがな」

　十六の時はサロンに出入りし始めたばかりで、年上の女性が仕し掛かけてくる恋愛遊戯にどうすればよいかわからず狼狽えていたものだ。

「……いや、進歩はしていないな」

　今も六つも年下の少女の誘いにすら上手く対処できない。昔から恋愛遊戯は苦手で、避さけるか友人を盾たてにして逃げてきた。やがて流行に疎うとく会話も続かなければ面白みもない自分は、遊び相手には向かないと誘いすらかからなくなった。

　このまま恋人のひとりも作らないまま、親が連れてきた縁えん談だん相手と結婚することになると友人らに危き惧ぐされているしまつだ。

　恋愛遊戯などしない純真で一途な女性を妻に迎えたいと思っているので、それはそれで不服はないのだが。

　だが現実は容貌の美しいアレクシアに陥かん落らくしている体ていたらくだ。

　腕に押し当てられた柔らかさを思い起こして、ギデオンは目の前の柵さくに全力で額ひたいを打ちつけた。

「……しかし、だ。アレクシア王女殿下は美しく可か愛わいらしいのだ。マロニエ、お前も男ならばわかってくれるだろう」

　馬相手に言い訳しながらギデオンは深々とため息をつく。

「いかん。自分をしっかり持たねば」

　そう、いかにも男慣れしていて夫を二百人は持つと笑って言えるアレクシアは、どれだけ美しく愛らしくとも理想とは真ま逆ぎやくだ。

　自分はアレクシアのその他大勢の夫のひとりになるつもりはない。

「マロニエ、俺は立派に主命を果たすぞ」

　額を赤くしたままギデオンは愛馬に宣言する。

　もっと冷静沈ちん着ちやくに動かねばならない。向こうもこちらを試す気でいるのだから。

　とはいえ軽い挨拶程度の手の甲への口づけすらまともにできなかったが。

「ただの不貞か、家督相続の謀略か」

　余計なことをあれこれ考えてしまいそうで、ギデオンは思考を別へ持っていく。

　不倫裁判は珍しいことではない。だからこそ謀略に利用されやすい一件でもある。バスティアンにはこの件に関わる書状も出していた。

　そうせずともサロンの噂話は翌日には王都中に広がっているだろうが。

「自動人形か……」

　アレクシアがドゥメルグ伯爵家の事情を知っていたのはさすがと言うべきか。それだけでなく、サロンでも恋愛小説についての話題全てに、淀よどみなく対応していた。

　伯父や母の命ずる目的を遂行するために、ありとあらゆる知識が歯車として埋め込まれているに違いない。

「だからだろうか」

　時折向けられるアレクシアの瞳が純真無む垢くなものに見えることがある。

　最初に詩をそらんじるように言った時と、自分の隣に座ってじっと顔を見上げてきた時。

　幼い子供が目についたものを好奇心のままに追い駆けている時の表情によく似ていた。

　そこに計算されたものはなく、誰かの手が加わっていないアレクシアの存在が垣かい間ま見みえた気がしたのだ。

　差し出された手の甲に口づけたのも、体てい裁さいを繕つくろうためというよりご褒美を期待するような無む邪じや気きな視線に負けた方が理由として大きかった。

「いや。いかん。やはりしばらくは三十分ほど長く走る。よし。今日はもう寝るぞ」

　蠟ろう燭そく代だいの節約のため早寝を心がけるギデオンは、執事と明日の予定を話して早々に寝台に入ることにした。
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　一方アレクシアは天てん蓋がいつきの広い寝台の上でサリムと共に、ここ半年の間ドゥメルグ伯爵邸で執り行われたサロンの記録を眺ながめていた。

「絵画と新聞が主ですわね。来客もほとんど固定されているし、絞しぼり込こみは簡かん単たんかしら」

「何もバルザック卿を使う必要もなかったのでは？」

「そうね。だけれど票を入れてもらうにはやっぱり接せつ点てんは多くないといけないでしょう。手の甲に口づけはいただいたわ」

　アレクシアがギデオンに口づけられた手をサリムに見せると、彼は遠えん慮りよなく唇を押し当てる。

「こんなの、誰でもできるし、いくらだってもらっているでしょう」

　確かにそうなのだが、あのまともに手を握ることもできないギデオンがということに意味があるのだ。

「まあ。意い地じ悪わるな子ね。いいのよ、これで。そのうちお母様みたいに足の甲にもいただくもの」

　母のセシリアに跪ひざまずき足の甲へ口づける男達をこれまで何人も見てきた。

　サリムの母が亡くなった十年前に父は、全ての妻に自由を許した。要は以後寝所に誰も呼ぶつもりがないから、好きに愛人を作っていいということだ。

　セシリアも選挙戦で利用できそうな相手を選んでは愛人に加えていた。そしてアレクシアはサロンの後に母と誰かがふたりきりになるのを、扉の隙間から覗かされた。

　他の兄達にはけしてできない、女であるからこそできる手て練れん手て管くだを学ぶためだ。

　そのまま帰路につく者、寝室まで誘われる者。違いは一体なんなのか、母は対価として何を得るのか。

　母と愛人がいなくなった部屋でひとりきりで考えるのがその日の課題。

（全てはわたくしが女王になるため）

　あらゆることの結けつ論ろんはそこへ行き着くのだ。自分も同じことをしなければいけないが、まだあの頃の母より幼いので難しいことがたくさんある。

「姉上？」

　考えに没頭しているとサリムが顔を覗き込んでくる。

「……どうしたらお母様みたいになれるかしら」

「アレクシアはまだ子供でしょう。口づけも知らない」

　鼻先が触れ合うほどに顔を近づけて、サリムが囁く。

「駄目よ、サリム。まだ選挙は始まったばかりじゃない。最初の口づけはもっと後。それに最初の夫になるんだから、サリムには最初の接キ吻スはあげない。他の誰かのご褒美にするんだもの」

「言わなきゃそんなのばれないんじゃないんですか？」

　翡ひ翠すいと碧へき玉ぎよくの瞳は互いをじっと見つめたままでいる。

「欲張りはいけないわよ。でも、サリムがものすごくわたくしのために頑がん張ばってくれたら考えてあげる」

　相手の期待は完全に殺してはいけない。

　母の教え通りにアレクシアが譲じよう歩ほすると、サリムがその場で身を屈めてアレクシアの小さな足を取る。

「では、仰せの通りに女王陛下」

　そして恭うやうやしく足の甲に口づける。

「ええ。期待しているわ」

　アレクシアはサリムの滑なめらかな金の髪を指で梳き、女王様ごっこに満足して微笑んだ。
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　翌日、アレクシアは落ち着いた若草色のドレスを纏まとってギデオンを出で迎むかえた。場所は昨日と違い、椿つばきの生け垣がきが目の前に広がる中庭の四阿あずまやへ通す。

　花の盛さかりは過ぎて椿の生け垣は濃い緑に覆おおわれているが、地面は色とりどりの花の絨じゆう毯たんが敷しかれて華やかである。

「ギデオン様は時間通りにいらっしゃるのね」

　今け朝さ届いた手紙にはギデオンらしい几き帳ちよう面めんな字で三時に訪ねると認したためてあった。

「何事も時間厳げん守しゆを心がけております」

「ふふ。そんなに緊きん張ちようなさらないで。ふたりきりなのですから」

　近くの別の四阿に侍じ女じよ達が控ひかえているものの、その姿は生け垣の陰になって見えない。

「ふたり、きりですか」

　気を抜くどころかただでさえ硬かたいギデオンの表情は、さらに険けわしくなってしまう。

「困ったわ。ギデオン様はどんなお話なら笑ってくださるのかしら？」

　思えばギデオンの笑った顔はまるで見たことがない。いつも生き真ま面じ目めな顔をしているか困り顔のどちらかだ。

「……自分がどんな時に笑っているかは考えたことがないので」

「あら、そうですわね。わたくしもいつも笑っているからいつと言われると困りますわね」

　自分は基本的に人前では微笑ほほえんでいる。楽しくなくてもおかしくなくても笑顔でいるのが当たり前だ。自分が本当に笑っている時というのはよくわからない。

「王女殿でん下か、ドゥメルグ伯はく爵しやく家けの件を」

　ギデオンが本題へ話を移して、アレクシアもそちらに思し考こうを切り替える。

「そうでしたわね。ギデオン様は何か調べてくださったかしら？」

「ドゥメルグ伯爵家の資し産さん状況、奥方の実家の方も確認しましたが、ドゥメルグ伯爵家が困こん窮きゆうしていることもなく、ウダール伯爵家から取れる土地財産もドゥメルグ伯爵家から見ればさしたるものにはなりません。愛人だけとなっても、ドゥメルグ伯爵にとって訴そ訟しようを起こす利点は少なそうです」

　財ざい務む官かんの役職から引き出せる情報により、賠ばい償しよう金目当ての謀ぼう略りやくではなさそうだとギデオンが淡たん々たんと述のべる。

「わたくしの方ではここ半年ほどのサロンの記録を見ましたけれど、以前は絵画に凝こっていらしたみたい。月に二、三回サロンを開かれていて三カ月前から絵画の頻ひん度どが減って新聞に移ってらしたわ。必ず出席されていた貴族は四人。夫人が通っていたサロンに彼らがいたかは、まだ少しかかりそうですわ。ですが他にもうひとり、貴族以外で有力な候こう補ほがおりますわ」

「貴族以外というと従じゆう者しやなどでしょうか」

「絵画と新聞の共通項は？」

　アレクシアの謎なぞかけに、ギデオンは答えに詰つまるが一いつ瞬しゆんのことだった。

「……絵ですか」

「そう。夫人、版はん画が家かのパトロンをされていたわ」

　貴族は見み栄えと趣しゆ味みを兼ねてあらゆる分野の芸術家を支し援えんする。最近の新聞は絵を入れるのが流行で、連れん載さい小説や記事の脇わきに簡かん素そな版画が添そえられていることが多く、版画家は人気がある。

　そのまま愛人関係になるのもよくあることだ。

「そうなると、賠償金に期待はできませんね。この件は放置しておいてもよろしいのでは？」

「ええ。わたくしもそう思ったのですけれど、ただその版画家のパトロンのひとりにバスティアンお兄様がいますの。気になるでしょう」

　ギデオンが視線を束つかの間ま思し案あんするようにアレクシアから外す。

　少なくともこの件に関してバスティアンから、事前に何か聞いているわけでもなさそうだ。

「この一件にバスティアン殿下が何か関かん与よされていると、王女殿下はお考えですか？」

「バスティアンお兄様は気まぐれで強運の持ち主ですから、ただの偶ぐう然ぜんでも何かあるかもしれませんわ」

　時々突飛な行動をして人を驚かせる次兄の行く所では何かが起こる。

「……つい半年前も唐とう突とつに山登りがしたいと仰おつしやって、途と中ちゆうで温泉を発見なさいましたね」

「観光地としての開発に勤しんでおられるそうですわね。あれで注目を浴びて得とく票ひようを伸ばされたとも言われておりますわ。わたくしも選挙活動を行わなければなりませんから、今から出で掛かけて帰りに版画家の屋や敷しきに行くつもりなのですけれど、ご同行くださるかしら？」

　誘さそいをかけるとギデオンが承しよう諾だくしたので、アレクシアは馬車を呼び寄せて王宮の外へと向かった。
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　馬車に揺ゆられること三十分。石造りの街並みが広がる王都の西部に立つ、古めかしい大修しゆう道どう院いんにギデオンはアレクシアと共に降おり立った。

　ここは選挙権を持たない中流階級の子供達の学び舎やである。三百人ほどを収しゆう容ようできる講堂の中には多くの母子がいた。

（やはり選挙活動だったのか）

　ギデオンはアレクシアが供も連れず教きよう壇だんまで行くのを見て落らく胆たんする。

　アレクシアが大修道院を時々訪おとずれるのは有名だ。教壇に立って講義をするわけではない。彼女がドレスの裾すそをつまみ、お辞じ儀ぎをすると行ぎよう儀ぎよく座っていた子供達が期待に瞳を輝かせる。

「さあ。今日はどんなことを学んだのかわたくしに教えて」

　ここでの生徒はアレクシアだった。子供達が順じゆん番ばんに今日習ったことを発表していく。

　歴史や政治に数学、化学、文学。ありとあらゆる学問に対してアレクシアは真しん摯しに耳を傾け、子供達がそれについて何を思うのか訊たずねる。

　そして子供達からの問いかけに答える時に自分の知識を分け与え、生徒から教師に立場を逆転させる。

　小さな子供とも真摯に向き合う、教育に熱心な王女の姿がそこにはあった。

　これはアレクシアの理念に基づく行動かもしれないと期待していたギデオンだが、選挙活動と本人の口から聞かされては純真無む垢くな子供達が不ふ憫びんに思える。

「王女様、わたしは歌を習ったの」

　最後の発表者らしい子供が立ち上がって可か愛わいらしい歌声を披ひ露ろうする。そして一いつ緒しよに歌うようねだられて、アレクシアも同じ歌を口ずさむ。

　アレクシアの澄すんだ声に、夏の夜空の美しさを讃たたえる歌はよく似合っていた。

　やがて他の子供達が一緒に歌い出して、アレクシアの表情にも変化が表れる。

　いつもの上品で楚そ々そとした笑顔でなく、心から楽しげな、それこそ夜に煌きらめくの星のような笑みを浮かべていた。

（票集めのためだけには見えないのだがな）

　ギデオンはついついアレクシアの表情に魅み入いっていた。

　この瞬しゆん間かんが、彼女が心から笑っている時ではないのだろうか。

（わからない方だ……）

　どこまでも計算高い女の中に、無垢な少女が隠かくれ潜ひそんでいる。それがアレクシアの最大の武ぶ器きだと知っていても、気になるものは気になってしまう。

「ずいぶん、楽しそうでしたね」

　歌も終わり教壇から降りたアレクシアに声をかけると、彼女はにこりとする。

「歌うのは好きですわよ。ギデオン様は退たい屈くつなさらなかったかしら？」

「子供達が勉強熱心で感心しました」

　選挙活動というのが残念なところだが、向こう学がく心しん溢あふれる子供とはよいものだ。

「中流階級は王おう侯こう貴族が事業を始める時にとても有ゆう意い義ぎな関係を結ぶ相手ですから、その先を担う子供達が優ゆう秀しゆうに育つことは素す晴ばらしいことですわよね。労働者階級との仲介としての役割も大きいですし」

　子供達に手を振って別れの挨あい拶さつをしながら、アレクシアが先に馬車へ乗り込む。

「投票権のない層も大切というわけですか」

「ええ……」

　アレクシアがうなずきながら、窓の外へ目を向けた。

　ギデオンもつられて見てみれば、帰途につく母子の姿で溢れていた。父親が迎えにきて子供を抱き上げている姿もある。

　そんななんの変へん哲てつもないありふれた光景を、アレクシアは魂たましいが抜けきった虚うつろな瞳で眺ながめていた。

　悲しみだとか喜びだとかいう感情はなく、本当に空っぽだ。

「王女殿下、どうされました？」

　ぜんまいのねじが切れた自動人形のような姿に不安を覚えて、ギデオンはアレクシアの手を握る。

　確かに温度があるのに、彼女はなんの反応も示さない。

「……わたくし、いつもあの子達が気になってしまうの。なぜかしら」

　そう言っている間もアレクシアの瞳はじっと仲のいい親子を映している。馬車が動いて見えなくなるまで彼女はそうしていた。

「子供がお好きなのでは？」

「……子供は可愛いですわね。泣いていても笑っていても怒っていても、何をしていても可愛いなんて不ふ思し議ぎですわね」

　アレクシアがゆっくりと微笑んで、やっと感情を取り戻す。そして自分の手に置かれていたギデオンの手に気付いて目をぱちくりさせた。

「あ、いや。申し訳ない」

　ギデオンはアレクシアが何か言う前に慌あわてて手を引っ込める。

「ギデオン様は子供はお好きかしら？」

「はい。一男一女はもうけたいと思っております。それよりも多く授さずかれるならそれはそれでと」

「でしたら、わたくしが男子か女子を産んだ後に奥方をたくさん持てばよろしいですわ」

　にこにことアレクシアがこともなさげにそんなことを提てい案あんする。

　女王の夫は自由に他に妻つまを迎えることができる。理由は単たん純じゆんで、男王と違い伴はん侶りよが他の相手と子を成しても血けつ統とうで混こん乱らんが起こらないからだ。それに、夫側の家にも跡あと継つぎが必要ということもある。

（これがこの方にとっての普通なのだろうが）

　ギデオンは先ほどアレクシアが見ていた光景をふと思い出す。

　女王も男王も子供の養よう育いくには関わらない。

　生まれた子は伴侶とその生家だけで育てるのだ。できるだけ血を分散させるために子供ができれば、すぐに他の伴侶を寝しん所じよに迎え、子ができたらまた別の伴侶を迎えるの繰くり返かえしだ。

　大修道院の前でアレクシアが見ていたごく普通の親子は、彼女がかつて手に入れられなかった子供時代で、そして即位すればけしてなれない親の姿だ。

　空っぽに見えた彼女は自分自身ですら知らないだろう心の奥底で何を思い、彼らの姿を眺めていたのか。

「妻は、ひとりで十分です」

　ギデオンは答えながら普段通りのアレクシアに目を細める。

　美しく賢けん才さいな王女が心こころ惹ひかれるものが、ありふれた親子の光景というのは傷いたましく思えた。

「まあ。ではわたくしが子供を産んだらすぐに離縁して、新しい奥方をお迎えになってたくさん産んでいただかないといけませんわね」

　すっかりいつもの調子でアレクシアが楽しげにそんなことを言う。

　彼女の笑顔がどこか歪いびつなものに見えてギデオンは目を伏ふせる。やがて馬車が小さな屋敷の前で止まった。

「……例の版画家の屋敷ですか」

　すっかり忘れていたが、今日はその目的もあったのだとギデオンは思い出す。

「ここは元々バスティアンお兄様のお屋敷で、版画家に貸しているそうですわ」

　御ぎよ者しやが扉を開け、アレクシアが先に降りて屋敷の入り口を見て首を傾かしげる。

「開いていますね……王女殿下」

　屋敷の扉は半開きだった。アレクシアがそのまま気にせず中へと入っていくのをギデオンも追う。

「使用人もいらっしゃらないのかしら」

「この程度の規き模ぼの屋敷ならひとりかふたりはいそうですが……」

　さすがにバスティアンの持ち物らしく設しつらえはいい。一見すれば小貴族の屋敷だが、家の中はインクや薬品の臭いが染みついている。しかし人の気配がまったくない。

　税ぜい務む担当をしている職務柄もあってじっくり屋敷の調ちよう度ど品ひんを鑑かん定ていしていたギデオンの視界から、アレクシアがいつの間にか消えていた。

「王女殿下、どちらにいらっしゃるのですか？」

「こちらですわ。……まあ。大変。ギデオン様、ドゥメルグ伯爵夫人が首を吊つってらっしゃるわ」

　廊ろう下かの奥でアレクシアが穏おだやかに物ぶつ騒そうなことをつぶやいて、ギデオンは慌ててそちらへ行く。

　寝室の天てん井じようの梁はりから確かに女の体が吊り下がっていた。

「もう亡くなっていらっしゃるわね」

　ただそれよりも悲鳴を上げることもなく、透とう明めいな表情で骸むくろを眺めるアレクシアに薄うすら寒いものを覚える。

「王女殿下、馬車にお戻りになって憲けん兵ぺいを手配してください」

「ええ。……物語のように連れ出してはくれなかったのね」

　アレクシアが床に落ちている手紙に目を落とす。

　そこには一緒には行けないと一行だけあった。
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　ドゥメルグ伯爵夫人の遺い骸がいはあれからすぐに、生家のウダール伯爵家に引き取られていった。夫人の書き置きや家を出る手伝いをした侍女の証しよう言げんもあり、不ふ貞ていが表おもて沙ざ汰たになりそうで駆かけ落おちの予定だったが、相手に逃げられた末の自害でことは終わりそうだった。

　夜にその報告を受けたアレクシアはひどい倦けん怠たい感かんに悩まされていた。

「アレクシア様、お眠りになってはいけませんよ」

　大理石で作られた熱の籠こもる浴場で、たっぷりと薔ば薇らの花を散らした丸い湯船に体を沈め目を伏せているとジゼルが苦笑する。

「眠たいけれど、なんだか眠れそうにないわ」

　体も頭も重いし、瞼まぶたも重いけれど眠ねむ気けは遠い。

「今日はドゥメルグ伯爵夫人のことがあったからでしょう。道を外した者の憐あわれな末まつ路ろです。見たものは忘れて、愛がいかに人を愚おろかにするかだけ心に刻んでおきましょう」

　アレクシアの濡ぬれた髪を撫なでながら、ジゼルが優しく微笑む。幼い頃から付き従ってくれるこの従姉いとこは自分にとって姉同然で、こうして優しくされれば気分が和やわらぐ。

　それでもまだけだるさは取れない。

「なぜ彼は夫人を置いて逃げてしまったのかしら」

「彼にとって夫人はパトロンでしかなかったのですわ。本当にお疲れですね。いつもならこんな簡単なことはすぐにおわかりになるのに」

　ジゼルが苦笑するのをどこか遠くに聞きながら、アレクシアはドゥメルグ伯爵夫人の姿を眼まな裏うらに浮かべる。

　たったひとつの愛を得られないことが、命を投げ出すほどの絶ぜつ望ぼうになるのか。

　そこまで愛されてなぜそんなにも簡かん単たんに見捨てられたのか。

（彼女を見限った彼に報むくいはないのかしら）

　不条理だと思いながらアレクシアはのぼせてきて湯船から上がる。白い素す肌はだをジゼルや他の侍女達が浴布タオルで覆い、丁てい寧ねいに髪や肌から水気を落としていく。

　真っ白い夜よ着ぎに着せ替えさせてもらい、改めて新しい浴布でジゼルに髪を乾かしてもらう。いつもは髪を梳といてもらっている間にうとうとしてくるのに、一向に眠気はやってこない。

　代わりに浮かんでくるのは、いつも帰り際ぎわに眺める大修道院の前の子供達だった。

（あの子達は幸せそうだったわ。あの子達のお母様とお父様も）

　彼らの間に愛が存在しないふうには見えない。

（子供が好き……）

　ふとギデオンに言われたことを思い出して、アレクシアは首を傾げる。

　なぜ代わり映ばえしない光景に毎回も魅入ってしまうのか、当たらずも遠からずという気がした。

　胸の中でぐるぐると訳のわからないものが渦うず巻まいてきて、アレクシアは夜着の裾を摑つかむ。

「……ジゼル、サリムを呼んで。今日はサリムと一緒に寝るわ」

「添そい寝ねなら私がいたしますよ」

「サリムがいいの」

　時々、こういう倦怠感を覚えて気持ちが塞ふさいでくるとサリムと一緒にいたくなる。

「あまり、殿方を寝台に上げて朝まで過ごすのはよろしくありませんわよ」

「サリムはわたくしの弟だもの。だからいいの。呼んできて」

　駄だ々だをこねるとジゼルが渋しぶ々しぶといった体ていで他の侍女にサリムを呼びに行かせる。

　その間に支し度たくをすっかり整えて、アレクシアは寝台に上がり枕を抱えながらじっと弟を待つ。

　サリムのいる薔薇宮はこの椿宮のすぐ隣となりだから、そう遠くはない。

　なのに待っている時間がとても長く燭しよく台だいの火が燃える音が耳について、アレクシアは抱えた枕をきつく抱きしめる。

「僕ももう寝るところだったのですけれどね、我が儘ままな女王様」

　そうしてやっとサリムがやってきて、アレクシアは枕を離はなして代わりに寝台に上がってきたサリムの頭を胸に抱く。

「遅いわ」

「急ぎました。今日は大変でしたね」

「大変だったけれど、明日考えるわ。……サリムは大きくなってしまったわね」

　アレクシアは背せ丈たけも肩かた幅はばもすっかり自分より大きくなってしまったサリムの、今は下ろしている髪を撫でる。

　初めて抱きしめた時はもっと小さかった。

　あれはちょうどサリムの母が身み罷まかってすぐだ。

　真夜中に遅咲きの椿と早咲きの薔薇が混じる椿宮と薔薇宮の境で、泣いているサリムと遭そう遇ぐうした。その時自分も泣いていた。

　学んだことは覚えているけれどそれ以外の子供の頃の記き憶おくは曖あい昧まいで、自分が部屋を抜け出しあんな所で泣いていたのか覚えていない。単にこっそり冒険に出て迷まい子ごになっただけかもしれない。

　とにかくサリムは泣いていて、疲れて眠ってしまうまで抱きしめて一緒に泣いたことを覚えている。

「大きくなりました。約束したでしょう。大きくなったらアレクシアと最初に結婚すると」

　サリムがそのまま体重を預けてきて、アレクシアは寝台に倒れ込む。自分を組み敷いて見下ろしてくるサリムは子供の頃と変わらず綺き麗れいだが、昔のように女の子みたいだとは言えない。

　自分が好きに抱きしめていられた弟でなくなってしまったと思うと、ほんの少し寂さみしくなる。

「……わたくしね、子供が好きかもしれないわ。他人の子供が可愛いなら、自分の子供も可愛いかしら。サリムとの子供なら見た目はすごく可愛いのだと思うのだけれど」

「それなら、子供ができたら毎日アレクシアの所へ連れていきますよ」

　サリムがアレクシアの体を離してそのまま添い寝する姿し勢せいを取る。

「サリムはいい子ね。……時々、朝が来なければいいと思うのはなぜかしら」

　眠ってしまえば朝はあっという間にくる。眠らなくても緩ゆるやかに明日は訪れる。

　永遠に寝台の中で丸まっていたいと思っても叶かなわない。

　夜になって朝からのことをぼうっと反はん芻すうしているうちに、明日も同じ一日が待っていると思うとなぜだかたまらなくそのことを拒きよ絶ぜつしたくなるのだ。

　甘いお菓か子し、美お味いしい食事、綺麗なドレスと宝石。そして尽くしてくれる優しい人達に囲まれる日常の、一体何を拒こばんでいるのか自分でもわからない。

「僕も醒さめない夢をずっと見ていたい時があります」

「どんな楽しい夢を、サリムは見ているの？」

「……内ない緒しよです。どんなに願っても朝はくるんですから、しょうがないことを考えていないでできるだけ長く眠りましょう」

　窘たしなめるというよりも慰なぐめる口く調ちようでサリムが手を繫いできて、アレクシアも指を絡からめる。

　ジゼルや母にもなんとなく訊きけない疑ぎ問もんは今日もうやむやだった。答えがどうしても欲しいというわけでもなかった。

　答えを知っていそうなサリムが側にいてくれると、初めてサリムと出会った時と同じひとりぼっちではないという安心感があった。

「……愛してはいないけれど、サリムのこと好きよ」

　額ひたいに口づけを贈おくると、サリムは握った手の甲こうに唇を寄せる。

「僕もアレクシアのことは愛してないけれど、好きですよ」

　互いに秘ひ密みつを打ち明けるように言って見つめ合った後、ふたりは笑い合った。
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　翌朝、アレクシアは選挙活動と自じ領りようの視し察さつのために遠出をするサリムを見送って、自分も政せい務むをすることになった。

　持っている領地の財政状況を見直し、自じ陣じん営えいの貴族達に書しよ簡かんを認めて票を逃さないように関係を固めて、夫候補からの贈り物と恋文に返信を出してと机にかじりついているだけであっという間に昼になった。

「アレクシア様、バスティアン殿下からお茶の誘いが来ています。昨日の件でもお話ししたいとのことです」

　テラスで昼食を終えた頃にジゼルがそう言ってきて、アレクシアはうなずく。

「午後の予定は空いているから伺うかがいますとお返事して」

　今日は毎回訪れていた絵画サロンに出席する予定だったが、昨日のことは噂うわさとしてあっという間に広がったらしく、主催者から無理をせず欠席して気を休めるといいと、気づかいの手紙をもらっていた。

「やっぱり何かあるのかしら」

　食後の紅茶を啜すすりながらアレクシアは首を傾げる。

　バスティアンから話を持ちかけてくるとは裏があるのかもしれない。衣装はいつ来客があってもいいように、リボンで飾かざられた淡あわい紫のドレスを来ているのでこれで十分だろう。

　アレクシアは短い休息を終えて政務の続きに戻る。そして約束の時じ刻こくが迫せまって椅い子すから立ち上がった時、ふっと目の前が暗くなった。

「アレクシア様、どうされました？」

「いいえ。なんでもないわ。では、行って参ります」

　しかし一瞬のことだったのでさして気にも止めずに、アレクシアはジゼルに笑いかける。

　そして椿宮からバスティアンの住まう牡ぼ丹たん宮へ、広い王宮内の往き来に使う一頭立ての馬車で移動する。

　寝不足というほど眠れていないわけでもないが、馬車の揺れに眠気を誘われてうつらうつらしてしまう。

　瞼が下がりきる前に牡丹宮に到着し、案内されたテラスにはバスティアンの他にギデオンの姿があった。

「あら。ギデオン様もいらっしゃったのね。お兄様、教えてくださればよかったのに」

「ふたりきりとは言ってなかっただろう。昨日の一件に関してと言ったのだからギデオンがいてもおかしくない」

「……ええ、そうですわね」

　確かにおかしくないのだがと、王子と王女の間に座らされて居い心地ごこちの悪そうなギデオンを見る。

「さっそく本題といこうか。あの版画家、殺されたぞ。物もの盗とりらしく、上着からベルトに靴くつまで盗まれていたそうだ。顔見知りの新聞記者が確認して昼前に身元がわかったらしい。明日の新聞の一面だ。夫人と駆け落ちしていた方が美び談だんですんだな」

　さして面おも白しろくなさげにバスティアンが言う。

「お兄様、夫人と彼のことはご存じでしたの？」

「いや、知らん。単にあやつの絵が気に入ったから屋敷を貸してやっただけだが、とんだ迷めい惑わくを被こうむった。俺に一言も告げず三日前にはすでに家を出ていたらしい。新聞小説の挿さし絵えが変わっていたから近いうちに会いに行く予定だったんだがな」

「お兄様はなぜそんな方にお屋敷をお貸しになりましたの？　わたくしの陣営と関わりある方だったから？」

　その版画家の作品は新聞以外に小説の挿絵としても見たこともあるが、確かに素晴らしかった。しかし選挙を控えている今は、裏があるのだろうかと勘かんぐってしまう。

「単に気に入ったからだ。俺は王位についてこの国をもっと派手にする気だからな。芸術品から服飾までこの国を大陸の流行の中心にしてやる。その基き盤ばんとなる財政のために、このギデオンは側近候補としてお気に入りというわけだ」

　にやりとバスティアンが堂々と宣せん戦せん布ふ告こくしてきてアレクシアは眉まゆを上げる。

「わたくしもギデオン様はお気に入りですのよ。ギデオン様はわたくしとお兄様、どちらがお好き？」

　アレクシアが問いかけると、ギデオンはバスティアンと彼女の顔を交こう互ごに見ながら顔を強こわ張ばらせる。

「……まだ決めかねているところです。それより、その物盗りは捕まったのですか。何か裏があるからお呼びになったのでは」

　そしてギデオンが返答を躱かわしてバスティアンに向き直る。

「いや。まだだ。裏があるかどうかもわからん。もう少し探りを入れなければならん」

「ドゥメルグ伯爵はわたくしの陣営のことですから、わたくしの方で調べますわ」

「俺も一応関わっている以上は、何があったかは知りたい。そう俺が足を引っ張られる事案でもなくとも、そちらは不都合が多そうだが」

　バスティアンがクッキーをつまんで、吞のん気きな態度でそう言う。

「そこまで大きな不都合にもならないと思いますけれど……誰かの策さく略りやくでしたら伯爵夫人も報われませんわね」

　たったひとりで絶望したドゥメルグ伯夫人の最後の姿がアレクシアの脳のう裏りで揺れる。

「……ドゥメルグ伯もやりきれないでしょう」

「ええ。せっかく資金援えん助じよをして若い奥方を迎え入れられたのに、跡継ぎももうけられないなんてご不幸ですわ」

　重苦しく言うギデオンにアレクシアは同意してみせたが、彼はなぜかとても複雑そうな表情をしていた。

「アレクシア、ギデオンは妻に未み練れんがあったのかってことを言いたいんだ。こやつはそこらの小娘より愛や恋に夢を見ているからな。馬を相手に愛の詩を捧ささげる練習をするぐらいに」

「で、殿下！　なぜそれを知っておいでなのですか！」

　ギデオンが真っ赤な顔で慌てふためくのに、バスティアンが噴き出した。

「本当にやっているのか、貴様は」

　墓ぼ穴けつを掘ったことに気付いたギデオンは声もなく、がっくりとうなだれる。

「ギデオン様は馬に似た方がお好きなのです？」

　傍かたわらでアレクシアはギデオンの女性の好みについて新しい発見をしたと、興味深く彼を見つめる。
















「アレクシア、貴様も大たい概がい呆ぼけているな」

「まあ。わたくし呆けてなどおりませんわ。お兄様ばかりギデオン様と仲良しで狡ずるいですわ」

　バスティアンの呆あきれた声にアレクシアは唇を尖とがらせる。

「ふふん。この俺から奪うばえるものなら奪ってみろ」

　芝しば居いがかった口調でバスティアンが傲ごう然ぜんと言い放った。

「…………用件がすんだのなら帰ってもよろしいでしょうか」

　赤くなったり無表情で沈ちん黙もくしたりと、静かに忙しいギデオンが言って、兄と妹は他た愛わいのない会話を止める。

「待て。貴様が何を気にしているか話せ。何か考えがあるのだろう」

　バスティアンが引き止めて、アレクシアもギデオンに視線を移す。

「ドゥメルグ伯爵がウダール家の令れい嬢じようと婚こん姻いんを結ばれたにしても、益えきが薄うすい気もするのです」

「妥だ当とうだとわたくしは思いますわ……ドゥメルグ伯爵は前の奥方の他にも愛人が何人かいらしたそうですけれど、おひとりも嫡ちやく子しを授かっておりませんわ。ドゥメルグ伯の方に問題がある可能性も高いですし、彼と婚姻を結んでも跡継ぎができなければ利益なんてありませんでしょう。後ご妻さいになる方もそのために見つかりにくかったらしいですし」

　アレクシアがそう言うと、バスティアンも同意見らしくうなずく。

「跡取りを産んでくれそうな、爵位だけでも釣つり合いの取れる若い結婚相手自体、ドゥメルグ伯には見つけにくかっただろうからな。そこで事業に失敗して家は傾き、娘に持じ参さん金きんすら持たせられないウダール伯家はちょうどよい物ぶつ件けんだ」

「そうですわね。取引としては成立しているのではありませんか？」

　アレクシアが小首を傾げると、ギデオンは渋い顔をする。

「取引、ですか」

「結婚なんぞ、利害関係が最優先だろう。アレクシアに求婚する欲に目が眩くらんだ阿あ呆ほうが多いのがいい証しよう拠こだ」

「あら。彼らは票を入れてくれるよい方々ですわよ。たくさん票を集めてくれて、国益になる優秀な方も多いですし。わたくしはそのお返しに次の王位継けい承しよう者しや候補の子供を産んでさしあげますの。よい取引でしょう、ギデオン様」

　にこにことアレクシアはギデオンに同意を求める。

　彼にとっても自分の夫となることはよい取引のはずだ。地位も名めい誉よも、そして王位継承者候補の実じつ子しも持てるのだ。

「まあ、俺が貴様の立場ならアレクシアの夫となるな。幸い見かけも悪くない。多少容よう貌ぼうが難ありでも、金の卵を産んでくれるなら目を瞑つむれるしな」

　ギデオンが返答に窮きゆうしていると、バスティアンが代わりに答えた。

「美的感覚に優れたバスティアンお兄様がお褒ほめくださるなんて嬉しいですわ。でも、王女を金の卵を産む鶏にわとりに例えるのは不思議ですわよね。産んだ時点では金かどうかなんてわからないのですもの」

　王女を金の卵を産む鶏に見立てるのは昔からだが、最終的に王位につける本物の金の卵はひとつしかない。

「俺ならば確実に純金に仕立て上げるぞ。だが、ギデオンにこれは難しいか」

　バスティアンが含みありげに言って、アレクシアは首を傾げる。

「ギデオン様は子供の教育に自じ信しんがありませんの？」

「いえ、そういうわけではありませんが……」

　ギデオンもよくわからないらしく、戸と惑まどった視線を主君に向ける。

「後でゆっくり考えるんだな。それで、貴様はドゥメルグ伯爵の婚姻について、気になる理由はなんだ」

　話題が元に戻って、ギデオンが深しん刻こくな面持ちでうなずく。

「ドゥメルグ伯爵にご事情があったにしても、ウダール伯爵家への支援には益が少なすぎると思うのです……。もしかしたら、以前より妻に迎え入れるお心づもりだったのではと。訴訟も離り縁えんもせずに家に閉じ込めていたというのなら、その可能性もあるのではないかと。確かな根拠のない憶おく測そくにすぎませんが……」

「ギデオン様は、ウダール伯爵家の事業の失敗自体が、ドゥメルグ伯爵がご令嬢を迎え入れるための謀略ではとお考えなのですね」

　あり得ないことではないかもしれないと、アレクシアは首を縦たてに振る。

「ならばそこから調べるのも手だな。何かわかったら俺にも知らせろ。情報が必要なら好きに聞け」

「それならさっそく戻って調べさせますわ。このままギデオン様もお連れしてよろしいかしら」

「かまわん。好きにしろ」

　当のギデオンの予定などおかまいなしに兄きよう妹だいは勝手に決めて、お茶の時間はお開きになる。

「では、ギデオン様、椿宮に……」

　笑顔でアレクシアは立ち上がるが、目の前が完全に真っ暗になる。

　立っていられなくなりその場にしゃがみ込むが、体勢を上う手まく保てず背中から倒れかける。

「王女殿下！」

　側の椅子に体を打ちつける前にギデオンが背に腕を回し支えてくれた。

「どうした。寝不足か。それとも腹が減っているのか。月の障さわりか。……まさかつわりか」

　まるで動じる様子もなくバスティアンが問いかけてくるのに、アレクシアはどれも違ちがうと弱々しく首を横に振る。

「殿下！　妹君がお倒れになった時までご冗じよう談だんはおやめください！」

　ギデオンがひどく憤いきどおって主君を怒ど鳴なりつける。

　バスティアンがふざけた態度を取るのはいつものことだというのに、なぜこんなにも恐こわい顔をしているのだろう。

　アレクシアはやっとはっきりしてきた視界に映る、ギデオンの険しい表情を不思議に思う。

「……王女殿下、大丈夫ですか？」

「ええ。申し訳ありません……」

　自力で立ち上がろうとしたものの、ドレスがやけに重く感じてアレクシアは動けなかった。

「失礼、いたします。バスティアン殿下、王女殿下がお休みになれる部屋をお借りできますか」

　ギデオンが不安そうに眉根を寄せて、アレクシアを横抱きにして抱え上げる。

「客間を貸してやる。うちの有能な侍女達についていけばいい。すでに医者も呼びに行って、椿宮にも使いが出ている」

　バスティアンが顎あごで示す先に控える侍女達の元へギデオンが移動する。

「ギデオン様は力持ちですのね」

　自分の体を軽々と持ち上げているギデオンを見上げ、アレクシアは薄く微笑む。

　ごつごつと硬い腕や体だが、不思議と不ふ快かいさは感じない。むしろ安心感を覚える。

「……鍛たん錬れんはかかさずしていますから」

　いつもと違いギデオンの表情は硬いままだ。

　客室の寝台に下ろされて、アレクシアはそのまま横になる。そうすると体の疲ひ労ろうをまざまざと感じて、ぐったりと寝台に沈しずみ込む。

「王女殿下、お加減はいかがですか？」

「なんだかとても体が重いですけれど、心配するほどのことでもありませんわ」

「昨日はいろいろあってお疲れなのでしょう。ドゥメルグ伯爵夫人の一件も気き丈じように振る舞われていたので、あまり気づかえず申し訳ありません」

　真面目にうなだれるギデオンにアレクシアは微笑む。

「お気になさらないで。わたくしも昨夜から体調が思わしくないのを、甘く見ておりましたから。睡すい眠みんと食事と休きゆう養ようはきちんととっているつもりですのに、見直さねばなりませんわね」

　体調は万全に整えないといけないので、睡眠は最低でも六時間はとっている。それに食事は使用人達が完かん璧ぺきに整え、政務もどうしても自分がしなければいけないこと以外は他の者にさせている。

　これ以上は怠たい惰だという気もするが、ジゼルと話し合わねばならない。

「……お心は休まれておいでですか？」

「心？」

　ギデオンの言うことが抽ちゆう象しよう的てきでよくわからず、アレクシアは鸚鵡おうむ返しにする。

「公務や選挙のことをお考えにならない時間がありますか？」

「眠る時は何も考えませんわ」

　答えながらアレクシアは自分の胸の内に意識を向ける。

　そもそも心というのがなんなのかよくわからない。喜き怒ど哀あい楽らくという感情をさすのなら、どれもぼんやりしていて摑み所がない。

　楽しいことも腹立たしいことも、悲しいことも嬉しいことも違うはずなのに、全部一緒に思える。本当に自分がそれらの感情をちゃんと持っているのかも疑わしい。

「王女殿下、大丈夫ですか？」

　目を伏せていると、ギデオンが気づかわしげに顔を覗のぞいてくる。

「ええ。ギデオン様がわたくしの夫になってくださると仰ったら少し考えることが減るかもしれませんわ。わたくし、あなたが欲しいものは全部揃そろえてみせますのに」

　アレクシアは無意識のうちに話題を変えてギデオンを見つめる。

「……私は無む欲よくではありません。地位も名誉も欲しています。ですが、それ以上に誇ほこりを持ちたいと思っています。心より敬けい服ふくできる主君に仕え、認みとめられることを望みます」

「わたくしはあなたの敬服に値あたいしないの？」

　不快感は一切なく、アレクシアはあどけない口調で問う。

「王女殿下は是ぜが非ひでも王位を手に入れ成し遂とげたいことがおありですか？　王位を手に入れて、ご自身は一体何を手に入れるおつもりですか？」

　質問の答えは出てこなかった。

　政策の方針は伯お父じが全部決めている。それを成し遂げたいかと訊かれれば、さして興味はなかった。

「わたくしが手に入れるもの……？」

　考えたことがなかった。王の子に生まれたのだから、次の王になるのは当然のことなのだ。

「もし、王女殿下は王位を得られなかったらどうするおつもりですか？」

「……万一、王になれなかったら他国へ嫁とついで、その国の次の王となる子を産むのでしょう」

　そういうものだと過去の歴れき史しで学んでいる。王女は次の王を産むものだ。もしそこで世よ継つぎを産めなければ、それこそなんの役にも立たない無む価か値ちなものに成なり果はてると、教師から教わっている。

「王女というのは王を産むために存在するのでしょう」

　何も返答をしないギデオンへ言葉を重ねると、彼は困こまった顔で視線を彷徨さまよわせる。

「私にはあなたに出会った時、欲しいと思うものがひとつありました。あなたが王女でなくとも、それがあれば私には十分と思えるものでした」

「王女でないわたくしがギデオン様にさしあげられるものなんてあるのですか？」

　自分から王女という地位を取り除のぞいた後に一体何が残るというのだろうか。容よう姿しならいずれ衰おとろえてなくなるものだし、美しい女性なら自分以外にも多くいるだろう。

「あなたの、お心が欲しいと思っていました。私はアレクシア様から唯ゆい一いつ無む二にの愛が得られればと願いました」

　全て遠い過去のように語るギデオンは恥はじらいも見せずに、寂しげだった。

「……今は思っておられませんの？」

　そんなものは存在しないから、手に入れられないと諦あきらめたのか。

　どのみち欲しいと言われても自分ではどうにもできないので、仕方ないことでもあるのだが。

「わかりません。あなたに初めてお目にかかった時の気持ちを今も持っているのか私自身、わからなくなっています」

　なにひとつ誤ご魔ま化かすことなくギデオンは本当に苦く悩のうしているらしかった。

　そんなにも真摯に悩むことなのかと未知のものを見る気分でいる一方で、自分まで息苦しくなってくる。

　手に入らないなら諦めてしまえばいいのに。

　他ひ人と事ごとのように思いながらも、ギデオンの関心が自分から綺麗に消えてしまうと思うとまた息苦しさはつのってくる。

「……ギデオン様、侍女を呼んでくださるかしら。コルセットを緩めたいの」

　きつく体を締めつけるコルセットを緩めれば、息が詰まるこの感覚も少しは和らぐかもしれないとギデオンに懇こん願がんする。

「承知しました。では、失礼いたします」

　ギデオンが硬い表情のまま退出して、入れ替わりにやってきた侍女にコルセットを緩めてもらう。

　それで体は幾いく分ぶん楽になったが、ただ体とは違うどこかは変わらず息苦しいままだった。
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　アレクシアは医師に軽い疲労だろうと診しん断だんを受けた後、椿宮に戻ってすぐに夜着に着替えさせられ寝室へ連れて行かれた。

「ご体調が優れない時は私に真っ先にお申しつけください」

　傍らに控えるジゼルが心配そうに言うのに、アレクシアはうなずく。

「……ジゼル、わたくしはなんのために女王になるのかしら？」

　ギデオンとの会話はまだアレクシアの中で尾を引いていた。

「アレクシア様が王女にお生まれになったからですよ。どうされたのです、そんなことをお訊きになるなんて」

「ジゼルはわたくしに女王になって欲しい？」

「ええ。もちろん。私はアレクシア様がお生まれになった時から、立りつ派ぱな女王陛へい下かになられるようにお側に仕えているのですから」

　ジゼルが幼い頃と変わらない笑みで、アレクシアの髪を撫でる。

「わたくしが女王になったらジゼルは嬉しい？」

「ええ。アレクシア様のようにお美しく聡そう明めいな方が王位につくのは素晴らしいことですもの」

　伯父や母、周りの誰もが自分が玉座を得ることは素晴らしいことだと言う。

　しかし、自分にとって唯一理解できないことでもあった。なぜ自分が王になることがいいことなのかわからない。

「わたくしにとっても素晴らしいこと？」

「それ以上にアレクシア様にとってよいことはありませんわ。本当に今日はどうされたのです？　バスティアン殿下に意い地じ悪わるなことを言われましたか？」

「……いいえ。そうではないのだけれど」

　アレクシアはギデオンのことを口に出しかけてやめる。なぜか彼の欲しいもののことは内緒にしておいた方がいい気がした。

「明日はご公こう務むもお休みして、サリム様がお戻りになったら一緒にお茶でもいたしましょう」

　ジゼルが優しく言うのに、今日はサリムがいないことを思い出してアレクシアは表情を曇くもらせる。

　できれば今夜も一緒に寝たかった。

「お母様は今日は別べつ邸ていよね。明日、怒られてしまうかしら」

　母は王都内に伯父が用意した屋敷を持っていて、そこで過ごすことも多い。今夜も愛人の誰かと一緒だろう。

　母がそうやって票集めに腐ふ心しんしているのに、自分はギデオンを引き込むこともできないどころか寝台に伏せってしまっている。

「大丈夫ですよ。アレクシア様の体調管理は私どもが仰おおせつかっていること。お小言を聞くのは私の役目ですから、安心して今日はもうお休みください」

　ジゼルに言われるままアレクシアは瞳を閉じる。

　体は思った以上に疲れていたらしく、その後は何も考えずに深い眠りの中に落ちていった。





[image: ]






　ギデオンはアレクシアの部屋から出て、バスティアンと少し話をしたのちに屋敷に戻った。

　帰ると両親と、嫁いで遠方にいる妹からの二通の手紙が届いていた。皆、つつがなく過ごしているらしい。

　父は黙もく々もくと現げん況きようを書き連ね、その淡たん泊ぱくさを埋めるように母が生き生きと領地の景け色しきや父との仲なか睦むつまじい様子を認めてある。

　妹の方は王都の流行を訊ねる内容や、それなりに上手く夫とやっていて半年前に生まれた甥おいもすくすく成長しているとの報告やら、送って欲しい本やらと、落ち着きがない。

　ドゥメルグ伯爵夫人のことがあってすぐなので、妹が婚家で平穏な生活をしているというだけで安心する。

　貴族同士の結婚が利り害がい関係の取引であるのは重じゆう々じゆう承知している。

　しかし間近で仲睦まじい両親の姿を見ていると、最初はただの取引であってもよい夫婦にもなれると信じられるし、自分もいずれそうありたいと願ってしまう。

（……ひとりはやはり少し寂しいな）

　家族からの手紙を読んでいると、屋敷の静けさが身に染みる。

　ギデオンは書庫へ行って妹の欲しがっている本を取り出す。後はこの頃流行の小物でも一緒に送ろうかと考えるが、女性の好みなど一切わからない。

　誰か流は行やりに詳くわしい女性に話を聞いて、と手紙にはあった。

（いや、あいつの魂こん胆たんはそれだろうが）

　いつまでも女慣れしない兄を心配して妹はこれまでもあれこれ画かく策さくしていた。

「王女殿下はお詳しいだろうが……」

　ギデオンはつぶやいて眉根を引き絞しぼる。

　医師は軽い疲労だと言っていたものの、アレクシアの容よう態だいが気になった。




『聡さといようでいて、自分のことはまるでわからない阿呆だからな』




　バスティアンは倒れた妹を気づかうどころか、そんな辛しん辣らつなことを口にしていた。生まれた瞬間から兄弟同士で争うことが決まっている王族とはいえ、いささか冷たすぎる。

「……ご自身に疎うといのは確かだが」

　自分がどんな時に笑っているのかわからないと言ったアレクシアは、どの感情においても鈍にぶそうだった。

　自分自身の価値さえも外側から定められたものしか知らない。

「俺も、そうか」

　アレクシアの美しい容姿に惹かれたのが最初だ。そうして内面が自分の理想とは違うというだけで勝手に落胆して、失しつ恋れんした気分になっていた。

　女性に過か剰じような幻想を抱きすぎていると友人らに言われても、妹がいるのでそんなことはないと否ひ定ていしていたが、確かにそうだと認めざるを得ない。妹は女性であっても、自分の中ではいつまでも小さな子供でしかなかったのだ。

「……何か中ちゆう途と半はん端ぱなことをしてしまったな」

　ギデオンは不ふ意いにアレクシアに告白まがいの発言をしたことを思い出して、書しよ棚だなに頭を打ちつけたくなった。

　ああいうことは、自分の気持ちがはっきりするまで熟じゆつ考こうするべきだ。

「俺はまだ、あの方を想っているのだろうか」

　きっと、一目で心奪われる相手はアレクシア以外にこの先もいないだろう。だが彼女の他の面に惹かれているかと訊かれれば、やはりわからなかった。

　アレクシアと言葉を交かわすごとに、彼女の心の内を知りたくなるのはただの好奇心なのか、どんなものであろうと彼女の心を欲しているからか。

　ギデオンはその場で小一時間ほど黙考してみるものの、やはりはっきりとした答えは出てこなかった。

「若様。お嬢様の御本を探すお手伝いをしましょうか？」

　あまりにも長い間書庫に籠もっているギデオンを心配して、使用人が声をかけてくるのにギデオンは重い腰を上げる。

「いや。考え事をしていただけだ。気づかわせてすまない」

　立ち上がったはいいものの、ギデオンはまたそのまま考え込んでしまう。

　アレクシアはとても軽かった。風か邪ぜで倒れた十歳の妹を抱き上げた時と大たい差さない気さえした。

　王女としての重じゆう責せき、選挙活動での心しん労ろうは計り知れないものだろう。それを癒いやすことができる者は誰ひとりいないのか。

　睡眠や食事や休養に気を配る者がいるなら当然、アレクシアの心労に気付く者がいないはずはないのだが。

「……見舞いを贈ろうか」

　そう決めて何がいいかと考えるものの、花というごくありふれたものしか思い浮かばなかった。

「すまない。その、重じゆう篤とくではないが、心労で伏せっている女性に見舞いを贈りたいのだが、花、でよいだろうか」

　ギデオンは書庫を出て、祖そ父ふの代から仕えている執しつ事じに見舞いの花を贈りたい旨むねをおずおずと告げる。すると執事はふむとうなずいて、側を通りかかった侍女数人を呼び止めた。

「若様が若い女性に見舞いを送りたいそうだ。花を贈られるつもりらしいが、他に妙みよう案あんを思いつく者は」

　声をかけられた侍女達が執事の言葉に色めき立つ。

「待て、若い女性だと俺は言っていない」

「若様がわざわざ私めに相談するなど、若い女性に違いありません」

　祖父同然の執事にすげなく返されて、ギデオンに反論の余よ地ちはなかった。

　そして女性陣からすぐに枯かれてしまう花よりも、長く側に置いておけるポプリを勧すすめられ、そのまま彼女たちに品選びも任せることになった。

　そして見舞い状を書くためにギデオンは私室に戻り、文面を考えるのに普段より多くの蠟燭を消しよう耗もうしてしまうのだった。
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　いつもより遅く目め覚ざめたアレクシアは、だるい体をゆっくりと起こす。その気配にジゼルが天てん蓋がいの紗うすぎぬを開く。

「お加減はいかがですか？」

「昨日よりはいいわ……。ねえ、窓を開けて」

　また上うわ掛がけを被って穏おだやかな眠りの中へ舞い戻りたいと思ったものの、夜眠れなくなりそうでアレクシアは側そばのクッションを背もたれにして陽ひ射ざしを乞こう。

　部屋が明るくなり、風にあたっていると少しは目が醒さめてくる。

　着替えるか、それとも夜よ着ぎのままで過ごすか問われたアレクシアは後者を選んだ。

　重たいドレスも、体を締しめつけるコルセットも今日は身につけたくなかった。

　アレクシアはゆったりしたレースのリボンで飾かざられた白い夜着のまま、窓まど際ぎわのテーブルで朝食を終える。

（公こう務むと選せん挙きよ以外に考えること……）

　木こ漏もれ日がきらきらと輝かがやく庭先を見つめながら、アレクシアはギデオンに言われた心を休める、ということについて考える。

　しかし自分の日常といえば、公務と選挙しかない。

「姫様、セシリア妃ひ殿でん下かとコルベール侯こう爵しやくがお見み舞まいにいらっしゃっています」

　他に何があるのだろうかと考えていると、母が伯お父じと共に戻ってきたことを侍じ女じよが告げにくる。

　アレクシアはそのまま寝しん室しつへとふたりを案内させる。

「アレクシア、体調はどうかしら？」

　今日は深ふか紫むらさきのドレスを纏まとった母のセシリアがまず入ってきて、アレクシアの隣となりに座る。

「たくさん寝てよくなりましたわ。まだ選挙が始まったばかりなのにごめんなさい」

「最初だからこそ気を張りすぎたのかもしれないわ。今日はゆっくりおやすみなさい」

　セシリアはまるで機き嫌げんを損そこねた様子もなく、アレクシアは安心する。

「姫殿でん下か、お元気そうで何よりです」

　遅れて片眼鏡モノクルをつけた壮そう年ねんの男が入室してくる。彼がアレクシアの伯父で、選挙参さん謀ぼうを務めるコルベール侯爵のパトリスである。

　肩口までの漆しつ黒こくの髪に白いものはまるでなく、伶れい俐りな灰色の瞳は艶つやめいた印象で、四十四という実じつ際さいの年齢より五つは若く見える。

「伯父様、こんな格かつ好こうで申し訳ありません」

「こちらこそお休みのところを申し訳ない」

　今でも年下の愛人が絶たえないパトリスの笑みや声はもちろん、立ち居振る舞いまで自然と色気が滲にじみ出ている。こういうところも若く見える所以ゆえんだ。

「休養に入る前にひとつ、姫殿下にお伺うかがいしたいことがありますがよろしいですか？」

「ええ。かまいませんわ」

　なんだろうかとアレクシアは小首を傾かしげる。

「バルザック候の嫡ちやく男なんの攻こう略りやくは順調ですか？」

「いい関係を築きずけていると思いますわ」

　ギデオンのことを問われて、アレクシアは咄とつ嗟さに噓うそを吐ついてしまっていた。

　彼の欲しいものを自分は何ひとつ持ち合わせていない。あとひと月で彼をバスティアンから奪うばえる自信はなかった。

「アレクシア、兄様に噓は通用しませんわよ」

　すかさず噓を見抜いたセシリアに窘たしなめられてアレクシアはうつむく。

「……他の殿方のように、あまりわたくしの夫になることに魅み力りよくを感じていただけていません」

　仕方なく正直に話すと、パトリスは顎あごに手を添そえて思し案あんする。
















「ならば、ひとまずは手をお引きください。思いの外、バスティアン殿下への忠ちゆう誠せい心しんが強いらしい。私の方でも候こう補ほの内の幾いく人にんかと交こう渉しようしていますので、姫殿下はその中からお好きな者をお選びください」

「でも、伯父様、まだ十日と経っておりませんわ」

　諦あきらめるには早すぎるのではないだろうかと、アレクシアは食い下がる。

「どうしたの、アレクシア。兄様の仰おつしやることにはいつもすぐにはいと言っているでしょう」

　セシリアに優しい声こわ音ねながらも厳きびしい視線を向けられる。

（どうしたのかしら、わたくし）

　自分自身でも驚いていた。今まで母や伯父の言葉に疑問を抱いたことはなかったのに、なぜか反論めいたことを口にしてしまっている。

「まだ姫殿下はお疲れらしい。余よ計けいな労力は使わない方がよろしいでしょう。ドゥメルグ伯爵家の一件に関してはジゼルから聞いています。それも、私の方で調ちよう査さしてバスティアン殿下に必要な情報は渡しておきます」

　パトリスにギデオンとの繫つながりを断たち切きられて、アレクシアはそれ以上何も口に出せなかった。

「アレクシア、他の候補達とバルザック卿きようの票の価か値ちはどれも同じよ。わざわざ苦労する方を選ぶことはないわ」

　セシリアが優しく諭さとしてくる言葉は納なつ得とくのいくものだ。

　どれも同じ。誰を選んでも結果は変わらない。だったら楽なものを選んだ方がずっといい。

「ええ。そうですわね。後でまた、選びますわ」

　答えながらも、アレクシアは疑問も同時に覚えていた。

（どうしてこんなに胸の中が変なのかしら）

　小石を胃の中に無理やり詰つめ込こまれたような、重たくて不ふ快かいな感覚があった。

　やはりまだ体調がよくないのかもしれない。

「……やっぱり、まだ体調が優れないみたいですの。休んでもかまいませんか？」

　母と伯父に告げるとふたりはアレクシアの体を気づかいながら退たい出しゆつしていく。

　ジゼルや数人の侍女達と部屋に残されたアレクシアは寝台に戻る。

「侍医をお呼びしましょうか？」

　ジゼルが不安げに問いかけてくるのに、アレクシアは首を横に振る。

「大丈夫。少し横になりたいだけだから」

「私は父とお話があるのでお側を離はなれます」

　ジゼルがいなくても侍女は部屋に数人残されるので大きな問題はない。横になっていても眠ねむ気けは訪おとずれないしただじっと丸くなっているだけだ。

（ギデオン様とは会ってもあまりお話しできなくなるのね……）

　他の夫候補や支し援えん者しやを得る時間を、引き込む予定のないギデオンに割さくことはできなくなる。

　衣装どころか言葉や仕し草ぐささえも過か剰じように装そう飾しよくした貴族達の前で、自分も同じように様々な装飾をつけて振る舞わねばならないことを思うと、寝台から出たくないと思ってしまう。

（同じだけど、違ちがうの）

　ギデオンはとりたてて派手に飾ることはない。見た目はもちろん、言葉も態度も華やかさとは縁えん遠どおい。宝石の中に石ころが混ざっているのに似ているけれどまったく違う。

　彼はけして石ころではない。見かけばかりが派手なものに惑まどわされず、本当にいいものを見分けているのだ。

　そんなギデオンが自分に望むものは他の誰とも違った。女王になりたい理由など、今まで誰も問うてこなかった。

　王の子は選挙に勝ち抜いた末に王となる。それが当たり前でなりたいかなりたくないかなど、自分自身ですら考えたこともなかった。

　そしてギデオンがたったひとつ望むものも、他の者達と違った。

（心。わたくしの心）

　アレクシアは自分の胸にそっと手を当ててみる。小さく鼓こ動どうを打つその奥おく底そこに存在するかもわからない。

　ドゥメルグ伯爵夫人のことを思い出して、アレクシアは体を丸める。

（愛は恐おそろしいわ）

　捧ささげた心は帰ってこない。最後は命まで奪い去られてしまうのだ。

　もし本当に心をあげてしまえばギデオンを跪ひざまずかせるどころか、自分がどうにかなってしまう。

（どうなるのかしら、わたくし）

　恐ろしいと思うと同時に、どくどくと胸が大きく鼓動して何か得え体たいの知れない熱さで体が満たされていく。

（それに、わたくしがギデオン様の心を奪えたなら……）

　互いに心を握った時に何が起こるのか。

　今までに感じたこともない高こう揚よう感かんに、アレクシアはたまらなく落ち着かない気分になって側のクッションをきつく抱きしめる。

　試してみたい。

（伯父様にもお母様にも内ない緒しよの取引）

　アレクシアは初めて体験する感情の高ぶりにすっかり目が冴さえて、ひとり作戦を立て始めたのだった。
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　ジゼルはセシリアとパトリスが控ひかえる部屋へと入る。

「ジゼル、アレクシアの容よう態だいはどう？」

「お顔色も悪くはありませんし、ゆっくりお休みになればよくなられると思います」

　いつもの陶とう磁じ器きのように白く滑なめらかなアレクシアの肌は、赤みもほどよくさしていて健けん康こうそうだった。

　惜おしむべくは、昨日の不調に気付けなかったことだ。

　毎日髪を整え、肌を手入れし体型も確認しているのに落ち度があったことが悔くやしい。

「お前は筆頭侍女としてもっとしっかり姫殿下を見ていてやるんだよ」

「ええ。お父様、わかっておりますわ。だからバルザック卿を引き込むのをやめた方がいいと進しん言げんしましたのよ。アレクシア様が王位につくことに疑問を持つなんて、きっとろくでもないことを吹き込まれたのだわ」

　ジゼルは不機嫌な顔で父の隣に座る。

「さすがはバスティアン殿下の気に入りのひとりというわけか。それに関してはよく報告した」

「でも兄様、あの方がそこまで策さく略りやく家かにも見えませんことよ。問題なのはアレクシアが少し気に入ってしまっていることよ。あんなつまらない男に、これまでの苦労を無む駄だにされるのはごめんだわ」

　セシリアが言う通り、ジゼルもそれが気になっていた。

　アレクシアはこれまでどんな男も選挙の票という認識でしかなく、自分から興味を示すことなど全くなかった。

「珍めずらしいものに気を惹ひかれているだけではないのか？　お前だって若い頃は家いえ柄がらのいい男に飽きて、中流階級の愛人を作っていただろう」

　妹の怒りにパトリスが苦笑する。

「まあ。兄様、そのおかげでコルベール家の資し産さんが増えたじゃありませんの。本当に珍しいだけならいいのだけれど。ジゼル、ちゃんとアレクシアの様子には気を配っておくのよ」

　叔お母ばの忠告にもちろんとジゼルは従じゆう順じゆんにうなずく。

　言われなくともアレクシアに恋などさせない。彼女はどんな男も愛さない、崇すう高こうな女王となるのだ。

「姫殿下のことが第一だが、ジゼルは愛人のひとりも作らないのか？　もう跡あと継つぎもいることだし、使えそうな若い貴族を好きに見み繕つくろってくれてもかまわないのだがな」

「私、アレクシア様のことで手一杯ですもの。いりませんわ。お父様が必要というのなら作りますけれど」

　ジゼルは六年前の十四の時に父の命ずるまま、三十四年上の侯爵に嫁とついでいる。翌よく年としには、前ぜん妻さいや愛人との間に女児しかいなかった夫にとって初めての男児を産み、役目を終えた後は息子むすこを乳う母ばに任せて婚こん家けには五日に一度しか帰っていない。

　夫のことはどうでもいい。息子も可か愛わいくないことはないのだが、一時でも長くアレクシアの側にいたかった。

「若い時期は短いのだからもったいないことをしてはいけないわよ」

　未だに奔ほん放ぽうに恋愛遊ゆう戯ぎを楽しんでいるセシリアが言うのに、ジゼルは曖あい昧まいに微笑ほほえむ。

「お前はそう若くないのだから、度の過ぎた遊びは控えるように」

　そんな妹へパトリスが釘くぎを刺さす。

「選挙のためになるならいいでしょう。わたくしと同じ年頃だった時の兄様ほどではないわ」

「それを言われると困るな。まあ。選挙は始まったばかりだ。焦あせらず慎しん重ちように進めなくてはな」

　そうして三人で今後の選挙活動について小一時間ほど話したのち、ジゼルは退出する。

「ジゼル様、ギデオン・バルザック様よりお見舞いが届いております」

　アレクシアの部屋に戻る途中、侍女が小さな包みと添えられている手紙を差し出した。アレクシアへの贈おくり物は全てジゼルが最初に品物と手紙の内ない容ようを確認することになっている。

「処しよ分ぶんして。礼状は私が後で代だい筆ひつするわ」

　ジゼルは見舞いの品を一いち瞥べつして侍女に命じる。

　もうギデオンはアレクシアには不要な存在だ。無駄な手間は全部自分が省はぶいてしまわなければならない。

（私の、私だけのお姫様）

　みっつ年下のアレクシアとは、彼女が生まれた時から一いつ緒しよだ。

　長じるにつれて、アレクシアはどんどん綺き麗れいになっていく。絵物語から出てきたようなお姫様が、現実のものとして目の前にあることはこの上ない奇き蹟せきだ。

　あの滑なめらかな黒髪を梳とく時の幸福、美しい姿をさらに飾り完かん璧ぺきな姿に変えた時の満足。

　他の何にも代えがたい瞬間を思い出して、ジゼルは自然と頰ほおが緩ゆるんでしまいそうになるのをこらえる。

　回かい廊ろうの奥からサリムがやってくるのが見えたからだ。

「……サリム殿下、ご機嫌麗うるわしゅう」

「姉上の容態は？」

「少しお疲れのようですが、休めばすぐによくなるとのことです」

　正しよう直じきなところ、この王子も気に食わない。アレクシアがことの外、気に入っているからだ。

　添そい寝ねの役目をサリムに取られたことを根に持っているジゼルは、作り笑顔を必死に保たもちながら応おう対たいする。

　だがまだ許ゆるせるのは、アレクシアが気に入っているといっても、けして恋愛対象とは見ていないからだ。

　そうして、サリムも女王の夫になりたい他の貴族の男達と同じだ。彼らと違って多少はアレクシアを大事にしている節ふしは見せても、結局、次の王の父になりたい野や心しん家かであることに変わりない。

「サリム殿下、ギデオン・バルザック様はアレクシア様の夫候補から外れました」

「ギデオン殿は一体何をやらかしたんだ？」

　王位につくことにアレクシアが疑ぎ問もんを覚えたことをかいつまんで話すと、サリムはさして驚きもせずに聞いていた。

「なるほど。コルベール候が外すのも道どう理りだね。僕もギデオン殿は好かないしちょうどいいや。君も今からアレクシアの所に？」

「もちろん。私はアレクシア様のお側に仕つかえるのが役目ですので」

　これまでも、これからも誰よりもアレクシアの一番近い所に侍るのは自分の役目だ。

　アレクシアはこの先、誰も愛さない。自分もアレクシアに愛されることはない。

　その代わり、自分のアレクシアへの愛が踏みにじられることも永遠にない。

　絵物語の美しいお姫様は、やがて崇高で神こう々ごうしい女王になる。愛を知らない彼女は、この先どれほどの男を寝台に招き入れても可か憐れんで無む垢くなままだろう。

（永遠に私だけのお姫様なのよ）

　ジゼルはアレクシアに王おう冠かんを飾る幸せな未来を思い描いて、密ひそやかに微笑んだ。





[image: ]






　サリムは領りよう地ちの視し察さつから戻ってすぐにアレクシアの体調不良を聞かされ、自分の住まいである薔ば薇ら宮より先に、この椿つばき宮にやってきた。

（まったく、あれだけ熱心に仕えているジゼルが気付かないぐらいなら、そこまで大したことでもないだろうけど）

　サリムはジゼルがアレクシアに訪ほう問もんを告つげて入室の許きよ可かを取るのを待ちながら、出しゆつ立たつ前夜のことを思い出す。

　アレクシアは歪いびつだ。知ち能のうも肉体も十分に大人なのに、心だけは幼いままなのだ。歪ゆがみは確実に彼女を蝕むしばんでいる。ここ数年は、夜中に添い寝をねだられることも多かった。

「サリム、おかえりなさい」

　寝台の上でアレクシアが花が綻ほころぶように微笑む。

（本当に変わらないなあ）

　いくつになっても従姉いとこの浮かべる表情は変わらない。共に過ごす時間が増えた七つの頃からどんな表情も同じだ。

「お倒れになったと聞いて驚きましたよ」

「少し疲れていただけで大したことはないわ。サリムの方はどうだった？」

「順じゆん調ちよう、ですよ。お土産みやげにローズティーを買ってきましたから、後で一緒にお茶にしましょう」

「ええ。そうしましょう」

　楽しげなアレクシアの笑顔に微かすかな違い和わ感かんをサリムは覚える。ギデオンのことは今までの夫候補よりも気に入っていたから、諦めざるを得ない状況で多少は拗すねているかと思ったのだが。

「ところでギデオン殿は夫候補から外されたそうですね」

「伯父様が手を引きなさいって言ったのだもの。仕方ないわ。ドゥメルグ伯爵家のことも伯父様の方で全部やってくださるそうよ」

「なら、次の候補を選ばないといけませんね」

「もうその話はなしにしましょう。わたくし今日はお休みなのよ。だからこんな格好で、いつまでも寝台の上でのんびりしているの」

　すっかり機嫌の良い調子でアレクシアが夜着を纏った自分の姿を見せる。

「元気そうですね。なら、そろそろ寝台から出ましょう。領地で見た物を話しますよ。羊の毛け刈がりをさせてもらったんです。春に生まれたばかりの子羊もたくさんいました」

　アレクシアに手を伸べ、寝台から降りる手伝いをする。

　椿と薔薇の境で出会った日から比べ、アレクシアは自分より小さくなった。背せ丈たけは頭半分ほど下に、普段はコルセットで締めつけられている腰回りなど自分の半分ぐらいしかなのではと思うほどに細い。

「羊は昔見たけれど、可愛いわよね。でも、匂においは苦手だったわ」

「僕もあの匂いはなかなか慣れませんよ」

　夜着の裾すそを閃ひらめかせて窓辺へ移動するアレクシアの姿に、サリムは目を細める。

　明るい陽射しに照らされ、真白い夜着に身を包んだ彼女は光り輝いて美しい。

（綺麗になっても子供のままだな）

　アレクシアはいつまで無垢なままでいるのだろうか。

　あの奔放なセシリアの娘に生まれ、これだけの美び貌ぼうを備そなえていながら、この純じゆん粋すいさは奇蹟のようなものだ。

　だが、王位継けい承しよう選挙という泥どろ沼ぬまの中ではあまりにも無む防ぼう備びだ。

（コルベール候の育て方は悪くはないと思うけれどね）

　母であるセシリアとコルベール候は、アレクシアが欲しいと思う間もなくドレスも宝石も、侍女も教育も最上のものを用意して彼女から欲を持つということを奪った。徹てつ底てい的てきに、アレクシアを支し配はいするためだ。

　そうして何もかもを与える傍かたわらで、愛情だけは与えずに愛することを悪として教え込んだ。欲というものを知らない彼女は、自分が何かに餓うえていることすら気付いていない。

　アレクシアが自分を可愛がるのは、誰かを愛したいのかそれとも誰かにそうして欲しいのかどちらだろう。

　何を与えられても満たされない毎日が続くことに、無意識に絶ぜつ望ぼうを覚えるのも仕方ない。

（このままだとバスティアン兄上には勝てない）

　サリムはアレクシアの隣に座り、領地での話を始める。従姉であり姉でもある彼女は穏おだやかな微笑みを浮かべて聞いている。

　たったひとりの王女であることと後ろ盾だての強力さ、そしてただのお飾りではない賢けん才さいと類たぐい希まれなる美貌。

　これで相手がバスティアンでなければ、どれだけ病んでいても勝利は手て堅がたかっただろうが。

「姉上、昨日ジゼルに自分が王位につくことがいいことなのか、訊たずねたそうですね。気弱になってしまうことがあったんですか？」

「……少し、疲れていただけよ。わたくしは女王になるの。それで、サリムがわたくしの最初の夫になるんでしょう」

　幼い頃の約束を確認するアレクシアに、サリムは目を伏ふせる。

　王の子でない自分はこの選挙で勝ち抜けない。ならば、せめて女王の夫となろうと子供ながらに考えた。

　王族といえど、子供の頃から王弟の実じつ子しで現国王の養よう子しという半はん端ぱな立ち位置にいた。

　侍女が母のことを浅ましいと陰口を叩くのを聞いてしまったこともある。落選は確実なのに立候補せねばならないとは惨みじめなと、憐あわれむ声もあった。

　どれだけ悔しくとも、選挙に勝って皆を見返すことなどできない。

　それならば、貴族の男達が欲しがるものを手に入れようと思った。女王の夫。そして次の王の父の座を。

「ええ、最初ですよ」

　約束した時はどうせなら一番目が上等だと単たん純じゆんな童どう心しんから出た言葉だった。

　しかし、歳を経るごとに一番の意味合いは変わっていた。

（僕が最初にアレクシアを抱くんだ）

　誰も彼もが王の父になるためにアレクシアと寝しん所じよを共にする。無む論ろん、自分もそのためだけれど、少なくとも他の男達よりは彼女のことを好きだと思うのだ。

　これが姉同然である従姉へのただの親しみなのか、恋愛感かん情じようなのかは知らない。

「サリムは一番が好きね」

「誰だって一番が好きですよ。だから、姉上も一番になりたいでしょう。選挙でたくさん票ひようを取って、兄弟の中で一番になるんですよ」

「一番……そうね。一番になるのはいいことなのね」

　アレクシアはさして興きよう味みもなさげにそう言う。

（何か姉上が王位につきたいと思うものを探さないといけないな……）

　だけれど王位に執着を覚えた時、アレクシアは変わってしまうかもしれない。

　この無垢さが損なわれるのは惜しい。かといって選挙に勝たなければ自分は惨めなままで、アレクシアも他た国こくに嫁がされる。

「今日も添い寝しましょうか？」

「本当に？　じゃあ、晩ばん餐さんもここでね」

　やはり七つの頃と変わらない表情と声に、サリムは口元に苦い笑みを浮かべる。

　もういっそ時が止まればいいのにと願うのは何度目だろうかと。
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　三日後、すっかり回復したアレクシアはさる侯爵夫人の絵画のサロンに出席していた。ドゥメルグ伯爵夫人の一件の後、公おおやけの場に姿を見せたのはこれが初めてだった。

（ギデオン様もいらっしゃるわね）

　出席者に体調を気づかわれながら、アレクシアは部屋の隅すみで行ぎよう儀ぎよく座っていたギデオンを見つける。

　彼の方はすぐにこちらに気付いていたらしく、目が合うとそわそわと視線を泳がせつつ軽く頭を下げた。

　彼がこのサロンにいるのはおそらく自分と同じ目的だろう。

　このサロンにはドゥメルグ伯爵夫人もよく出席していた。そして愛人の版はん画が家かとの出会いの場でもあった。

　不ふ貞ていに関してはこのまま訴そ訟しようもなく終わりそうだが、まだ不明な点が残っている。どこかで何者かの意図が入り込んでいるなら、追及しておいた方がいい。

「まさか、ドゥメルグ伯爵夫人と彼がこうなってしまうなんて、わたくしも心が痛みますわ」

　サロンの主催者である侯爵夫人が羽は根ね扇子せんすを口元に当てて、悲しげな表情を作る。

　今日は絵画よりもそちらが話題が中心となりそうだった。

　濃のう紺こんで色合いを統とう一いつし、壁に幾いくつもの絵画が飾られた大広間に集まっている来客達のお目当てもそうだろう。

　所しよ詮せんは他ひ人と事ごと。興味本位で噂うわさ話をするのもサロンを訪れる貴族の楽しみのひとつだ。

（ギデオン様はわたくしと同じく情報収集ですわね）

　アレクシアはまるでくつろいだ様子を見せないギデオンを見て、くすりと笑い口を開く。

「こちらで出会われたのですわね」

　ドゥメルグ伯爵夫人の亡なき骸がらを見つけた王女自ら話題を振るのに、来客達は興味津しん々しんといったところだ。

「ええ。若手の画家を何人か呼んで、パトロン探しのお手伝いをしておりましたの。ドゥメルグ伯爵夫人は彼の絵をいたくお気に召めした様子でしたわ」

「わたくしも彼の版画を見たことがありますけれど、一目惚ぼれしてしまうのはわかりますわ。夫人以外に彼のパトロンになろうという方はいらっしゃらなかったのかしら？」

　アレクシアが問いかけると、侯爵夫人がどうだったかしらと首を傾げる。

「あの方の絵は確かに素晴らしかったが、彼も夫人も絵の話に夢中で間に入りづらかったですな。よくあることといえば、よくあることですが」

　当時を覚えている紳しん士しが言葉を濁にごしつつ言う。

「……あの時夫人より年下の画家は彼しかいませんでしたわよね」

　そして来客の女性のひとりがぽつりと零こぼして、ああ、と幾人かが訳知り顔でうなずく。

「ドゥメルグ伯爵夫人は年下の方がお好みだったのかしら？」

　アレクシアが問いかけると、何人かが夫人の恋愛遍へん歴れきを口にし始める。

「結婚前はほら、サロンに出入りし始めた若い方とよく遊ばれていたでしょう」

「十五、六の方によく声をかけておりましたわよね。夫人も十七、八ぐらいでしたから、それほど歳が離れているわけではなかったし、年下好きというのもいかがかしら」

「あら。わたくし夫人が、年上の男はあまり好かないのだと仰っているのを聞きましたわよ」

「ええ。早く嫡男をもうけて、年下の殿方とまた親しく遊びたいと仰るのをあたくしも聞きましたわ」

　もはや絵画の話などどこへやらという状態で、彼らは噂話に花を咲かせる。実際、何人かに思わせぶりな態度も見せていたらしい。

　しかし版画家のパトロンになってから三月もすれば、若い青年貴族に自分から声をかけることもなくなったそうだ。

「呼ばれた若手の画家は全員、あなたがお選びになったのですの？」

　アレクシアは主催の侯爵夫人に問いを投げる。

「わたくしがよく絵を買わせていただいている画が商しように、若く才能ある方を集めていただきましたの。そうね、彼は若くてとても見目も麗しくて素す敵てきでしたわ。ドゥメルグ伯爵夫人が夢中になってしまったのも、わかる気がいたしますわ。夫人もお可愛らしい方でしたのに……」

　支援をしてもらっていたのにひとり逃げた愛人の方もひどいものだと、夫人を憐れみ悼いたむ声が出てあたりはしんみりした空気に包まれる。

「……さあ。皆様、絵をご覧らんになって。今日は花の絵ばかりを集めましたのよ」

　主催の侯爵夫人が目め尻じりの涙をぬぐって、壁に掛けられた色とりどりの絵画を示す。それぞれが席を立ち、気に入りの絵を見つけたり、あるいは絵をきっかけに親しくなろうとお目当ての人物の元へと移動する。

　アレクシアは再び多くの人に話かけられ愛あい想そよく返しながら、数人と話しているギデオンの側にまでなんとか近づいた。

「お体は、よいのですか？」

　なぜかギデオンはいつもよりも緊きん張ちようしていた。

「ええ。先日はご心配とご迷めい惑わくをおかけしてごめんなさい。おかげさまですっかりよくなりましたわ。ギデオン様はこの絵がお気に入りになりましたの？」

　薄暗い書庫の卓に一輪の白い蘭らんが生けられている絵を見上げる。

「ああ、いえ。たまたま立ち止まった所がここだったのです」

　絵についてその場凌しのぎの話をせずに、素す直なおに答えるギデオンにアレクシアは笑みを零す。

「正直な方ですわね。わたくしも絵ではなくあなたとお話ししたくてここにいますのよ」

　アレクシアは寄り添うようにギデオンに身を寄せた。

「そのままでいらして。こうしていれば、誰も近づいてきませんわ」

　ギデオンがびくりとして体を離そうとするのを、声を潜ひそめて牽けん制せいする。親しげな男女の間に割って入る礼れい儀ぎ知らずなことは誰もしない。

「……承知しました。王女殿下はこちらにはドゥメルグ伯爵夫人の件で？」

　身を硬かたくしたままギデオンも小さな声で問いかけてくる。

「ええ。伯父様がほとんどやってくださっているけれど、まだ情報はそれほど集まってもいないので、わたくしの回復を広めるために一番話題が広まりそうなサロンに出るついでに調べに参まいりましたの。どうせならお知らせくださればよろしかったのに」

　ギデオンからの連絡はなかったものの、ここならば会えるかもしれないという期待もしていた。

「いえ、み、見舞いの礼れい状じようが侍女の方の代筆だったので、まだ伏せっておいでかと思いましたので」

　なぜかひどく声をつっかえさせてギデオンが背筋をぴんと伸ばす。

「お見舞い？　ギデオン様、お見舞いをくださったの？」

　初耳だとアレクシアは目を瞬しばたたかせる。昨日は見舞いへの礼状書きに追われていたが、ギデオンへ書いた覚えはなかった。

　しかしすぐにジゼルが処分したのかと思い当たる。

　もう夫候補でもなんでもないのだから、わざわざ自分にいらぬ手間をかけさせないためだろう。

「……中を検あらためて王女殿下に相応ふさわしくないとご判はん断だんなさったのやもしれません」

　ギデオンが肩の力を抜いてうなだれる。

「あ、いえ。あの、実はギデオン様を夫候補から外しなさいと伯父様が仰ったからだと思いますの」

「そうなのですか。……バスティアン殿下の内偵だと告白したも同然でしたね。不ふ甲が斐いない……」

　主命を果たせなかったことを悔くいているギデオンの表情は険けわしい。

「たぶん、バスティアンお兄様もわたくしを呼び出した時すでに、あなたが内偵であることを隠す気はなかったのですわ」

　慰なぐさめを口にすると、ギデオンは難しい顔のままアレクシアを見下ろす。

「では、なぜ王女殿下は私にお声をかけられたのですか？」

「もう少しギデオン様とお話ししたいと思って……ドゥメルグ伯爵夫人の件もギデオン様と始めたことなので」

　アレクシアは本ほん音ねと言い訳を同時に並べて、ギデオンを見返す。

「そう、ですか。ですがよろしいのですか。コルベール侯爵からお叱しかりを受けませんか？」

「選挙活動に支し障しようをきたさなければ、お母様も伯父様も何も言わないと思います」

　きちんと他の課題をこなして夫候補を引き込んでいれば、ちょっとぐらいは大目に見てもらえるはずだ。

「ならば、私は王女殿下に従したがいます。……ドゥメルグ伯爵夫人と愛人の出会いは意い図と的てきなものでしょうか」

「ええ。新進の画家でしたら、若い方が多いでしょうけれど、十九だったドゥメルグ伯爵夫人より若い方がひとりだけで素敵な方というのなら、夫人をよく知っている方が手引きしたのかもしれませんわ」

「そうなると、やはりドゥメルグ伯爵を貶おとしめるためでしょうか。あるいは王女殿下の得票を削そぐためとも考えられますか」

「ドゥメルグ伯爵とウダール伯爵。どちらもあまり重要な票ではありませんのよ」

　選挙に絡からんだ謀ぼう略りやくとしては、あまり利になるとも思えない。

「画商について調べるのが先決ですね。バスティアン殿下ならそちらの繫がりも深いので伺って参ります。それと、ドゥメルグ伯爵家の資産について、もう一度調べ直してみましたがやはり資金援助としては多額かと。ウダール伯爵家は観かん光こう船せんに多た額がくの投資をしたものの、集客に失敗した上に嵐で船に損傷が出たということです。他に投資した貴族も何人かいた模も様ようですが、一番多く投資して痛手を被こうむったのがウダール伯爵だったそうです」

「嵐は人の手で操るのは無理ですけれど、おひとりだけ読み間違えたというのも不自然ですわね。もし船に損傷がなければ、両家の婚こん姻いんは妥だ当とうな取引になり得たと思います？」

「ええ。船の件がなければそうでしょう……思い過ごしかもしれませんが、ドゥメルグ伯爵がどうしてもウダール伯爵令れい嬢じようを妻に迎えたかったのではと考えてしまいます」

　アレクシアはギデオンが顔を伏せ考え込む横顔から、目の前の絵画へと視線を移す。

「……夫人にとってこれまでの殿方と何が違ったのかしら」

　他の貴族達と変わらず恋愛遊戯を楽しんで慣れていた彼女は、無数の花からたった一輪だけ選び取った。

「ご本人しかわからないことだと思います。理り屈くつも理り性せいもきかないのが恋だと……その、私は思います」

　真面目に答えた後に、ギデオンが我に返って耳を赤くする。

（わたくしはこの方に恋をしているのかしら？）

　理屈も理性もきかないのが恋ならば、彼が気になるはっきりした理由が見つからないのはそういうことだろうか。

「ギデオン様」

　気まずそうに口ごもってこちらを見てくれないギデオンの顔をもっとよく見てみたいと、アレクシアは彼の名を呼ぶ。

　そうすると素直に厳いかめしい顔をギデオンがこちらに向けてくる。

　整ってはいるが目を惹くほどの華やかさはなく、荒あら削けずりな面おも立だちだ。

　だけれど一度目が会えば、澄すんだ灰色の瞳に引き込まれる。

「王女殿下、なんでしょうか」

「ギデオン様がお見舞いにくださったのものって、何かしらと思って」

　アレクシアはギデオンの瞳を覗き込みながら小首を傾げる。

「え、ああ。ポプリを枕元に置けるように、陶器の容いれ物に詰めて贈らせていただきました。何分、女性への贈り物というのは慣れないので、侍女達に選んでもらったのでお気に召していただけるかと思ったのですが……」

「まあ。そうなの。でも、それならまだあるかもしれませんわ。食べ物やお花だと、すぐに下げ渡されてなくなったり、どこかに適てき当とうに飾られたりしてしまうから」

　帰ったらジゼル以外の侍女にこっそり訊ねてみようと、アレクシアは決める。せっかくギデオンから初めてもらった贈り物なのだ。

　どうしても手に入れたい。

　それが初めて抱く欲よつ求きゆうだとも気付かないほどに、アレクシアはギデオンの贈り物のことで頭がいっぱいだった。

「……あの、王女殿下、ひとつ、お訊ねしてもよろしいでしょうか」

「もちろんですわ」

「遠方に嫁いでいる妹から、都の女性の流行が知りたいと手紙が来たのですが、何分、贈り物を侍女に選んでもらわねばならないほどなので、特にお詳くわしそうな王女殿下に教えていただきたいのです」

　最近の流行は花模様の刺し繡しゆうを刺したハンカチーフに、黒レースの日ひ傘がさ。蔦つたをモチーフにした宝飾品。

　いろいろと浮かぶものの、ギデオンの妹が嫁いだ先にもすでに広まっているだろうものばかりだ。

　そしてふとあるものを思いつく。

「……ポプリ。可愛らしい容れ物にポプリを詰めたものですわ」

「なるほど。流は行やりだったから侍女達が選んだのですね」

　ギデオンが感心してうなずくのにアレクシアは悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべる。

「これからわたくしが流行らせますのよ」

　王女のお気に入りというのはすぐに広まるものだ。王宮の流行は王女や王妃がつくるものと決まっている。

「では本当に最新の流行になるのですね。ありがとうございます。これで妹も喜びます」

　ギデオンがふわりとほんの微かに口元を緩める。本当に一いつ瞬しゆんのことだが、初めて見るギデオンの笑顔だった。

　この表情を引き出せたことにアレクシアも嬉しくなる。

「ギデオン様は妹様と仲がよろしいのですね」

「ええ。我が家で一番賑にぎやかでしたので、嫁いでしまってからは両親と私は少し寂さみしい思いをしております」

「とても洗せん練れんされて潑はつ剌らつとした方でしたわね。都にいらした際にはまたお目にかかりたいですわ」

　自分よりひとつ年上のギデオンの妹とはサロンで何度か会ったことがある。よく喋しやべってよく笑う、場を華やがせる令嬢だった。

「王女殿下にそう仰っていただけて、兄としても喜ばしく思います」

「ふふ。ギデオン様は本当に妹様がお好きなのね。……だから、あの時バスティアンお兄様がふざけているのをお叱りになったのかしら？」

　自分が倒たおれた時、兄はいつもの調子で軽口を叩いていた。ギデオンがそれをきつく窘めたことが不思議で仕方なかった。

「さすがに身内が倒れてあれはいかがなものかと、つい頭に血が上ってしまいました……あの場ではなく後で冷静にご注ちゆう進しん申し上げるべきでした」

　またいつもの難しい顔で反省するギデオンにアレクシアはくすりと笑う。バスティアンがギデオンが子を王にできないと言ったのは、家族思いな彼には自分の子を権力のためだけに兄弟で争わせることができないからだろう。

「ギデオン様が何を言ってもバスティアンお兄様も聞きはしませんわ。そうだわ、わたくし丸一日お休みしたのだけれど、ずっと部屋にいるのも退たい屈くつでしたの。ギデオン様はお休みの日はどうお過ごしになるのかしら」

「私は、狩かりと遠とお駆がけをしています」

「そういえば、ギデオン様は詩を捧げるぐらいに馬がお好きでしたのよね。あら、馬ではなくて馬に似た方だったかしら」

　あの日のことは疲れもあってか、記憶がぼやけていてアレクシアは首を傾げる。

「いえ、人間より馬の方が話しやすいということだけで、馬は無論とても好きではありますが……もうその件は忘れていただきたく思います……」

　恥じらい縮ちぢこまるギデオンにアレクシアは目を丸くして、忘れろというなら忘れようと素直に受け止める。

「ギデオン様は馬のどんなところがお好きですの？」

　そして何気なく問いかけると、ギデオンは真顔になってうなずく。

「馬はとてもよいものです」

　その力強い一言をはじめとして、ギデオンは馬について饒じよう舌ぜつに語り始める。彼の馬に対する熱い弁べん舌ぜつは主催の侯爵夫人が再び来客を呼び集めるまで、延えん々えんと続いた。

　アレクシアには正直なところギデオンが何を言っているのか、九割ほどわからなかった。

　だが彼が自分に対してこうも熱心に話しかけてくれる物珍しさと、妙みような楽しさがあって最後までにこにこと聞いていたのだった。
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　椿宮に戻ったアレクシアは、ジゼルが側を離れるのをそわそわと待っていた。今日は婚こん家けに帰るらしくこっそりギデオンの贈り物を手元に置くにはちょうどいい。

「ねえ。バルザック卿からお見舞いをいただいていたでしょう。まだ残っているかしら？」

　そうしてジゼルがいなくなった夕ゆう餉げの後に、入にゆう浴よくの準備をしている侍女にそっと耳打ちをする。

「はい。どうされるのですか？」

「持ってきて。ジゼルは中を確認している？」

　返事は否でアレクシアは安あん堵どする。これならば枕元に置いていても、サリムにもらったとでも言えばどうにかなる。

　早く手に取ってみたいと入浴中もそのことばかり考えてしまっていた。

　今まで贈り物の中身などさして興味がなかったのに期待に胸が弾はずんだ。そして入浴を終え、髪を乾かすために鏡きよう台だいの前に腰を下ろす。

　たくさんの化け粧しよう道具が並ぶ机の上に小ぶりなリボンのかかった箱が置かれていた。

「自分で開けるわ」

　侍女が包みを解こうとするのを止めて、桜色をしたサテンのリボンをそっと指先で解き、丁てい寧ねいに薄うす茶ちやの包装紙を開いていく。

　なんでもない一連の作業すら、楽しくて仕方なかった。

　簡かん素そな木の小箱を開けるとふわりと花の香りが広がる。

　中には掌てのひらぐらいの大きさのぽってりとした白い磁器が入っていた。蓋ふたの取っ手が蓮はすだ。側面は繊せん細さいな蝶ちようの透すかし彫ぼりがされていて、中のポプリで羽が虹にじ色いろに色づいて見える。

　蠟ろう燭そくの灯ひを反射して淡く光るポプリポットは、ずっと眺ながめていたくなるぐらいに綺麗で素敵なものに見えた。

　アレクシアは両の掌にそっとポプリポットを載せて、目の高さまで持ち上げる。

（ギデオン様から最初にいただいたもの）

　最初の贈り物は特別。

　今まで何度も口にしてきたが、何がどう特別なのかさっぱり理り解かいできなかったことが初めてわかった気がする。

「ジゼルには内緒よ」

　髪を梳いて乾かす侍女にしっかり口止めをして、アレクシアはうっとりと小さなポプリポットを眺める。

　寝台の側のサイドテーブルに置けばいい夢が見られそうだ。

　明日のサロンまで楽しみになる。早く誰かに素敵なものを手に入れたと伝えたくてうずうずする。

（でも、サリムからって言わなくてはいけないのね）

　それはつまらないが、ギデオンに流行りにすると言ったのだ。また喜んでもらえるといい。

　アレクシアは優しい花の香りに包まれ、一瞬だけ垣かい間ま見みたギデオンの笑みを眼まな裏うらに思い浮かべる。

　そうすると胸の中に甘く温かいものが溢あふれてきて、とても満たされた気分だった。
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　ギデオンはいつも通り早朝の走り込みをこなして新聞を買い、屋や敷しきへと戻る。

　すっかり回かい復ふくしたアレクシアと会って五日。あれから彼女とは一度も顔を合わせていない。

　しかしながら約束通り新たにポプリポットが流行の兆きざしを見せている。一昨日おとといの新聞に王女殿でん下かの安あん眠みんのお供はポプリだと載のっていた。

　昨日出席していたサロンでも、女性達がどんなポプリがいいか、容いれ物ものはどうしようかなど盛り上がっているのを耳にした。

（ご機き嫌げんを損そこねていないということなのか、ただの礼なのか）

　ギデオンは最後にアレクシアと会ってからずっと悶もん々もんとしていた。

　馬の話題を振られてうっかり熱弁してしまったからだ。常つね日ひ頃ごろから友人達に女性の前で馬の話だけはするなと、散々言われてきた。

　昨夜も狩かり仲間と次の狩りをいつ頃どこでやるか晩ばん餐さん会かいも兼かねて集まった時、アレクシアとサロンで親しげにしていたことをつつかれて、正直に馬の話をしたと言ったら一いつ斉せいにため息をつかれた。

　過去にも趣しゆ味みの話を振られ、馬の話をして女性に退たい屈くつそうにされた苦い思い出が蘇よみがえる。かといって他の話題にも、上う手まくのりきれない。

　友人曰いわく、会話はつまらなくて流行にも疎うとい、地味で退屈な男というのが女性達の自分への評ひよう価かとなってしまっているらしい。

　アレクシアも全く同じことを思ったかもしれない。

（だが、王女殿下は熱心に聞いてくださっていた）

　最初から最後まで愛らしい笑顔でじっと自分のことを見ていたのを思い出し、ギデオンの顔は険けわしくなる。

　あの表情に勝てる男がこの世にいるものだろうか。

　そう思わずにいられないほどに、自分の退屈だろう話を聞いてくれたアレクシアの表情は魅み力りよく的てきだった。

（本心がまるで見えない）

　早々に内ない偵ていであることは知られ、もう夫候こう補ほでなく政せい敵てきとなる自分に話しかけてきたばかりかわざわざ愛あい想そよくするなど、どういう意い図となのか。

（見み舞まいの品は受け取っていただけたらしいが）

　新聞に書かれていたアレクシア愛用のポプリポットは自分が贈おくったものだった。

　圧あつ倒とう的てきに女性経けい験けんが不足していて、ギデオンはまったくアレクシアの本心を推し量ることができなかった。思い返せばここ数年は女性と挨あい拶さつ程度の会話しかしていなかった。

　考えれば考えるほど悩みは深くなり、眉み間けんの皺しわも一いつ緒しよに深くなっていく。

「若様、何か朝食に問題でもありましたか？」

　給きゆう仕じをする使用人がギデオンのしかめっ面つらを見て不安そうにする。

「あ、いや。ただ考え事をしていただけだ。いつも通り、美う味まい朝食だ」

　ギデオンは気を取り直して朝食に集中することにした。そして食事を終えて新聞を開き、ひとつの記事に目を留とめる。

　昨夜、王都郊こう外がいで強ごう盗とう未み遂すいでひとりの男が捕まったらしい。ドゥメルグ伯はく爵しやく夫人の愛人だった版はん画が家かを殺害した男である可能性が高いとある。

　憲けん兵ぺいに話を聞けば詳細ははっきりするだろう。

　それに加えこの五日でドゥメルグ伯爵夫人と、版画家を引き合わせるきっかけを作った画商の顧こ客きやくにドゥメルグ伯爵の弟がいることもわかっていた。

　ウダール伯爵と同じく観かん光こう船せんへの投資をした貴族の中に、ドゥメルグ伯爵と親しい者も何人かいることまでは突き止めている。

「家か督とく相そう続ぞくの揉もめ事ごとで決まりか」

　ドゥメルグ伯爵が誰かに益えきのない投資をウダール伯爵に持ちかけさせ、令れい嬢じようを手に入れたのは間ま違ちがいないだろう。

　ドゥメルグ伯爵の弟の目的はまだ明めい確かくではないが、家督相続絡がらみでおおよそ合っているはずだ。

　ギデオンは新聞を閉じて出しゆつ仕しの準備を始める。今日は父に任されている領りよう地ちの管理に関する執しつ務むがあるので、王宮での公こう務むの後に帰宅してから出で掛かけるのは無理だ。

（王女殿下にはお目にかかれないな……）

　ギデオンはアレクシアの顔が見られないことに、無む意い識しきのうちに肩を落とすのだった。
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　アレクシアはサリムを招いて晩ばん餐さんを終えた後、いつものように選挙対たい策さくをしながらチェスをしていた。

「ドゥメルグ伯爵夫人の愛人を襲おそったのは、今け朝さの新聞に載っていた強盗だったのかしら」

　自分はもうほとんどドゥメルグ伯爵夫人の件に関わらないことになっているので、情報はあまり得られていなかった。誰でも聞ける噂うわさ話ぐらいしか耳に入らない。

「らしいですよ。愛人が酒場で臨りん時じ収しゆう入にゆうで旅行をするっていうのをたまたま聞いて、殴なぐって財さい布ふを奪うばったそうです。殺すつもりはなかったとか言っていたらしいですよ」

「まあ。それはひどい話ね。臨時収入って何か大きなお仕事でもされたのかしら」

　アレクシアは絵の仕事ではないだろうと考えながら駒こまを動かす。
















「さあ。僕もこの件にはさして協力していないので知りませんよ。全部片付いたらコルベール侯が教えてくれるでしょう」

「伯父様は教えてくれるでしょうけれど、気になるの」

「気になるのは、バルザック卿きようの方では？」

　サリムが寝しん台だい側がわに置かれているポプリポットへ目を向ける。

「何度も言ったでしょう。贈ってくださったのを知ったら見たくなったの」

　ジゼルにばれないようにサリムに口裏を合わせてもらった時、たまたまサロンでギデオンと会って見舞い品のことを知って興味を惹ひかれたと話してある。

「ずいぶんお気に入りになっているようですけれどね」

「だって可か愛わいらしくて香りもいいのだもの。サリムは毎日一緒に添そい寝ねはしてくれないでしょう」

「僕の都つ合ごうというものもありますから。でも、アレクシアがどうしてもって言うなら来ますよ。それより、新しい夫候補の方は順じゆん調ちようなんですか」

「ええ。順調よ。伯お父じ様が動いてくださったのだもの。昨日の夜会でもわたくしのことをお気に召めしていただけたわ」

　回復してからはいつも通りだ。サロンに夜会に晩餐会にと支し援えん者しやとの縁を深めたり、新たな支援者を獲かく得とくしたりと忙しい。

　出掛けるといつもギデオンの姿がないか探してしまうものの、あれからまだ一度も会えていない。

　早く贈り物の感想を彼に告げたいのに、手紙のやりとりひとつする間がないし、頼んだところでさせてもらえないだろう。

　サリムに連れん絡らく役やくを頼もうかとも思うが、さすがにそこまでするとギデオンとの関係を怪あやしまれる。

（秘ひ密みつの恋ってこういうものなのかしら）

　今までたくさん読んできた物語の内容を思い出しながら、アレクシアはため息をつく。

　まだ自分のこの気持ちが恋かどうかなど、まったくわかりもしないし、ギデオンの気持ちすらはっきりしない。

「はい、姉上の負けですよ」

　つい集中を乱しているうちに、サリムにチェックメイトされてしまった。

「今日はもうこれでお開きね」

　言いながらもアレクシアの頭の中は負けたことより、どうやってギデオンと会うかでいっぱいだった。

「姉上、今日はぼんやりしすぎですよ。いつもより全然手て数かずが少ない」

「あら、そう？　まだ調ちよう子しが悪いのかもしれないわ」

　気もそぞろになっていたのは確かだと、アレクシアは盤ばんの上に目を落として目を瞬しばたたかせる。

　普ふ段だんの自分なら絶対にしない雑な駒運びをしていた。

（わたくし、変わっているの……？）

　恋も愛も人を愚おろかにするものだという。その兆ちよう候こうがこれだろうか。

　そもそも自分が変わるとはどういうことなのか、はっきりしない。これまでの『自分』というのがどんなものだったのかわからないのだ。

「アレクシア、今日は添い寝をしましょうか？」

　つい盤面を眺ながめて呆ほうけていると、サリムに髪を撫なでられる。

「いえ。いいわ。ひとりでも眠れるわ」

　アレクシアはサリムの額ひたいにおやすみの口づけをして、彼が部屋から出ていくのを見送り上うわ掛がけを被る。

「わたくし、愚かになっていくのかしら」

　そっと口に出してみるけれどあまり現実感はなかった。温かい湯ゆ船ぶねで微睡まどろむような、酒に酔っているかのような、ぼんやりとしているけれど心地ここちよい気分がある。

　母が言っていたほど恋や愛が悪いものに思えなかった。

　別に今まで勉強したことが頭の中から消えたわけでもない。票を集めるのに必要なことがわからなくなったわけでもない。

　選挙以外のことを考える時間ができただけだ。物語の中程ほど、常にそのことでいっぱいというわけでもない。

（……ギデオン様のことを考えているのは楽しいわ）

　夫候補をどうやって手に入れるか考えるのはつまらなくもないし、楽しくもないただの日常だ。

　しかしギデオンとどんな話をするか、その前にどうやって会おうか考えているだけで胸の奥がどきどきして時間を忘れるぐらい夢中になれた。

（せめて夢の中では会えますように）

　アレクシアは物語の中にあったお願い事をしてみる。現実で会えないなら夢の中でというのは、まだいまひとつぴんとこなかった。

　だけれど時間が経てば会えるかもしれないと思うと、朝が来るのが楽しみだった。
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　しかし次の朝はあまりよいものではなかった。

　新聞の一面に『ドゥメルグ伯爵、夫人殺害を告こく白はくし自殺』と大々的に書かれていた。記事をよく見れば使用人がすぐに気付いて未み遂すいに終わったらしいものの、すでに知人や新聞社に遺い書しよを送っていてことは公おおやけになっていた。

「また、大きな話になってきましたわね……」

　アレクシアは新聞記事を眺めてため息をつく。

　夫人殺害に関しては仔し細さいは語られず、自分が妻つまを殺したのだという一文だけが遺書に書かれていたらしい。

　しかしあの書き置きや夫人が版画家の屋敷で首を吊つっていた状況を考えるだに、誰かに殺されたようには見えなかった。

「この選挙の最中に騒そう動どうを起こすなど、迷めい惑わくな方ですこと」

　ジゼルが不機嫌そうに言いながらアレクシアの髪にリボンを飾かざりつけていく。

「ドゥメルグ伯爵家はこのままだと爵位剝はく奪だつかしら。お父様は罪つみには厳きびしい方だし」

　昔は貴族が罪を犯おかした場合、一族ぐるみでというわけでもなければ爵位剝奪はなく、個人だけを罰ばつするのが常だった。

　しかし父はこれを改め場合によっては爵位剝奪をすると法を変えた。他にも細こま々ごまとした法の見直しをして階級による不ふ平びよう等どうを軽けい減げんしている。

「もう投票に関わらないでいてくださるならよろしいのでは？　この程度の得とく票ひようの減りならば、そう痛手もないでしょう」

「票としては少ないし、わたくしの陣じん営えいとはいえ深い繫つながりはないけれど、後のちの対たい応おうで他の支援者から不ふ審しん感かんを持たれないようにしないと……」

「まあ、そうですわね。弟君の方はまだましな方ですし、そちらが家督相続なされば益にはなるやもしれませんわ。だけれど、アレクシア様、今日はそちらよりこれからのお茶会の方が大事ですのよ」

　ジゼルがいつも以上に丁てい寧ねいに髪を整えて装そう飾しよく品ひんも何度かつけ替えて、出で来き映ばえを確認する。

　桜色の生き地じを黒のレースで飾ったドレスは肩から胸元まで大きく開いたもので、ギデオンにはあまり会いたくない格かつ好こうだ。

　今日は多くの票数が稼かせげる夫候補のトリュフォー侯爵と茶会をする予定だった。自分より二十五年上で、先だった妻との間に十歳の男児もいる。少々色いろ好ごのみが過ぎる点に問題はあれど、法ほう務む官かんとして有ゆう能のうで資し産さんも多く、彼の持つ人脈は選挙に有利だ。

「わかっているわ。いつも通りちゃんとやるもの」

　今日という日が早く過ぎ、明日がくればいい。サロンに出席する予定があるので、そこでギデオンと会えるかもしれない。

　アレクシアは思わず零こぼれそうになるため息を堪こらえて、茶会が始まるまでの時間を政せい務むで埋うめる。

　そうしてトリュフォー侯爵が訪おとずれる時間が近づくと、侍じ女じよ達が完かん璧ぺきに整えた応おう接せつ室しつへと向かう。

　中庭に面した応接室は窓を大きく取り、景け色しきを絵かい画がのように眺められるようになっている。今日は向かい合うのではなく、ソファーにふたり並んで親密に会話を楽しむ形式になっていた。

（昔、お母様の愛人もしていらっしゃったわよね）

　子供の頃、ちょうどこの部屋でトリュフォー侯爵が母の腰を抱き、何か囁ささやきかけているのを見たことをアレクシアは思い出す。

　夜会やサロンでも何度も言葉を交かわしたこともあった。白髪交まじりのブロンドを撫でつけ、髭ひげを蓄たくわえた姿は好色さなどまるで窺うかがえない厳げん格かくそうな紳しん士しだ。

　元から自分の陣営ではあるので、よっぽどの粗そ相そうをしない限りは上手くいくはずだ。

　そしてアレクシアの考え通り、トリュフォー侯爵を迎むかえての茶会は順調に進んだ。

「本当にお美しくなられた」

　トリュフォー侯爵がアレクシアの黒髪を撫でて、顔を見下ろしてくる。

「ありがとうございます。ふふ、侯爵様もいつも素す敵てきですわ」

　いつものように微笑ほほえんでそっと距離を詰つめれば、肩を抱かれしな垂だれかかる格好になる。

「いささか年上すぎはしませんかな？」

「いいえ。素敵な方は幾いくつでも素敵であることに変わりありませんわ」

　肩を撫でられてアレクシアは目を伏ふせる。機嫌は上々といったところだろう。いつも通り愛想よく、適当に喋しやべっていれば今日の課題は終わりだ。

「王女殿下にお気に召していただいて光栄ですな」

　肩に回っていた手が頰ほおに触れて顔を上げさせられる。

「でしたらわたくしの夫になってくださる？」

「ええ、もちろん。それは最高の栄えい誉よでございますよ……」

　顔が近づけられてアレクシアはやんわりと体を退ひく。

「わたくし、ケーキが食べたいわ」

　笑顔で言って机の上でほとんど手をつけられていない杏あんずのケーキへと、アレクシアは視線を向ける。

「王女殿下はまだそういうところが子供でいらっしゃる。菓か子しを食べるよりも楽しいことをお教えしますよ」

　しかしトリュフォー侯爵は体を離してくれそうにもなかった。アレクシアはちらりと壁かべ際ぎわに控ひかえているジゼルや他の侍女達に目を向けるが、誰も動こうとはしない。

（この方がわたくしが一番最初に口づけをする相手？）

　確かに彼は夫候補の中でも有力者のひとりではあるし、そうするべきかもしれない。

（……でも、あまりしたくないわ）

　アレクシアは腰のあたりを撫でられてぞわりと肌が粟あわ立だつのを感じる。今までにもこんなふうに触れられたことは何度かあるのに、今日に限って耐えがたいものがあった。

　一度意識してしまうと、もう駄だ目めだった。

　触れられることはもちろんコロンの匂においですら嫌なものに感じていた。

「ケーキをひと口食べてからでもいいでしょう」

　震ふるえる唇でねだると、仕方なしと解放してもらえてアレクシアはほっとする。

　だけれどまだ終わらない。この場から逃げるには体調不良でも装よそおわねばならないだろうが、この時点でそれをするのはあからさますぎる。

　どうしようかとアレクシアはジゼルに視し線せんで助けを求めるが、彼女は目を伏せてわざと視線をそらした。

　まるで味のしないケーキをゆっくり咀そ嚼しやくしながら、アレクシアは考える。

「もう、満足なさいましたか？」

　手を引かれてアレクシアは咄とつ嗟さに側そばにあるティーカップに手を伸ばす。けしてトリュフォー侯爵は乱らん暴ぼうにしたわけではなかった。

　だが平静さをなくしてしまったアレクシアは、そのままカップを侯爵の足下に落としてしまう。

「あ……ごめんなさい」

　アレクシアは呆ぼう然ぜんとしながらも、靴くつとズボンの裾を濡ぬらしてしまった侯爵に謝しや罪ざいする。彼は苦笑して彼女の髪をまた撫でた。

「まだ、王女殿下には早かったらしい」

「あの、本当に申し訳ありません」

　ジゼルや他の侍女達がすぐさま対応に出るのを、アレクシアはうなだれて見ているしかなかった。

　そうしてまだ体調が回復しきっていないのかもしれないと侯爵に気づかわれながら、その日のお茶会はお開きになってしまったのだった。
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　初めての失しつ態たいにセシリアからきつく叱しかられた二日後、アレクシアは沈しずんだ気持ちのままサロンに出席するが、今日も今日とてギデオンとは会えずにさらに気落ちするのだった。

（サロンは上手くいっているけれど、殿方とふたりきりはまだ自信がないわ）

　それでもギデオンに会いたいという気持ちは、膨ふくらむばかりだった。

　せめてもらったポプリの香りに癒いやされたいと、椿つばき宮に戻ったアレクシアは真っ先に寝しん室しつへ向かおうとしていた。

「アレクシア様。申し訳ありません」

　屋敷に入ってすぐ、他のサロンへ出席して先に戻ってきていたジゼルにひどく落ち込んだ表情で出迎えられた。

「どうしたの？」

「それが、アレクシア様のポプリポットを割ってしまいました。せっかくサリム殿下が贈ってくださった、お気に入りでしたのに……」

「壊こわれて、しまったの？」

　アレクシアは上手く言葉を飲み込めずに小首を傾かしげる。

「ええ。本当に申し訳ありません。新しいものをすぐに用意させますわ。できるだけ似たものを用意しますので」

「……いいわ。前とは違うものにして」

　本当はもういらないけれど、しばらくはポプリを愛用しているふうに見せておいた方がいいだろう。

　冷れい静せいにそんなことを考えていないと、涙が零れそうだった。

（同じものなんてもうどこにもないもの）

　似た意い匠しようのものならあるが、全く同じものというのはどこにも存在しない。

　何より、ギデオンから初めて贈られたという何物にも代えがたい価か値ちは、二度と取り戻しようがない。

「ジゼル、部屋は片付けてある？」

　せめて陶とう器きの欠片かけらかポプリの残りでも持っておけないだろうか。

「はい。もちろん綺き麗れいにしてあります」

「そうよね。みんなとても優ゆう秀しゆうですもの」

　しかし主人の部屋を破は片へんまみれにしたままにするだなんて、この椿宮の侍女がするはずもない。

　アレクシアはそれでもいてもたってもいられず、寝室へと向かう。

「ないわ」

　いつも置いてある所にポプリポットは本当になかった。まるで最初からそこには何もなかったかのように、残のこり香がさえない。

　足下にも当然破片やポプリの花びら一枚残っていなかった。

（まだ、ギデオン様にお礼も言っていないのに）

　そう思うと目め尻じりに涙が滲にじんできて、アレクシアはジゼルに変に思われると指先で滴しずくを拭い堪える。

　ただでさえここ最近ぼうっとしていると母やジゼルに叱られたばかりだ。

（このままだと、わたくしは女王になれない）

　だけれどなんのためになるのか。

　──お母様、もし女王になれなかったらわたくしは何になるの？

　幼い頃にそんなことを母に訊たずねたことを思い出す。

　──そうね。女王になれなかったら王おう妃ひ様になるのよ。どこかの国の王様と結婚するの。

　母は素そっ気けなく答えていた気がする。

　──お母様もジゼルも一緒に違うお城で住むの？

　椿宮の外をほとんど知らなかった自分はそれはそれで楽しそうだと思った。湖の側の大きなお城だとか、たくさんの動物が住むお城。絵本に出てきた様々なお城を思い浮かべるとわくわくした。

　だけれど、母やジゼルも一緒でないと、知らない所でひとりぼっちは恐こわいとも思った。

　──行かないわよ。わたくしはこの国が好きだし、ジゼルもお前を女王にするためにこの国の貴族と結婚するのだもの。女王になれない子はいらないから、よその国へお嫁よめに行くのよ。

　そう言った母はお客様がくるから化け粧しようを直さないといけないと、自分の側から離れていった。

　確か、その客人はトリュフォー侯爵だった気がする。

（そう、サリムと会ったのがその日）

　知らない国で知らない大人達に囲まれて、言葉もろくに通じなくてと考えているとたまらなく恐くなったのだ。大好きな椿の花を見ようと庭に出たはいいが、暗くて迷まい子ごになった。

（わたくしはこの国から離れたくないから女王になるの？）

　自じ問もんしても子供の頃と同じ感情は湧わき出でてこない。母やジゼルがいなくても自分はどこででも与あたえられた役目をこなしていく気がする。

　知らない大人に囲まれることも、母やジゼルが側にいない時間も慣れてしまった。言葉だってこの大陸のどこの国の言葉もきちんと話せる。

（サリム……）

　心に引っかかるのは小さな弟のことだった。

　サリムもひとりぼっちだったから、一緒にいてあげないとと思っていたのか。それとも自分がサリムがいないと駄目だったのか。

（サリムだってもう大きくなったし、女王にならないわたくしはいらないわよね）

　子供の頃からずっと女王の夫になると言っていたのだ。サリムは賢かしこいし容よう姿しも抜きん出ているから、自分がいてもいなくても一緒だ。

（ギデオン様と離れるのは寂さみしいかしら）

　アレクシアはポプリポットがあった場所へ目を向ける。今だって離れているけれど、そのうち会えると思うと朝が来るのが待ち遠しくなる。

　会えなくなることよりも、この気持ちがなくなってしまうのが寂しい。

　枕元に置いた初めての贈り物を眺める楽しみを失うしなっただけでも、こんなにも悲しくてたまらないのだ。

　恋心をなくして朝を迎えるなんて、今は考えられない。

（夫人もこんな気持ちだったの？）

　アレクシアはドゥメルグ伯爵夫人のことを思う。

　いまだにドゥメルグ伯爵が夫人を殺害したか定さだかではない。使用人達は一様に夫人は自分から出て行って、その時伯爵は屋敷で就しゆう寝しんしていたと言っているが証しよう言げんとしては信用に足りない。一方、命を取とり留とめたものの伏せっている伯爵はまだひと言も話していないそうだ。

　だが実際に現場を見たアレクシアは、夫人は自殺だっただろうとほとんど確信していた。

（ドゥメルグ伯爵も恋を失ったのかしら）

　彼もまた策を弄ろうし多額の財ざいを注つぎ込むほどに夫人を手に入れたがっていた。その夫人はもう手の届かない所へ行ってしまった。

「アレクシア様、どうされました？」

　寝室にやってきたジゼルが近づいてきてアレクシアはびくりと肩を揺ゆらし、なんでもないと身を翻ひるがえす。

　その時、もう一度何か残っていないかと確認してみるものの、やはり床には何も落ちてはいなかった。
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　椿宮に訪れたサリムは、ジゼルから花はな模も様ようのポプリポットを受け取って眉まゆを顰ひそめる。

「で、君が昨日わざと割ったものの代わりを僕から渡せということ？」

　アレクシアのお気に入りの贈り物をジゼルがつい割ってしまったというのは聞いたが、偶ぐう然ぜんだなんて全く信じていなかった。

　アレクシアがらしくない失態をした上にこの頃変に浮うわついていると聞いて、ポプリポットがギデオンからアレクシアへの贈り物だとジゼルに教えた翌日に割れるなど、都合がよすぎる。

「わざとではありませんわ。偶然です。私がさしあげるよりサリム様が贈った方が喜ばれますでしょう」

「上手く宥なだめろって言いたいんだろう。まったく、わざわざ割らなくてもいいじゃないか。面めん倒どうくさいな」

　アレクシアがギデオンをまだ気にかけていると伝えるだけのつもりだったのに、変なことになったとサリムはため息をつく。

　贈り物に嬉しさを隠せずにいたアレクシアを思い出すと、わずかばかり罪ざい悪あく感かんを覚えてしまう。

「……アレクシア様は恋などしない方がよいのです。ジャネット女王のようになってしまってはおかわいそうでしょう」

「恋こい狂ぐるいの女王か。まあそれは一理あるけどね」

　過去三人の女王で最も多くの夫と子を持った恋多き女王として知られるその名に、サリムは口を噤つぐむ。

　最初こそ彼女も望んで多くの夫を持っていたわけではなかった。最初の夫に入れ込んでいて、他に夫を持ちたくないがために王位継けい承しよう選挙の根こん本ぽんを密ひそやかに変えんとした。

　しかし目もく論ろ見みがばれ、しかもそれが夫の一族が政権を握るために画かく策さくしたことだと露ろ見けんしたのだ。

　内々にその件は片付けられ、子供ができぬうちに最初の夫とは離り縁えんとなった。

　以来、裏切られて傷ついた心を埋めるように、彼女は本当に自分を愛してくれる者を探し求めた。だが誰もが子供ができるとすぐに離れていった。次し第だいに偽いつわりの愛でも幸せを感じたいと、一いつ瞬しゆんの恋にのめり込んで夫を替える間かん隔かくを徐々に短くしていったという。

　市井しせいや貴族達には恋多き女王として伝わっているだけだが、王室内ではまだこのことの教訓は生きている。

「女王の結婚に恋も愛も不ふ要ようですわ。バルザック卿のことはただ物もの珍めずらしくて気になるのを、何か勘かん違ちがいされていらっしゃるのよ。会わないうちにすぐに忘れますわ」

「そうだといいね。だけど荒あら療りよう治じでドゥメルグ伯爵夫人みたいなことになったら目も当てられないよ」

　恋などしない方がいいというのは、同意見だった。

　アレクシアは母のセシリアのように同時に複数の遊びの恋を楽しめる性格ではない。誰かひとりでも愛してしまえば、他に夫を持つことが苦痛になるだろう。

　かといって、引ひき離はなせばいいという単純なものでもないだろう。

　ジゼルはジゼルであまり恋愛事に興味がなさそうな上に、セシリアを身近で見ているのもあって単純に捉とらえているのかもしれない。

「恐おそろしいことを仰おつしやらないでくださいますか。アレクシア様はそんな愚かな方ではありません」

「僕もそう思っているけれど、今はドゥメルグ伯爵夫人のことが話題になっているし感かん化かされるってこともなきにしにもあらず、だろう。だから、僕が馬鹿なことを考えさせないように気をつけるよ」

　ジゼルは取とり澄すました顔をしていても、主君への侮ぶ辱じよくと捉えて気に食わないと思っていることだろう。昔から彼女が自分のことを毛け嫌ぎらいしているのは、薄うす々うす気付いている。

　どうせジゼルも他の者達と同じように自分を見下しているのだ。

　サリムは彼女を一いち瞥べつして別れ、アレクシアに贈り物を渡しに廊ろう下かの奥へ進んでいく。

「姉上、いいものを持ってきましたよ」

　そして椿宮の応接室のひとつで籐とう椅い子すに座るアレクシアに、ポプリポットを差し出した。

「あら、サリムが新しいのを用意してくれたの？」

「まあ。そんなところですよ。残念ながら最初の贈り物ではないですけれどね」

「ふふ。サリムから最初にもらったのは苺いちごのタルトだったわね。さすがにあれはずっと持ってはおけなかったけれど、ちゃんと覚えているわよ」

　アレクシアが新しいポプリポットを眺めて微笑む。最初にあげたものなど覚えていないので、彼女の言うことが正解かなんてわからない。

　今まで一体どれだけの贈り物をしただろう。

　リボンやブローチ、ネックレスにハンカチーフ。お茶やお菓子まであれこれ贈った気がする。そして彼女に贈り物をするのは自分だけではない。

　アレクシアが知らないうちにジゼルが処しよ分ぶんしたものまで加えると、きっと城がひとつふたつは建たつだろう。

（全然違うな）

　ギデオンからもらったものを見ている時と、これまで贈り物を受け取った時とは表情がまるで違った。

　あの時は瞳を輝かせて微笑む口元からも、掌てのひらの上に置く仕し草ぐさからも嬉しさが滲み出ていた。

　千の宝石を目にしても彼女はきっと同じ表情をしない。

「……アレクシア、バルザック卿のことは諦あきらめられそうですか？」

「諦める……？　何を諦めるのかしら？」

　惚とぼけているのではなく本気でわからないといった様子でアレクシアが首を傾げる。

「アレクシアはバルザック卿を夫にしたいのですか、それとも票を入れさせることができればいいのですか？」

「夫にできて、票も入れてもらえたらよかったのかしら？」

　寂しげにアレクシアはつぶやいて、手元のポプリポットを見つめる。

「どちらにしろ、コルベール侯爵が諦めろと言うなら、諦めた方が無ぶ難なんですよ。バルザック卿のためにも。益のない人間には関心を持たないけれど、害になる人間には厳しい方でしょう」

　静かに諭さとすとアレクシアが何かに気付いた顔をしてうなだれる。

「そうね。そうだったわね。でも、心配しないで。わたくしには、ギデオン様に票を投じてもらえるようにはできそうにないわ」

　そう言ってアレクシアは一瞬だけ表情を曇くもらせて、後はいつも通り微笑んだ。

　サリムはまだ諦めきれてはいなさそうだとため息をつきつつ、しばらくはお茶やチェスをしに頻ひん繁ぱんに通おうと決めた。
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　それからさらに二日後、アレクシアは支援者のひとりに夜会へ招かれていた。他にも多くの貴族が集まり、夜会の主催が集めた新たな支援者との顔合わせのようなものだった。

　アレクシアは次々と支援者と挨拶を交わして、自分の役割をこなしていく。

　着飾った人々や、幾つも置かれた金銀の燭しよく台だいで煌きらびやかな大広間を抱き込む形になっている両りよう翼よくの大階段を上り、アレクシアは中央の踊り場で演説をすることになっていた。

　露ろ出しゆつが少なくレースやフリルも控えめな杏色のドレスを纏まとい、その代わり大振りの装飾品をつけているアレクシアは大広間を見下ろす。

　悠ゆう然ぜんと微笑むと大広間は静まりかえり、アレクシアは演説を始める。

「……そうして、わたくしは子供達によりよい教育を与え、今や貴族や王族にとってもかかせない存在である、中流層をよりよきものに育てていき国を富とませていくことが、これからのメデリック王国に必要だと考えております。ゆくゆくは労働階級へも教育の普ふ及きゆうを広げ、人材にも富める国へと成長させていきます」

　選挙参謀である伯父とふたりで考えた演説を一言一句間違えずに、アレクシアは支援者へ朗ろう々ろうとする。

「我らが未来の素晴らしき女王陛へい下かに乾かん杯ぱいを」

　全てが終わると夜会の主催が杯さかずきを掲かかげ、他の招待者達も一斉に杯を持ち上げる。

（ギデオン、様？）

　光り輝く階下の景色を眺めていたアレクシアは、柱の陰でひっそりと杯を掲げるギデオンの姿を見つける。

　今すぐにでも階段を駆け下りていきたい衝しよう動どうを抑おさえ、ドレスの両りよう端はしをつまみ一礼する。

（どうして、いらっしゃったのかしら。わたくしに会いにいらしたの？）

　その間にも胸の中はギデオンのことでいっぱいだった。

　階下に降りて夜会の主催と言葉を交わした後、アレクシアは再び周りに集まってくる招待客に少し奥の間で休息を取ると告げて、いそいそとギデオンがいた場所へ向かう。

「ギデオン様」

　声をかけて柱の陰を覗のぞき込むと変わらない真ま面じ目めな顔でギデオンが頭こうべを垂たれた。

「お久しぶりです。素晴らしい演説でした」

　目の前にギデオンがいて、声を聞けるだけで胸が高鳴った。

　今日のこの衣装は気に入ってくれるだろうか、もっと入念に化粧を確認しておけばよかっただろうかとそわそわしてくる。

　そうしてもらった贈り物を壊してしまったことをどう告げたらいいか困こまる。だけれどもらった時の嬉しかった気持ちは伝えておきたかった。

「あの、ごめんなさい。せっかくいただいたポプリポットを壊してしまいました……とっても素敵で枕元に置いて眠って、疲れた時にも眺めたりしていましたのに……」

　嬉しかったことを思い出すと、なくしてしまったことの悲しさが一いつ層そう増してきてアレクシアはしょんぼりとうなだれる。

「いえ、形ある物はいつか壊れるものです。お気に召していただいただけで、私は嬉しく思います」

　ギデオンがおろおろと慰なぐさめてくれるのを見て、アレクシアはどうにか気を取り直して彼がなぜここにいるのか問う。

「すでにご存じかもしれませんが、ドゥメルグ伯爵の件がおおよそ解決いたしましたのでご報告に参りました」

　堅かた苦くるしく言うギデオンに、アレクシアは人目が気になるので続きの間へと移動する。屋敷の侍女達が用向きを聞きにくるのも全て締しめ出だし、用意されている小部屋でやっと落ちついた。

「でも、わざわざ夜会にいらっしゃるなんて招待状はどうされたのです？」

　今日の夜会の招待状はアレクシアの支援者ばかりに配られたはずだった。

「友人に頼んで手配してもらいました」

「まあ、そうでしたの。それで、ドゥメルグ伯爵は奥方を殺害してはおられないのでしょう。あれは自殺だったと思いますわ」

　アレクシアはまず結けつ論ろんから問うた。思った通り、自殺で間違いなかったとギデオンはうなずいた。

「夫人の愛人の臨時収入はドゥメルグ伯爵から得たものでした」

「弟君からではなかったのですわね。手切れ金といったところかしら。弟君も夫人の不ふ貞ていに関してまるで関与していなかったということはないでしょう」

　ドゥメルグ伯爵の弟が偶然、夫人と愛人が知り合うきっかけとなった画商の顧客というのも、できすぎている気がする。

「ええ。伯爵が夫人を手に入れるのにウダール伯爵を陥おとしいれたのは事実のようです。以前から夫人のことを想っていたものの、夫人には見向きもされずそんな手段を取ってしまったと。そして予定よりもウダール家の損失が膨れ上がっても、伯爵は財を投じて夫人と結婚した。それを弟君は知っていたそうです」

　ギデオンが一度言葉を切ると、アレクシアは少し考えて、ああとうなずく。

「愛人にいくらか渡して夫人に不貞をさせて、慰い謝しや料りようとして伯爵が投じた財を取り戻した後に、伯爵からも家督を奪う心づもりだった、といったところかしら」

　黙って家督を譲ゆずられるのを待つより、兄が恋を叶かなえるのに投じた資産を取り戻して家督も手に入れようとしたというのは抜け目ない。

「不貞が明らかになれば、伯爵の目も醒さめて嫡ちやく子しも諦め家督を譲らせることができるだろうと考えたそうですが……」

「伯爵はどうしても夫人を手放したくなくて弟君の思おも惑わくとは逆に、お金を渡して夫人と愛人を引き離そうとしたのね。愛人が殺されたのは偶然でしたの？」

「ええ。弟君もふたりも死人を出してしまった上に、伯爵も自殺を図られて憔しよう悴すいしておられるそうです」

　夫人の不貞程度ならドゥメルグ伯爵家はただの被害者ですんだのだろうが、こうなった以上はそうもいかない。あげく、家督争いに兄殺しの汚お名めいまでくっついてくるのも外がい聞ぶんが悪すぎる。

「……伯爵が夫人を殺したのは自分だと仰ったのは、自じ責せきの念ねんに駆られたからだったのね」

　無理やりにでも恋を奪おうとして、夫人の命まで奪ってしまった。

「夫人の不貞が弟君の策さく略りやくだと、伯爵は気付いておられたそうです。夫人が駆け落ちも考えていたのを知って、彼女の目を醒まさせようと愛人に金を渡し、しばらく旅行に行かせ夫人宛あてに一緒には行けないと書き置きを残させたそうです」

「夫人が出て行ってすぐに伯爵は追いかけはしなかったのかしら？」

「愛人が逃げたのを知って、一晩もすれば頭が冷えて戻ってくるだろうと考えていたそうです」

　しかし夫人は永遠に戻らず、彼もまた恋を失うことになったのだ。

「……伯爵は弟君が自分にしたことと同じだとお気付きにならなかったのかしら」

　弟は一時の恋の熱に浮かれている兄を、夫人に不貞をさせて我に返そうとした。

　伯爵もまた恋する妻を自分の元に戻すために、愛人が金で雇やとわれたにすぎないと知らしめて目を醒まさせようとした。

　燃え上がった想いは、水を浴びせられたからといって単たん純じゆんに消えるものではないと伯爵自身は身をもって知っていただろうに。

「自分が愛している妻が、他の誰かを心から愛しているなど考えたくはなかったのかもしれません」

　ギデオンが腕を組んで静かに言う。

「伯爵は夫人の心は欲しくなかったのかしら？　夫人は手に入れたと思っていた愛人の心が偽りのものだと知って絶ぜつ望ぼうした。伯爵は二度と夫人に会えないことに絶望されたのよね……」

　恋を失うというのはどういうことなのだろうか。そもそも愛することと恋の違いもよくわからない。

「手に入らずとも、せめて誰のものにもならないでいてくれれば、いつかはと希望を持つことだけでもできたのかもしれません」

「いつか……ああ、その気持ちはとてもわかりますわ」

　アレクシアは自分の胸に手を当てて、ギデオンの硬かたい表情を見上げる。

　いつか彼に会えるかもしれない。その期待だけが朝を迎える楽しみで、今日という一日が期待はずれに終わってもまだ明日がある。

　永遠に繰り返す毎日でも期待を抱いている間だけは幸せだ。

「わたくしね、今、誰にも内ない緒しよだけれどギデオン様に恋をしているの」

　秘密の告白すると、彼は目を白黒させてそのまま固まってしまった。

「あの、王女殿下。その……？」

　そうしてしばらくの沈ちん黙もくの後、ギデオンはあたふたと意味をなさない言葉を発したかと思うと、首元まで真っ赤になってまた硬こう直ちよくする。

　喜んでくれるかそれとも困らせてしまうのか、どちらかだと思っていたアレクシアは予想外の、だが最も彼らしいと思える反はん応のうに微笑んだ。
















「わたくしも、最初はギデオン様の心を手に入れたいと思いましたけれど、今はそれよりもこの気持ちをずっと持っていたいと思っていますの」

　手に入らなくても、恋心さえ抱いていれば夜が続くことを望まなくてもいい。

「今なら、わたくし、女王になりたい理由がありますわ。女王になれなければ他国に嫁とつぐことになって、あなたとこうしてお喋りすることが永遠にできなくなってしまうの。わたくしに票を投じてくださらなくても、ギデオン様はきっと大だい臣じんになるでしょう。そうしたら時々会って、お話しができるわ」

　政治の話しかできなくても、声を聞いて顔を見られれば満たされる気がする。

　だけれど、いつか彼を心から愛してしまったら欲しくなってしまうのだろうか。

「ずっとギデオン様に恋をしていたいから女王になりたいでは、ギデオン様は票を入れてくださいませんわよね」

　アレクシアが苦笑すると、次第に落ち着きを取り戻してきたギデオンは悲しそうな、困ったような顔をした。

「王女殿下、私は……」

　アレクシアは柱時計を見上げて席を立つ。

「ドゥメルグ伯爵の件も解決しましたし、こうやってゆっくりお話しするのは選挙が終わるまでは難しいですわね。サロンでお目にかかれることを楽しみにしていますわ」

　アレクシアは指先まで気を使ってお辞じ儀ぎをして部屋を出る。

「王女殿下……」

　ギデオンが呼び止める声は聞かないふりをした。あと一秒でも一緒にいたらもう二度とこの部屋から出たくなってしまう気がした。
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　夜会の翌日、ギデオンは十年ぶりに寝ね坊ぼうをした。

　今日は休日である上に昨夜屋敷に戻ってきてやたら酒を飲んでしまったせいだろうか。使用人も気を利きかせて起こさずに放っておいたらしい。

　時計を見れば朝八時。普段ならとっくに出仕して政務にあたっている時間だ。

　ギデオンはいつの間にか使用人が枕元に置いた水差しから、水をコップに注ぎ飲み干す。

「俺は一体どうすれば……いや、その前に王女殿下は一体……」

　結局昨夜と変わらぬ悩みがまた口をついて出てきて、ギデオンは寝乱れた髪をかき上げる。

　アレクシアが、自分に恋をしたと言った。

　未いまだに信じられずあれは聞き間違いか、あるいは夢かと何度目かの自分の記憶の再確認をする。

　しかし何度確認してみても事実だった。いつものように愛らしく微笑んで、確かにアレクシアは恋をしていると告白した。

　その瞬間にこれまで見た中で最も美しいアレクシアの表情と、切ない声を思い出して動どう悸きが激はげしくなる。

　何度も望んで夢む想そうした瞬間だった。なのに喜びよりも戸と惑まどいが勝った。

　なぜ彼女が突然自分に恋したのかさっぱり理由がわからない。両想いになれたからといって自分はどうするつもりだったのだろう。

（俺は王女殿下を妻に迎えたかった……）

　一ひと目め惚ぼれした瞬間に夢想したのは、この寝室の下に見える中庭で子供達に絵本を読み聞かせる姿だった。

　今でも自分は彼女に恋をしているのだろうか。

　昨夜だとてドゥメルグ伯爵の件の報告と同時に、曖あい昧まいな感情に見切りをつけたいという思いで友人に頼んで招待状を一通、都合をつけてもらったのだ。

　アレクシアが見舞いの品を気に入ったと喜ぶ姿と、壊してしまったとひどく落ち込む姿、そうして幸せそうに恋を語る姿。

　どれも心を揺り動かされてしまった。なのに、まだこの感情を恋と認められない。

　だがしかしと、ギデオンは身み支じ度たくを調えて馬車を呼ぶ。

　彼女の望みを叶えたいという思いだけに突き動かされて訪れたのは、主君であるバスティアンがいる牡ぼ丹たん宮だった。

　一枚の巨大な絵画と、華か美びな装飾がない白いテーブルセットしか調ちよう度ど品ひんがない応接室へとギデオンは案内される。

「急な訪問、申し訳ありません」

「珍しいな、貴様が連絡もなしに俺の所にやってくるとは。昨日の夜会で何かあったか？」

「私が夜会に出席したことをご存じでしたか」

　出席者の中にはバスティアン陣営の者も潜もぐり込こんでいたらしい。

「ああ。お前とアレクシアがふたりきりで別室へ向かったと報告を受けた。で、貴様は何をしに行ったんだ？」

「ドゥメルグ伯爵の件が解決したとご報告に行きました」

「まったく、律りち儀ぎなやつだな。放っておけばそのうち向こうでもわかったことだろう。しかし、あやつもつまらん死に方をしたものだ。いい絵を描けば俺が何倍もの値で買い取ってやったというのに」

　夫人の愛人の画才は本当に気に入っていたらしく、バスティアンがぶつぶつとぼやく。

「……その、殿下、今日はお願いしたき義がありまして参りました」

　ギデオンは緊きん張ちようを漲みなぎらせてバスティアンと向き合う。

「なんだ、アレクシアに鞍くら替がえしたいとか言うのではあるまいな」

「いいえ。私の忠誠は変わらず殿下に捧ささげております。殿下がご当選の暁には、ひとついただきたいものがございましてお願い申し上げに来たのです」

　膝ひざの上に置いた拳こぶしを硬く握りしめて呼吸をひとつする。

「アレクシア王女殿下を我が妻にいただきたい」

　意を決して告げた言葉に対して、バスティアンはふうんと素っ気ない反応を示した。

「どうしても欲しいというならやらんでもないがな。だが、アレクシアなら諸しよ外がい国こくの王は喜んでもらい受けてくれる。俺の示しめす通りにも動いてくれるだろう。外がい交こうの利用価値が山ほどある。それと同等の価値が貴様にあるのなら譲らんこともない」

　バスティアンに条件を突きつけられてギデオンは返答できずに押し黙る。

　確かに今の自分にそんな価値はどこにもない。アレクシアが他国に嫁ぐのが国のための最さい善ぜんである。

「二年。まだ二年あります。その間に必ず殿下に認めていただけるだけの価値を示します。どうかご一いつ考こうください」

　しかし食い下がらずにはいられなかった。

「まあ、票集めの貢こう献けん具合も加か味みしてやらんことはない。ひとつ訊きたいが、貴様がそんな血迷ったことを急に言い出したのはなぜだ」

　バスティアンに訊ねられ、ギデオンはアレクシアに告白されたことを正直に告げる。

「私は、王女殿下の望みを叶えてさしあげたいのです。ああまで言われて、引き下がることなどできません」

　アレクシアの望みはあまりにも無む欲よくでいじらしく、護まもりたいと思わざるを得なかった。まだ彼女のほんの一部しか知らないけれど、その一部に自分は好意を抱いている。

　美しい容姿でもなければ、他人が作り上げた理想の王女の姿でもないアレクシアの本来の姿に確かに心を動かされている。

　ならば妻に迎えるのが最善だ。

「本当にあと二年も続くと思うか？　案あん外がい数日したらけろっと忘れているやもしれんぞ。何しろ母親があのセシリアだからな。今は貴様に夢中になっていても、恋する楽しみを見いだしたら他の男にころころと気移りすることもありうる。よそへ嫁いだら嫁いだで、幸せになるかもしれん」

　バスティアンが諭すと、ギデオンは自分の想いはともかくアレクシアの気持ちがどうなるか急きゆう速そくに自信がなくなる。

「貴様の勝手な思い込みと自己満足のためにアレクシアを娶めとりたいというなら、やめておけ。真実の愛か、一時の熱に浮かされているかどうかなんぞ、当人にすらわからんものだ。他人である貴様にわかるはずもないだろう。だいたい貴様、これまで女に求きゆう愛あいされたことすらないだろう」

　確かになかった。恋愛遊ゆう戯ぎのちょっとした誘さそいかけも、遊び慣れた女性が苦手でまともに相手にもしなかったのだ。そしてここ数年は誘いすらかからなかった。

　女性にあんなふうに告白されたのは、無む論ろん初めてのことだ。

「ですが、もしそれが真実だとしたら、私は後こう悔かいはしたくないのです」

　ドゥメルグ伯爵家の不貞騒動は、誰ひとりとして他者の愛を信じられずに悲ひ惨さんな結末を迎えた。

　あれほどの悲劇が起こることはそうないだろうが、いずれ何かの折に後悔することがあるかもしれない。

「別に求婚されたわけでもないのだろう。アレクシアが貴様に一生片想いして、他の男共の子供を産むと覚かく悟ごしているならかまわんではないか。まずはアレクシアの意志を聞くのが先決というものだ」

　正論すぎて反論の余よ地ちもなく、ギデオンはうなだれる。

「ふん。それはそれで覚悟しておかねばならんがな。コルベール侯爵に知られたら、貴様はただではすまんだろうしな。選挙に勝つためなら奴はなんでもするぞ。はめられて牢ろうにぶち込まれても俺は助けてやらんからな」

　コルベール侯爵によって窮きゆう地ちに追い込まれた者がいるという噂は多い。それこそ不貞騒動で首を吊った者もいるという話もあるほどだ。

「俺に多大な貢献ができる自信と、コルベール侯爵を敵に回す覚悟ができたらアレクシアに求婚して俺の元にふたりで頼みにこい。話はそれからだな」

　バスティアンが、グラスに入った水のような何かを飲み干して椅子に背を投げる。

「貴様も飲んでみろ、レモンの果汁と蜂はち蜜みつを冷えた水に混ぜたレモネードというやつだ。酔い覚ましにいいぞ」

　どうやら昨夜深酒をしたことを見み透すかされていたらしい。

（この方には本当にかなわない）

　ギデオンは勧められるままにレモネードを口にして、その冷たく甘あま酸ずっぱい味に緊張を和やわらげた。

　だが酒酔いは覚めても、アレクシアへの想いはまだしばらく燻くすぶりそうだった。
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　ギデオンと最後に会ってから十日経たつ今日までは、あっという間のようでとても長く思えた。その間にドゥメルグ伯はく爵しやく家の家か督とくは弟に譲ゆずられ、元伯爵である兄は都から遠く離はなれた領りよう地ちの屋や敷しきで隠居となったが、醜しゆう聞ぶんが新聞沙ざ汰たになったこともあって領地の一部は没ぼつ収しゆうとなった。

　そして没収された領地は残念ながらバスティアン陣じん営えいの者に渡った。特にバスティアンが動いたわけはなくただの偶ぐう然ぜんらしいが、まったくもって運のいいことだ。

　アレクシアは自分が主しゆ催さいしたサロンを終えた後、広間でぼうっと夕暮れに沈しずむ中庭を眺ながめていた。

　また夜が来る。今日というギデオンに会えないつまらない一日に、幕まくが下ろされていく。

　明日は経済学のサロンに出席する予定だから、ギデオンも来るかもしれない。そう思うとこれからの時間が、長く感じられるだろう。

（恋をし始めた時にはもっと楽しかったのに、どうしてかしら）

　ひとりで待つ時間が以前より苦しい。早く会いたいと心が急ぎすぎて、走り疲れてしまっている気がする。

（毎日会えたらいいのに）

　無理だとわかっていてもそう考えずにはいられない自分がいる。やはりギデオンになんとか夫になってもらった方がいいかもしれない。

（お母様みたいにいろんな相手に恋することができたらいいのかしら？）

　多くの愛人がいる母が羨うらやましくて妬ねたましくなる。だけれど自分は服を着替えるように、次々と恋などできそうもない。

　そもそも母は誰も愛してはいないのだ。だから恋する気分の楽しさと、選挙での利り益えきを上う手まく得えることができるのだろうと、今はなんとなくわかる。

「わたくし、ギデオン様を愛しているんだわ」

　つい口に出してしまってアレクシアは後こう悔かいに唇を嚙かむ。言葉にしてしまうと抑おさえているものが溢あふれ出してしまいそうだった。

　ずっと楽しいだけの恋をしていられたらいいのに、すでにそれも失ってしまいそうだった。だけれど何もないよりはいい。愛すること自体はきっと悪いことではない。

　あまりにも素す晴ばらしいことだから、なくしてしまうのを恐おそれて時に人は愚おろかになってしまうだけのことだ。

「姉上」

　サリムの声にアレクシアはふっと顔を上げる。そういえば今日は晩ばん餐さんを一いつ緒しよにする予定だった。サリムはこの頃ほとんど毎日訪たずねてきては、お茶や食事に付き合ってくれたり一緒に眠ってくれたりする。

　彼に恋することができていたらよかっただろうにと思うけれど、どれだけ背せ丈たけが伸のびて大人びた顔つきに変わっても自分の中では小さくて可か愛わいいサリムのままだ。

「いらっしゃい、サリム。待っていたわ」

　微笑ほほえむとサリムがアレクシアの唇に指先で触れる。

「血が出ていますよ。何か嫌いやなことがありましたか？」

「ないわ。ちょっと間ま違ちがって嚙んでしまっただけよ。おなかが空いたから早く食事にしましょう」

　アレクシアは席を立とうとするが、サリムがその前に向かいに座る。

「今日は、ここで食事をしませんか？　セシリア様もいらっしゃらないんでしょう」

「あら、いいわね。楽しそう。せっかくだからジゼルもお招きしましょう」

　そうして侍じ女じよに命じて食事を三人分用意させることにした。ジゼルも喜んで同席すると言った。

「ふふ、なんだか子供の頃みたい」

　幼い頃に何度も三人でテーブルを囲んで小さな晩餐会をしたことを思い出して、アレクシアは笑う。

　今はそれぞれ晩餐会や夜会に呼ばれることも多く、三人だけで過ごす機会はほとんどなくなっていた。

「アレクシア様がお望のぞみならば、私はいつでもお食事を共ともにしますわ。サリム殿でん下かもそうでしょう」

「もちろん、未来の女王陛へい下かが開かれる晩餐会には是ぜが非ひでも参加しないと」

　ワインを手にサリムが楽しげに言って、アレクシアも一緒に微笑む。可愛い弟と優しい従姉いとこのおかげで今夜は退たい屈くつしなさそうだ。

（ギデオン様にも今夜のこと、お話ししたいわ）

　アレクシアはせっかく楽しい時間なのにまたギデオンのことばかり考えている自分に苦笑し、いつもより少しだけたくさんのワインを飲んだ。
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「まあ、そうなの」

　アレクシアは爵しやく位いを継ついだ新たなドゥメルグ伯爵が、すっかり社交界から孤こ立りつしてしまっていることをジゼルから訊いてそう答える。

　あれだけの醜聞が流れて領地没収までされたのだ。皆あまり関わり合いになりたくないのだろう。

「ええ。さして大きな票を持っているわけではありませんし、放っておいてもよいかと思っておりましたが、父はこれを利用できないかと考えておりますわ」

　いつものように鏡きよう台だいの前でアレクシアの身み支じ度たくを整えながら、ジゼルが不満げな口く調ちようで言う。

　転んでもただでは起きないということだろう。アレクシアは伯お父じの剛ごう胆たんさに感心しつつ、どういう考えなのだろうと首を傾かしげる。

「……もしかして、わたくしへの次の課か題だいなのかしら？」

「具体的なことはアレクシア様にお任せするとのことですわ」

「難しいことをお言いつけになるわね……」

　票を確実に増やす方へと持っていかねばならないのだろうけれど、ドゥメルグ伯爵家は元よりさして票を持ち合わせていない。当主が変わった今は利用価か値ちの欠片かけらも見当たらないというのに、伯父は一体どういうつもりなのだろう。

「何もないからこそ、築きずけるものがあるとお父様は仰おつしやっていたけれど、私にはちっともそうは思えませんのよ。そんな小物にアレクシア様がわざわざお知ち恵えを絞しぼられるなんて、時間の無む駄だですわ。お嫌なら、私からお父様にお願いいたしますわよ。腰回りが細くなりすぎておりますけど、大丈夫ですか？」

　ジゼルはどうやら自分の体調を気にかけてくれているらしかった。

「大丈夫よ。このところ暑いからかしら。間食を増やすわ。ドゥメルグ伯爵家のことは、伯父様が言うのならわたくしが考えた方がいいわね……」

　かといってと何をすればいいのやら。

　塵ちりも積つもれば山となる。少数票を地道にかき集めるのも大事といえば大事だ。しかしそれをやるのは、各陣営の動きが定まって、選挙も後半に入ってからのことが多い。

（今から票を確かく保ほしておくのは、やっぱりバスティアンお兄様に勝つためかしら）

　三位以下の兄達はよほどの失しつ態たいを犯おかさない限り、終しゆう盤ばんまでに蹴け落おとせるはずだ。だが現状一位のバスティアンは手て強ごわい。

　バスティアンに負けたら、ギデオンと二度と会えなくなる。

「勝たないと……」

　真まっ暗くら闇やみに突き落とされる感覚に身み震ぶるいし、アレクシアはつぶやく。

「アレクシア様？」

「ジゼル、伯父様に一日お時間をくださいと伝えて」

　選挙に負けたら恋を失ってしまう。

　その事実が急速にのしかかって心が押おし潰つぶされそうになる。

（女王になったらまたギデオン様と楽しくお話しできるのよ。夜会で一緒に踊ったり、お茶会に誘さそったりもできるわ）

　自分へのご褒ほう美びを並べ立ててみるけれど、不ふ思し議ぎと心は凹へこんだままで元通りになってくれない。

　どれも今すぐにしたいことばかりなのに、女王になった後と考えると何もかもが色いろ褪あせて退屈なものになってしまう。

（でも、女王にならないとギデオン様のお顔も見られなくなるのよ）

　自分に言い聞かせるとそれは絶対に嫌だという感情がこみ上げてきて、泣きたくなるほどだ。

（わたくし、どうしたいのかしら）

　ギデオンと永遠に会えなくなるのは嫌。女王になった後にお喋しやべりしたり踊ったりするのも、魅み力りよくを感じない。

　嫌々と駄だ々だをこねる子供のような自分に、アレクシアは途と方ほうにくれる。

　それでも今、自分にできることは選挙の票を集めることしかなかった。

　アレクシアは鏡の向こうの自分のどことなく不満そうな顔とにらめっこして、ますます不ふ機き嫌げんな表情になってしまう。

「アレクシア様、お化け粧しよう、お気に召めしませんか？　御お髪ぐしかしら」

　そんなことをしていると、ジゼルが困こまり顔になってしまった。

「大丈夫よ。ジゼルはいつもわたくしを綺き麗れいにしてくれるもの。ちょっと退屈だっただけなの」

「まあ。子供みたいなことをなさって。今度からは絵本を用意しないといけませんわね」

　くすくすとジゼルが笑って、アレクシアの黒髪を複雑に編あみ込こみ美しく仕上げる。

「絵本より、お手紙を読んだ方が有ゆう意い義ぎな時間になりそうだわ。たくさんあるのだもの」

　読まねばいけない手紙や書類は山ほどある。全部、選挙に勝つためにしなければいけないことだ。

　アレクシアは笑顔を作ったまま膝ひざに視線を落とす。

　自分には選挙活動しかできない。何をやるにしても、全てが女王になるため。

（そうね。わたくしにはそれしかないのだもの）

　自分が選べるものは何ひとつないのだと気付いて、虚むなしさが心をかき乱す。

（でも、恋をしていれば大丈夫よ。大丈夫）

　アレクシアはそう必死に自分の感情を宥なだめる。しかし一度気付いてしまった心の穴はもう無視できないものだった。
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　そのわずか六日後。アレクシアは椿つばき宮で晩餐会を開いていた。昼間のように明るくなるほどに燭しよく台だいやシャンデリアに火を灯ともし、銀食器達を輝かせて客人達を迎むかえる。

　有力な支し援えん者しやに、まだ誰につくか曖あい昧まいな貴族達。そうしてドゥメルグ伯爵。

「皆様、急なお呼びたてにもかかわらずお集まりいただき、ありがとうございます」

　アレクシアは挨あい拶さつをしながら、新たにドゥメルグ伯爵となった男と目を合わす。

　三十一という母よりひとつ年下の実じつ直ちよくそうな彼は、居い心地ごこち悪そうに会え釈しやくする。客人達も席につく間、話題の人物であるドゥメルグ伯爵に興味津しん々しんという心境を隠し切れずにいる。

　まずはそれぞれ運ばれてきた料理に口をつけ、晩餐会は静かに始まる。主催者のアレクシアが、最初の一品を食べ終えてこれから運ばれてくる料理についての話題を始め、緩ゆるやかに会話は増えていく。

「ドゥメルグ伯爵は鴨かもはお好きからしら？」

　アレクシアの問いかけに、一いつ瞬しゆん場の空気が張り詰つめる。ドゥメルグ伯爵家の没収された領地は、鴨の産地として有名な場所だった。

「……ええ。幼少の頃より慣れ親しんでおりますので」

　ドゥメルグ伯爵が声こわ音ねを硬かたくして、スープを掬すくっていたスプーンを置く。

　その音は沈ちん黙もくの中で異い様ように響いた。

「そうでしたわね。お兄様の件は本当に残念でしたわ」

　何が残念か具体的には触れずにアレクシアは嘆なげく表情を作る。

「愚かな過あやまちを犯し、家財を投げ捨てた兄がお騒がせして申し訳ありません。私も兄があそこまで馬鹿なことをするとは考えが及ばず、所しよ領りようを損そこなうことになりまことに遺い憾かんに思います」

　そう告げるドゥメルグ伯爵の態度に感情的なところはまるで見られなかった。

　新しいドゥメルグ伯爵は推測した通りの人物らしい。常に理性を重んじる人柄で、彼自身感情に惑まどわされることもないのだろう。

　だからこそこの結けつ末まつを予測はできなかった。

「あなたは夫人を陥おとしいれたことを悔くいていますか？」

　すっかり食事どころでなくなった来客達の目は、アレクシアとドゥメルグ伯爵に釘くぎ付づけになっていた。

　アレクシアは彼らの様子を見つつ、用意させたのが冷製スープでよかったとどうでもいいことを考える。

「いいえ。私は愚かな兄の目を醒さまし、失われた財を取り戻す手段をとったことを後悔はしていません。……ウダール伯爵令嬢は自ら過ちを選せん択たくしたのです。取り返しのつかないことを」

　ドゥメルグ伯爵がわずかに表情を曇くもらせて、うつむきかけた顔を上げてですからと続ける。

「結果はこのようなことになってしまいましたが、家のためにという自分の意い志しを恥はじることも悔いることもありません」

　この場にいる全員に言い渡すよう、ドゥメルグ伯爵が言う。

（なんだか少し、ギデオン様に似ていらっしゃるわ）

　硬く真面目な物言いにギデオンを思い出して、アレクシアは作り笑顔を本物にする。

「そうでいらっしゃるなら、わたくしも安心ですわ。わたくしの所領をドゥメルグ伯爵にお預あずけしたいと思っておりますの」

　アレクシアに微笑みかけられたドゥメルグ伯爵が目を丸くする。

「王女殿下、預けるとは一体……私は、陛下に領地を没収されたのですが」

「国王陛下からはもうお許ゆるしをいただいておりますのでご安心を。言葉の通り領地の運営をお願いしたいと思っておりますの。今度新しい街かい道どうが通るマルッシャをご存じかしら？　これから周辺の街の整せい備びも行うのですけれど、それをお任せしたいのです。没収されたご領地ほど広くはありませんが、価値は同等か、伯爵のお力によってはもっと大きなものとなりますわ」

　アレクシアは絶ぜつ句くしているドゥメルグ伯爵に、変わらない笑みのまま語りかける。

「わたくし、お兄様のなされたことに対する陛下の処しよ罰ばつに異い論ろんはありませんのよ。ただ、家を重んじたあなた様のご意志を無視してしまうのは残念だと思っておりましたの。思し慮りよ深ぶかく家を大事にされるよいご当主がいるのに、このままではもったいないでしょう」

　来客に語りかけると、有力支援者である侯爵のひとりがうなずく。

「なるほど、王女殿下はドゥメルグ伯爵に投とう資しされるというわけですね」

「ええ。そうですわね。子供達への教育と同じですわ。前ぜん途とある者には投資を惜おしみたくありませんの。即そく位いできたなら拝はい領りようも考えておりますけれど、いかがかしら」

　アレクシアの問いかけにドゥメルグ伯爵が表情を引き締しめて、真っ直ぐに彼女を見る。

「……謹つつしんでお受けいたします」

「よかった。ふふ。断られてしまったらと心配しておりましたけれど、引き受けていただけて安心しましたわ」

　ここで丁てい重ちように辞じ退たいされたらどうしようかと、本気でどきどきしていたアレクシアはほっと胸を撫なで下ろす。

「さあ。続きは後日お茶でもしながらお話ししましょう」

　アレクシアは笑顔を保ったまま、晩餐会の雰ふん囲い気きが変わったことを肌で感じる。

　来客の最初のドゥメルグ伯爵への好奇心と緊きん張ちよう感かんは全て払ふつ拭しよくされた。その代わりこの判はん断だんを下した自分への興味と、自分達にも機会が与えられるかもしれないという期待が表情に見えた。

　そうして王女より領地を託たくされたドゥメルグ伯爵がこれからどうのし上がるかに関心を寄せ、上手く付き合えば益えきになるやもしれないと算段する様子もある。

（伯父様には上手くいったと伝えられそうね……）

　アレクシアは新たに出された鴨料理を口にしつつ、ドゥメルグ伯爵を話の輪に迎えて順じゆん調ちようにことを進めていく。

「ドゥメルグ伯爵、本日はわたくしのお願いを聞いてくださってありがとうございます」

　そうして晩餐会が終わり来客達の見送りに移ったアレクシアは、ドゥメルグ伯爵に声をかける。

「いいえ。お招きいただいて王女殿下には感謝いたします。必ずやご期待に恥じぬ成せい果かをあげます」

　そう言った後にドゥメルグ伯爵は跪ひざまずく。

　人々は新たな主しゆ従じゆうの契ちぎりの場面を静かに見守っている。

「ふふ。楽しみにしておりますわ」

　自分の母とさして変わりない年とし嵩かさの男に傅かしずかれたアレクシアに、なんの気き負おいも見られなかった。

　彼女に君主たる傲ごう岸がんさがあるわけでもない。例えるなら、ほんの幼い子供が大人から愛めでられている時のような、そんなあどけない雰囲気だった。

　流れる仕草でアレクシアが手を差し出すと、ドゥメルグ伯爵が忠ちゆう誠せいの接キ吻スを贈おくった。

　そして一連のやりとりを土産みやげ話にして来客達は帰っていった。

「アレクシア様、上手くいきましたわね。父にもとてもご立りつ派ぱでしたと伝えておきますわ」

　自室に戻るアレクシアに付き添そうジゼルが、嬉しそうに主君を褒ほめ称たたえる。

「ええ。だけれど、まだドゥメルグ伯爵がたくさん票を集めてくれるかはわからないわよ」

「あの様子ならどんなことをしてでも票をかき集めてきますわ。私ならそうしますもの」

「そうなるといいわね……」

　答えた自分の言葉が乾かわききっていて、アレクシアは自分自身で驚いて足を止める。

「アレクシア様、お疲れですか？」

「……そうね。湯ゆ浴あみをして早く床とこにつきたいわ」

　ジゼルの心配を躱かわしてアレクシアは笑顔を取り繕つくろう。

（わたくしはドゥメルグ伯爵家の将来も領地のことも考えていない。そうしないといけないだけ）

　ドゥメルグ伯爵のように胸を張って、国のため臣しん下かのためなどと言えない。

　選挙に勝って女王になる。女王になったら、女王らしく振る舞う。

　自分の意志などどこにもない。

（全部、伯父様とお母様が決めること）

　初めての恋をこっそり持ち続けることだけが、自分自身の意志だけれども。

　もうそれすらどこか疲れ始めている自分に、アレクシアは睫まつげを伏ふせる。

（自分だけのものってとても重いのね）

　だがどんなに引きずっていくのが辛くとも、そう簡かん単たんには手放してしまえそうになかった。
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　ギデオンはドゥメルグ伯爵がアレクシアの領地の運営を任されたという噂うわさを聞いて、順調に選挙活動に勤しんでいるのだと複ふく雑ざつな心境でいた。

　何度かサロンでアレクシアを見かけることはあっても、挨拶を交わす程度で終わっている。彼女は支援者と交流することに忙しく、話しかける隙すきもない。

（俺はどうしたいというのだ）

　まだ求きゆう婚こんする決意は固まっていなかった。二年後、彼女を失しつ望ぼうさせない自信がなかった。いやそれよりももっと早くに彼女に、愛あい想そをつかされてしまうかもしれない。

　とにかく自分という人間のあらゆる面に対する自信が、アレクシアを前にするとことごとく揺ゆらいでいくのだ。

　バスティアンの命でサリムが出席している戯ぎ曲きよくのサロンに来ていてもそんな有様で、どこか上の空だった。

「バルザック卿きよう、あの、お隣となりよろしいですか……？」

　楚そ々そとした風ふ情ぜいの黒髪の令れい嬢じように声をかけられて、隣にいた紳しん士しがいつの間にか席を替えていなくなっていたことに気付く。

「あ、はい。どうぞ」

　ソファーには十分な空きがあったので、断る理由はどこにもなかった。十分に距きよ離りを空けて腰を下ろした令嬢は、落ち着かない様子で若草色のドレスの膝元をいじっていた。

　時々ちらちらとこちらに視線を向けて気にかけている。

「ご令嬢、どうされました？」

　何か不都合でもあるのだろうかとギデオンは令嬢に問う。

「あ……あの、わたくし、エメ伯爵家の次女のミシェルです。じゅ、十七になります。以前、狩しゆ猟りよう大会で、見学をしていたのですけれど……一度だけですし、ご挨拶もしていなかったから覚えてはおられませんわよね」

　頰ほおを赤らめてミシェルがうつむく。

「申し訳ない。狩かりに夢中でして……」

「そ、そうですわよね……わたくし、それほど目立つ容よう姿しでもありませんし」

「い、いえ。本当に自分は狩りの時は獲物しか追いませんので……」

　慣れない雰囲気にギデオンは戸と惑まどい口ごもり、ミシェルも恥じらったままもじもじとして微び妙みような緊張感がふたりの間に生まれていた。

　あまりの沈黙の長さにギデオンはどうすればと思うのだが、こんな状況は初めてで困るばかりだった。

「あの」

　うつむいていたミシェルがふっと顔を上げて、視線がぶつかる。

「な、なんでしょう」

「……わたくし、ずっとバルザック卿とこうしてお話ししてみたかったんです。だけど、殿との方がたとお話しするのは苦手で。もう十七なのに……」

　そう言って視線をそらして緊張に指先を震えさせるのに、つい共感を覚えてしまう。

「あ、いえ。私ももう二十三だというのに、ご婦人のお相手をするのは苦手でして。年上だというのに、申し訳ない」

「まあ。お優しい方ですのね……」

　ミシェルが感かん銘めいを受けた様子で自分を見上げてくる。

（楚々として愛らしい方だ……）

　やっと緊張がほどけてきたギデオンはミシェルの容姿の愛らしさに気付く。ぱっと目を惹ひく鮮やかな大たい輪りんの花ではないが、水みず辺べに揺れる白く清らかな花を思わせる少女だ。

　控ひかえめで淑しとやかな雰囲気は、自分の母に通ずるものがある。

　これまで自分が思い描いていた理想の女性そのものと言っても過か言ごんではなかった。

「バルザック卿、あの、わたくし、初めてあなた様を、お見かけした時から、ずっとお慕したいしておりました……！」

　めいっぱいの勇気を振り絞っているのがありありとわかる様子で、ミシェルが言い募る。

　こんなにも健けな気げな告白を受けたのは二度目だった。

（……俺が求めていたのはこんな女性だった）

　ギデオンは心を大きく揺さぶられる。

　しかしもう目の前にあるのは過去の理想でしかなかった。

　アレクシアに求婚もできない自分を受け入れてくれる、都つ合ごうのいいだけの夢ゆめ幻まぼろしのようなもの。

　そう思うとふっと揺らいでいた心は落ち着いた。

「ミシェル嬢……申し訳ない」

　ギデオンはどんな言葉をかけるべきかわからず謝しや罪ざいした。

　彼女の想いを受け取ることは、現状から逃げることと同じだ。

　ミシェルがそっとハンカチを取り出して目元にあて、声もなく泣き始めてギデオンは激しく動どう揺ようする。

　目の前で妹以外の女性に泣かれたのは初めてのことだ。

「け、けしてミシェル嬢に不足があるわけでは……」

「僕はそういう大げさすぎない泣き演えん技ぎは好きだけれど、告白部分がやりすぎかなあ」

　対たい処しよ方法がわからないなりに必死にギデオンがミシェルを宥めていると、いつの間にかサリムが側そばにやってきていた。

「あら。ここで終しゆう幕まく？　せっかく面白くなってきたところなのに」

　そしてミシェルがハンカチを顔から外す。その顔に涙の跡もなければ、清楚で可か憐れんな雰囲気すらなかった。

　別人としか言いようのない、彼女の自信に満ちた艶つややかな笑みにギデオンは呆あつ気けに取られるばかりだった。

「ギデオン殿、このサロンの主題は？」

　サリムが完全に放心しているギデオンの肩を叩く。

「…………戯曲」

　つまりは芝しば居いの台本。

「嵌はめられた……」

　ギデオンは一瞬の間に全てを悟ってうちひしがれる。

　すでにミシェル嬢はさっさと席を立って、次の舞台の宣せん伝でんを始めている。貴族の令嬢ではなく、どうやら女優らしい。よくよく記き憶おくをたどれば、家名と爵位が合わないし、そもそもその家に娘はいない。自分はかなり呆ぼけていたらしい。

「バスティアン兄上がパトロンをしている女優のアンヌ嬢ですよ。ちなみに歳は二十一」

　もはや女性というものの何を信じたらいいかわからない。

　女性不信に陥おちいりそうになりながらも、ギデオンはサリムがバスティアンの企たくらみに乗っていることを不思議に思う。

「サリム殿下はバスティアン殿下に協力なさったのですか？」

　サリムは候補者でありながらアレクシアの支援者だったと記憶している。

「断る方が面倒だっただけですよ。正せい殿でんの一本道の廊ろう下かで楽しそうに近づいてこられて、逃げ場がなかったんです。こんな悪いた戯ずらを仕し掛かけられるお心当たりは？」

「……あります」

　いつまでもアレクシアのことを決めかねている自分へ、何かしらの決断をしろということだろう。

「特に事情は聞きませんけど、『ミシェル』嬢は実じつ在ざいの令嬢が元になっていますよ。雰囲気もだいたいあんな方で、お望みならご縁えん談だんの手はずを整えるとのことですが、まあ、あまりお気に召しませんでしたか。バスティアン兄上には、ギデオン殿の好みだと聞いていたんですけどね」

「バスティアン殿下には後で自分から丁重にお断りしておきます」

　まさかうっかり縁談まで調えられかけていたとは、あそこで踏みとどまっていてよかった。

「ギデオン殿は好きだと言ってくれる相手を、好きになる方に見えたんですけれど、違ったらしい」

　サリムの何気ないつぶやきに、ギデオンは何かアレクシアから訊いたのだろうかとそわそわする。同時にそうかもしれないと自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんな一面を見つけて、思い悩む。

　確かに告白された途と端たんに、ミシェルという作られた女性におおいに心を動かされてしまっていた。

　アレクシアの存在がなければ、そのままあの告白を受けてしまった気がする。

「不ふ甲が斐いない……」

「おかげでギデオン殿が女性に騙だまされやすいということがわかりましたので。近づいてくる女性にはお気をつけください」

　サリムが麗うるわしい笑みで女性不信を植えつけてくるのに、ギデオンはうなだれる。

「……サリム殿下は、王女殿下の支援をなさっておられると聞き及んでおりますが」

「支援、していますよ。僕は選挙で勝てる見込みはないけれど、女王の夫にはなれますから。アレクシアには最初の夫にしてもらう約束をしています。ギデオン殿も鞍くら替がえをお考えになってはいかがですか？」

「まだ先は長いので、ゆっくりと考えさせていただきます。王女殿下の選挙活動は順調ですか」

「もちろん。ドゥメルグ伯爵の件も上手く動いているし、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんですよ。バスティアン兄上を追い落とすのも難しくないと僕は思っています。次の投票結果がどうなるか見てからお決めになってもいいですね」

　もう次の投票まで四月余りしかない。時間は慌あわただしく過ぎていく。これからアレクシアは、恋を生しよう涯がい抱え続けるために選挙活動を続け心を磨すり減へらしていくのだろうか。

「……王女殿下は王位を心から望んでおられますか？」

「嫌なことを聞く人ですね、ギデオン殿。やっぱりアレクシアに余計なことを言ったのはあなただったんだ」

　サリムが不ふ愉ゆ快かいそうに言う。

「王の子として生まれた以上、望むも望まないも王位を求めなきゃならないんです。表面上は兄弟で王位を争っているけれど、根本は女達の醜みにくい争いなんですよ。母親という独どく善ぜん的てきで傲ごう慢まんな生き物が、欲望の頂点を得るための争いなんだ」

　明るいサリムの青い瞳に影が射す。

「所しよ詮せん、僕らは彼女達の欲よく望ぼうを叶かなえる道具であって、半はん身しんなんです。だから王位を得なければならないのです。僕の母は夢を見たまま逝いってしまいましたけれど。姉上や兄上達も同じですよ。そのことに気付いていようがいまいが、王位を得ることだけを考えて生きていかなければならないんです。バスティアン兄上が母君を王宮に置かずに遠い領地に追いやっているのは、自分の意志で王位につくんだと、信じたいからでしょう」

　確かにバスティアンの生母は王宮にはいない。しかし地方票集めをするためだと聞いている。

「……あなたが余計なことを訊かなければ、アレクシアは何も考えずにすんだのに。知らない方が幸せなことが世の中にはたくさんあるんですよ」

　七つも年下の少年にそんなことを言われて、ギデオンは少々情けない気持ちになる。

　そうしてサリムが女優に手招きされて、ギデオンにしか見えない位置で嫌そうに一瞬だけだため息をついた後に、人懐っこい笑みを彼女の方へ向ける。

「こんなくだらないこと、誰にも訊いてはいけませんよ」

　そして表情を変えぬままギデオンに忠告して、サリムが席を立つ。

（……騙されて、年下に苦言を呈ていされてしまった）

　ギデオンは傷しよう心しんしつつ、サリムの言葉を思い出して眉まゆ根ねを寄せる。

（俺は軽々しく訊いてはいけないことを、訊いてしまったのか）

　いやけして軽々しい気持ちでアレクシアに問うたわけではなかった。ただ、自分が考えている以上に慎しん重ちようになるべき話だったのだ。

　中途半端な告白といい、あの日に自分が口にしたことはあまりにも軽けい率そつすぎたのだ。

　ギデオンは自じ己こ嫌けん悪おにますます眉み間けんの皺しわを深くしてしまう。

（王女殿下の幸せ……）

　誰よりも美しく聡そう明めいで煌きらびやかなドレスや宝ほう飾しよく品ひんに囲まれている、全てに恵まれたアレクシアにとっての幸せとはなんだろうか。

（恋を手放さないこと）

　結局、アレクシア自身の望みらしい望みはそれしか知らない。

　そうして本当に自分が彼女の最初で最後の恋の相手に相応ふさわしいのか、堂どう々どう巡めぐりになるのだった。
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　アレクシアは熱心に壁を見ていた。正確には壁に開けられた覗のぞき穴あなをである。

　先日、口づけを拒こばんで茶までかけてしまったトリュフォー侯爵が、隣の部屋で母のセシリアといるのが見える。

『補ほ習しゆう』を母に言いつけられたのだ。この部屋は男女のことを学ぶ時に使うために、わざわざ覗き穴が作られていた。

（……退屈）

　親しげに侯爵と母が会話しているのを見ながら、アレクシアはため息をつく。自分が失敗したので母がまた彼と懇こん意いにすることになったのだから、この退屈な補習は自業自得なのだけれど。

　侯爵が母の顎あごを捉とらえて耳元で何か囁ささやき、ふたりが口づけをしてアレクシアはやっと終わったと近くの長なが椅い子すに座り込む。

『補習』はふたりが口づけをするまでで、その後は『自習』。もっと観かん察さつしていたければ、好きにするといいということである。

　アレクシアは自習はしないことにして、自分の下唇をつつく。

（……ギデオン様がよかった）

　最初の口づけは彼がよかったと、今さらながらに後悔が押し寄せてくる。

　恋心だけでもいいと思ったけれど、最初の口づけをおねだりするか自分から奪うばってしまえばよかったかもしれない。

「でも、きっと嫌きらわれてしまっていたわね」

　手を握るのさえ緊張する人なのだ。そんな無理難なん題だいな駄だ々だをこねたら、きっと困らせて嫌われたに違いない。

「嫌よ。それは絶対に嫌」

　ギデオンに嫌われるだなんて、考えただけでも恐こわくてたまらない。

（ドゥメルグ伯爵夫人は、恋人に拒まれた瞬間に恋を失ってしまったのね）

　アレクシアは昨日、修しゆう道どう院いんに行った帰りに裏の神しん殿でんの側にある墓ぼ地ちへ、夫人の墓に花を供えに行った。ウダール伯爵家の墓石の前にはたくさんの花が贈られていた。

　ドゥメルグ伯爵夫人に対しては、父の借しやく財ざいの代わりに子種のない男へ嫁がされ、禁きん断だんの恋の果てに裏切られた不幸な女性として、同情の声も多くあった。

　若い女性達が花を持ってくるのだと墓はか守もりの神官が言っていた。

「姉上」

　少女達の様々な想いがこもった花へと心を馳はせていたアレクシアは、入室してきたサリムの声に現実に帰る。

「どうしたの？」

「つまらない補習で退屈してるんじゃないかと思って、楽しい話を持ってきましたよ……」

　サリムが壁の覗き穴に視線をやって、机に置かれている絵画で穴を塞ふさぐ。

「あら、自習ができなくなるわ」

「する気なんてないくせに。今日サロンでバルザック卿をお見かけしてなかなか面白いことになっていましたけど、その話と自習、どっちがいいですか？」

「……面白い話の方がいいわ」

　ギデオンの名前にアレクシアはそわそわしながらも、あまり物欲しそうな態たい度どを見せずにサリムに話をねだる。

「まあ。それで？」

　ギデオンが女優に求愛された話に、内心どぎまぎとしながらアレクシアは先をねだる。芝居と知らずに、淑やかな女性に愛を求められたギデオンはどんな返答をしたのだろう。

　知りたくないような、けれど知りたいという欲よつ求きゆうが鬩せめぎ合う。

「どうしたと、姉上は思います？」

「意い地じ悪わるね……」

　アレクシアはギデオンがうなずいたのか、それとも首を横に振ったのか考える。

　自分が欲しいと思っていたギデオンの心が、他人のものになると考えると胸がきつく締めつけられる気がした。

　だけれどギデオンならもっと慎重に考えるかもしれない。

「ねえ、どっち？」

　アレクシアは自分で答えを選べずに、サリムに話の続きを乞こう。

「断ことわりましたよ。受けていたらそれはそれで面白そうだったけど」

　サリムの素そっ気けない返答に、アレクシアは全身から力が抜けていくのにきょとんとする。

　自分はとても安心していた。

「どうして、お断りになったのかしら。ギデオン様のことだから、実在しないお方だとすぐに気付かれたのかしら」

「さあ。ただ、バルザック卿は姉上が思っているほど、できた人ではありませんよ」

「わたくしの夫候補だった方よ。とても有能な方だわ」

　アレクシアは拗すねて唇を尖とがらせる。

　ギデオンを貶けなされたこともだが、サリムの方が彼のことをよく知っているふうな言い方をするのが面白くなかった。

「元、夫候補でしょう。アレクシア、女王になったら彼もさすがに鞍替えを考えるかもしれませんよ」

「そうかしら」

　アレクシアはあのギデオンがバスティアンが落選したからといって、忠誠を翻ひるがえすなんてことはしないように思えた。

「選挙に勝ってみたら、答えはわかりますよ」

　サリムが告げるのにアレクシアは、自分の何番目かの夫になるギデオンを想像してみるがあまり楽しくなかった。特別だったはずのものが、そうでなくなってしまうような気がした。

「勝ったら……そうね。まずは勝たないと駄目よね」

　アレクシアはふっと、修道院の前で見かけた幸福そうな親子を眼まな裏うらに思い描く。

　いつもいつも気になって仕方がなくて、彼らを見つめていた時の感情は、今になれば『欲しい』という欲求に近いものだとわかる。

（選挙に勝っても、恋をなくすことはなくても欲しいものは手に入らないんだわ）

　具体的には一体何なのかははっきりしないけれど、自分がどんなに必死になっても手に入らないものが、きっとあの光景には詰まっていたのだ。

　ギデオンはいつか手に入れるかもしれない。自分の知らない所で理り想そうを叶えて幸せになるのだ。

　そう思うと言いようのない哀かなしみが胸にこみ上げてくる。

「そうですよ。選挙に勝ちましょう、アレクシア」

「ええ。一緒に頑がん張ばりましょう」

　アレクシアはサリムの頭を撫でて、彼の頭を肩にもたれかけさせて彼の視界を塞ぐ。

　涙はまだ我が慢まんできても噓うその笑顔を続けるのは難しかった。
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　ギデオンはさる屋敷の絵画サロンに向かっていた。絵を見るのが目的ではなく、今日は主催者の納税状況に不明な点があるということで、査さ察さつも兼ねてのことだった。

　絵のよさというのはそれほど詳くわしくはないが、画家の名前や絵の価値には詳しい。価値があるからといって素晴らしい絵に見えるかどうかは、個人次第といったところだろう。

　そうしてもうひとつの目的だったアレクシアを、サロンに入り真っ先に見つける。

　白いフリルやレースで飾られた薄うす水みず色いろのドレスを纏まとった彼女は、涼やかで可憐な風情ふぜいでつい見とれてしまう。

　すでに他の出席者とも談笑していて、まだ自分には気付いていない。ギデオンは仕方なしに夜会の招待状を都合してくれた友人の隣に座る。あまり査さ察さつらしくないように、友人に誘われた体ていを装よそおうためだ。

「ギデオン、王女殿下に挨拶にいかないのか？」

　友人に小突かれてギデオンはアレクシアから目をそらす。

「……邪じや魔まをしては悪いだろう。後でする」

「挨拶だけか。あれだけ夜会の招待状をねだっといて、王女殿下と進しん展てんなしかよ。奥手なお前がやっと色気づいたと思ったら、とんでもない高たか嶺ねの花だったな。だけど、恋愛小説みたいで無駄にロマンチストなお前らしいといえばお前らしいよなあ。で、まだ失恋はしてないんだろ」

　この友人の短所は少々喋りすぎる点である。おかげで助けられることもなきにしもあらずだが。

　ちなみににギデオンを着飾らせておいて、猪いのししに孔く雀じやくの羽を突きさしたようだと最初に笑い転げたのも彼である。

「……俺はバスティアン殿下を支持しているんだ。不用意に王女殿下とお話しすることもない。ほら、始まるぞ。静かに」

　サロンの主催が壁に掛けられた絵画の解説をするのを聞きながら、ギデオンは購入時期に関わることを友人に質問させたり、価格の査定をしていく。

　絵に目を向ける時に、思わず視界にアレクシアが映り込んできて口を引き結ぶ。

　彼女の隣にはひとりの青年が座っていて、近い距離で親しげに彼女と話している。家柄からしておそらく夫候補のひとりだろう。

　アレクシアがふっとこちらに気付いて、長い睫を震わせ一瞬だけ悲しげな顔をして笑顔に戻る。

　ギデオンは無意識のうちに眉根を寄せてしまっていて、友人に軽く爪つま先さきを蹴けられる。

「そんな未み練れんがましくするぐらいなら、声、かけてみろよ」

「……あちらの絵の購こう入にゆう時期が気になる」

　目め敏ざとく新しん進しん気き鋭えいの画家の作品を見つけて、ギデオンは友人の興味を自分とアレクシアから引き離す。

　そうして絵画サロンでは恒こう例れいの絵の鑑かん賞しよう時間がやってくる。

「こりゃ、話しかける隙ないな……」

　アレクシアが青年と親しげに風景画を鑑賞しているのを友人が見て、やれやれとギデオンを見る。

「後でお声をかける」

「そうか。それにしてもこの絵はいいな。俺もこの画家の絵を手に入れてみたいもんだ」

　帆布キヤンバスいっぱいに林りん檎ごが転がっている絵のどこがいいのかさっぱり理解できないが、この画家の絵は確かに高たか値ねがつく。

　脱だつ税ぜいの手がかりとなるものは、最近購入されたと思しき高こう額がくな絵が一枚あるぐらいだ。

（王宮に戻ったらもう一度確認をするか……）

　職しよく務むのことで気をそらしながらもギデオンはつい、アレクシアの様子が気になってしまっていた。

　青年に腰に手を回されたアレクシアは、彼に寄り添っているがどんな表情をしているか見えなかった。

　そのうち彼女は彼に新しい恋をするかもしれないし、もうし始めているかもしれない。

　バスティアンの言う通り、他国へ嫁いだなら夫と相そう思し相そう愛あいとなって、王位につくよりも幸せになれる可能性も大いにある。むしろ一家か臣しんである自分に嫁いで彼女が得られるものがあるのだろうか。

　何度考えても自信がなかった。

　ギデオンはアレクシアが自分以外の誰かと幸せになる姿を、あれから何度も考えていた。だが納なつ得とくがいかなかった。

　その方が彼女にとって幸せだと理解はできても、腑ふに落ちないのだ。そして一昨日ドゥメルグ伯爵夫人の墓参りに行ってきた。ちょうど前日、アレクシアが花を手た向むけに来ていたのだと神官から聞いた。

　男が花を手向けに来たのは、彼が知る限りは自分だけだったらしい。

　墓石の花々の中のどれがアレクシアが手向けたものかはわからない。わかるはずもないものを見つめながら、自分はふっと気付いたのだ。

（……俺は、まだ王女殿下のお心が欲しい）

　彼女に幸せになって欲しいのではなくて、自分が彼女を幸せにしたいのだ。誰にもその立場を譲りたくない。

（身勝手なものだ）

　理想ばかりを追い求めてきた。

　毎日時間通りに物事を進め、なすべきことを予定通り仕し上あげてきたのと同じように、自分が理想と定さだめた女性といつか出会えると思っていた。

　どんな女性に対しても理想と重ねるばかりで、目の前にある現実と向き合うことはなかった。

　結局、理想に囚とらわれて自分の心すらまともに見ることができなかったのだ。

　だが、やっと本当に得たいものがはっきりと見えた。

　ギデオンは絵から離れてアレクシアの元へと一直線に向かって行く。

「おお、頑張れよ」

　背中で友人がかけてくる言葉はすでに聞こえていなかった。

「ご歓かん談だん中失礼いたします。王女殿下にお話がございますのでよろしいでしょうか」

　いつにないギデオンの気き迫はくに、青年がアレクシアへ視線を落としてどうするか訊ねる。

「あの、ギデオン様、御用ならここで伺うかがいますけれど……」

　アレクシアが困こん惑わくした顔で言うのに、ギデオンは彼女の手を引く。

「どうかほんの少しだけでも、時間をください」

　そのままギデオンは広間から王女を連れ去った。
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　ギデオンに手を引かれたアレクシアは戸惑いと同時に、胸の高鳴りを抑えきれずにいた。

　他の夫候補と睦むつまじくしているのを見られた時、ギデオンがどう思っているか不安でならなかった。

　もうあまり声もかけてもらえなくなるのではないかと恐れていたのに、今こうして自分を連れ出してくれた。

　半なかば強引だったが、不思議と不ふ快かい感かんや恐きよう怖ふ心しんはない。何か、とても素晴らしいことが起きそうな期き待たい感かんがあった。

　人ひと気けのない廊下に出ると彼はすぐさま跪いた。

「急なご無礼、お許しいただきたい」

「かまいませんわ。ねえ。お話は何かしら？」

　アレクシアはそわそわとギデオンを促す。ギデオンがアレクシアを見上げ固かた唾ずを吞のむ。

「アレクシア王女殿下、我が妻つまとなっていただけますか？」

　なんの飾り気もない言葉だった。待ち侘わびていたはずの言葉なのに、なぜか大切なものから輝きがなくなってしまった気がした。

「ええ。もちろん。ギデオン様はわたくしの夫になってくださるのですね。わたくし頑張って女王になります」

　それでも彼がしばらくは側にいてくれるならと、アレクシアはすぐに返事をする。

　ギデオンは求婚を受けてもらったというのに、まだ緊張したままでにこりともしない。

「ええ。私はアレクシア様の夫になります。但ただし、女王の夫に、ではありません。王女殿下にはバルザック侯爵夫人となっていただきたいのです」

　まるで思ってもみなかったことにアレクシアは、目を大きく見開く。

　今まで考えもしなかったことだった。

「わたくしが侯爵夫人に……？」

　降こう嫁かなど歴代の王女の誰ひとりしたことがない。そのせいもあって自分が侯爵夫人になる姿が、まるで想像がつかなかった。

「そうです。惨みじめな思いはけしてさせません。バスティアン殿下にも、当選の暁あかつきには王女殿下をいただくために、どの諸外国の王族よりも価値ある臣下になるとお約束します。けしてあなたを他国へは嫁がせません」

　ギデオンが熱く想いをぶつけてくるのにやっと様々なことが現実味を帯おびてきて、光を失っていたものが輝きを取り戻してくる。

　他国に行かず、たくさんの夫を持つこともなくギデオンと毎日一緒にいられるたったひとつの方法。

　自分には手に入らないと思っていたものが、手に入る。

「わたくしは、王女でなくなるの？　ただのアレクシアになるの……」

　つぶやくと、じわじわと指先から何か熱いものが広がってきてそれは全身へと広がっていった。

　王女でない自分。それはどんな自分だろうか。

　自分自身のことなのにまったく予想がつかないが、きっと悪いものではない。何者でもなくただひとりの女として生きていく。

　目の前にいる、初めて恋して愛した人と一緒に生きていくのだ。

「王女殿下……」

　ギデオンが不安に見上げてくるのに、アレクシアはにっこりと微笑む。

「お受けいたしますわ。そう、わたくし、ギデオン様のたったひとりの妻になるのね」

　嬉しい。ただもう嬉しいという感情ばかりが胸の中を埋うめつくしていく。
















「はい。王女殿下はコルベール侯爵家の方々も、これまでの支援者も全て裏切ることになります。それでも、本当に私の妻になっていただけますか？」

　アレクシアは喜びにふっと水を差されて笑顔を強こわ張ばらせる。

「そうね。女王にならないってそういうことですわよね」

　自分が欲しいものを手に入れるために、これまでのものを全部捨てねばいけないのだ。

　しかし彼らが欲しいのは『アレクシア』ではない。いずれ女王になる王女だ。

　自分が王位につかずとも、彼らはそれなりに地位も名めい誉よも築いていける者達ばかりだ。だけれど彼らも女王の側そつ近きんになれなければ、さらに上位にはいけない。そして多くの夫候補達が最も割を食うことになる。

　だが、自分のたったひとつの望みを犠ぎ牲せいにして、彼らに貢こう献けんする気にはもうなれなかった。

　自分は自分だけの望みを、欲しい未来をやっと見つけたのだ。絶対に手放せない。

「……バスティアンお兄様が素直にわたくしを降嫁させてくれるとも思えませんわ」

　あの強したたかで賢かしこい次兄が、外がい交こうの手札になる王女を簡単に手放してくれるはずがない。

　自分は王女ではなくなる。だがただの何もない『アレクシア』になっては、欲しいものは手に入らない。

　一からもう一度、自分自身を作っていく必要がある。

　バルザック侯爵夫人になる自分を。

「ギデオン様、わたくし、バスティアンお兄様に国の外へ出せないと思わせる女になってみせますわ」

　新しい自分が得る結末は、きっと今まで読んだどんな恋物語よりも素す敵てきで幸せなものになるはずだ。

　アレクシアは楽しい想像にうっとりと微笑む。

「お、王女殿下……、あの？」

　今度はギデオンがアレクシアのただならぬ様子に困惑する。

「ギデオン様、お立ちになって。わたくし、ギデオン様の妻になりますわ」

　言われるままにギデオンは立ち上がり、ほっとした顔をする。

「必ず、お幸せにいたします……王女殿下？」

　アレクシアは期待を含めた視線で彼を見上げて、彼の次の行動をわくわくと待つ。しかし彼は首を傾げるばかりだった。

「口づけはしてくださいませんの？」

　こういう時はそういう流れになるものではないのだろうかと、アレクシアが問う。

「え、あ、は、ば、場所も場所もですし！　ま、まだ私も、心の準備が！」

　毅き然ぜんと求婚してきたギデオンは、今は真っ赤になって狼狽うろたえるばかりで先ほどとは別人のようだ。

「そうですわね。もっと美しい花を背景にだとか、月明かりの中でだとか、ギデオン様のお好みの時にしていただいた方がよろしいですわよね」

　そう考えるとこのさして飾り気のない廊下は、初めて恋人と口づけを交わす場所には相応しくない気がする。

　アレクシアはがっかりしながらも、新しい楽しみができたことに期待を膨ふくらませる。

　一体彼はどんな場所でどんなふうに初めての口づけを送ってくれるのだろうか。

「さあ。ギデオン様、サロンに戻りましょう。これからのことも考えればわたくしの陣営に加わっていただいた方が、都合がよろしいですわ。先ほどわたくしがお話ししていた方にも、紹介いたしますわ」

　ことが決まったのならさっそく動かなければと、今度はアレクシアがギデオンの手を引く。

「は、はい。あの王女殿下。少々お待ちください」

　アレクシアがなんだろうと止まると、ギデオンがまた跪いた。

「今は、これでお許しを……」

　薬指に赤せき面めんしながらギデオンが唇を寄せる。

　信しん愛あいや忠誠ではない初めての彼からの愛の贈り物に、アレクシアは十分すぎるぐらいの幸福を嚙みしめるのだった。
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　ギデオンはその夜、先にひとりでバスティアンの元へ行き、アレクシアに求婚を受け入れてもらったという報告をした。

　バスティアンとアレクシアが対面するのは、諸もろ々もろの状況を考えていずれギデオンの屋敷でということになった。

「しかし、貴様が本当に求婚するとはな。せっかく俺が他にいい相手も紹介してやったというのに……」

　バスティアンは自分が勧すすめた相手が選ばれなかったことに、少々不満げだった。相手方もギデオンについては結婚するのが嫌ではないぐらいの認識で、今回の件も知らないらしく当人に断る必要もなかったらしい。

「……ああいったことは今後一切おやめください」

「今のところは必要ないからな。これでもう後には退ひけんぞ」

　バスティアンが上じよう機き嫌げんで酒の入ったゴブレットを持ち上げる。

「わかっております。けして私も王女殿下を不幸にする気はありません」

　ギデオンは酒を飲みつつ頑かたくなにうなずく。求婚を喜ぶアレクシアの表情を見た途端、迷いは吹き飛んだ。

　自分は何がなんでも彼女を幸せにしなければならないと、決意は強きよう固こなものとなった。

「まあ、アレクシアが俺のために役に立つというなら見物だな」

「ええ。とても張はり切きっておいででした……」

　ギデオンは生き生きとして策さくを練ねり始めたアレクシアには、少々複雑な思いもあった。よくよく考えてみれば、アレクシアの方が自分より遙はるかに人脈も財もあるのだ。

　うっかりすると自分の立つ瀬せがなくなる。

「あのぼんやりしたアレクシアが張り切るのか。見物だな」

「ああ、まず最初の交渉としてドゥメルグ伯爵にお貸しした領地は、そのまま彼に下げ渡してくれとのことです」

　さっそく自領の分配を考え始めているあたりはさすがと言うべきか、なんというかあの才覚が国政に向かないのももったいない気もしてしまう。

「やっぱり王位が欲しいだの言い出さなければ、俺はかまわん」

　バスティアンはバスティアンで少々危き惧ぐを抱いてるのか、釘を刺さしつつ鷹おう揚ようにうなずく。

「私も王女殿下に負けぬように、鋭えい意い努ど力りよくしていきたいと思います。何をおいても、殿下には必ず当選していただかなければなりません」

　ギデオンは一気に酒をあおり、バスティアンを見据える。

「ふん。貴様はそんなことを心配せずともよい。俺は必ず王になる男だ。使い捨てのきく手駒のくせに生意気を言うな」

　実に愉快そうに言いながら、バスティアンがギデオンのゴブレットになみなみと新しい酒を注つぐ。

「必ずや殿下が手放しがたい忠臣となってみせます」

「ほう。それは期待しているからな。だが、いらないと思ったら、俺は貴様を容よう赦しやなく切り捨てるから覚悟しておけ」

「殿下に忠誠をお誓ちかいした時から、覚悟はできております」

　そうして主従の酒しゆ宴えんは夜よ更ふけまで続いたのだった。










[image: ]







　ギデオンの求きゆう婚こんを受けてからというもの、アレクシアの毎日は満ち足りたものになっていた。

「アレクシア様、この頃ますますお美しくなられましたね」

　晩ばん餐さん会かいへ出で掛かけるアレクシアの支し度たくを手伝うジゼルが、うっとりと彼女を見上げてくる。

　黒いドレスに身を包み、真しん珠じゆと銀の宝ほう飾しよくをつけたアレクシアはさながら夜の女王のように輝いていた。

「そうかしら。ふふ、やっとお目当ての方も手に入ったし逃がさないようにしておかないといけないわね」

「ですが、わたくし、バルザック卿きようはバスティアン殿でん下かの内ない偵ていではないかと疑っておりますのよ。お気をつけくださいね」

　ジゼルが言い含ふくめるのにもちろんと、アレクシアはうなずく。

「ええ。だけれど、最終的にわたくしが女王になれば、問題ないでしょう。あの方を逃がさないためにも、王位を手に入れなくちゃ」

　あんなにも自分が女王になることを望んでくれていたジゼルをがっかりさせるのは、忍しのびなかった。

　しかし彼女と同じ侯こう爵しやく夫人になったら、いつか一いつ緒しよにお茶をする関係になれるかもしれない。

　女王と侍じ女じよという関係よりも、そちらの方が従い姉と妹こ同士らしくいられる気がするのだ。

（そっちの方がずっといいわ）

　準備がすむとアレクシアは迎むかえの馬車が待つ玄げん関かんホールへと向かう。そこにはすでにサリムが待っていた。

「姉上、今日もお綺き麗れいですよ」

「ありがとう。サリムも素す敵てきよ。今日の晩餐会はギデオン様もいらっしゃるんですって」

「本当にバルザック卿がお気に入りですね、姉上。あまり贔屓ひいきしすぎると、他の婚こん約やく者しや達に嫌いやがられますよ」

「わかっているわ。やっとの思いで手に入れたのだから、ちょっとぐらいいいでしょう。ギデオン様が一番気にいらないのは、サリムかしら？」

　そう茶化すとサリムが不満そうに唇を尖とがらせる。

「あれだけ姉上になびかなかったバルザック卿が姉上の婚約者になるだなんて、変ですよ。何か企たくらんでいるのかもしれませんよ」

「ジゼルと同じことを言うのね。大丈夫よ。わたくしもしっかり見張っておくから。それに内偵だったらそれはそれで利用方法はまだあるわ」

　ギデオンへの不ふ審しん感かんはまだ誰もが持っている。彼のことを信用させるのがまず第一の目標だった。特にサリムは勘かんが鋭するどく賢かしこい。慎しん重ちように対たい応おうしていかなければ。

（サリムができるだけいい地位を得られるように、バスティアンお兄様にお願いしておかないと）

　女王の夫になりたがっていたサリム。彼の望みは叶かなえられない。自分の決断はきっと恨うらまれるだろう。

　こんなにも尽つくしてくれるのに、たったひとりの弟の願いを叶えられないことは心苦しい。

「それに大丈夫よ、サリムのことは大好きだから」

　裏切った後にも今と同じようにサリムのことを好きでいさせてくれるだろうか。

　王位につかなかった結果、今まで自分が好きだったものまで、手放してしまうのだと考えると恐こわくなる時がある。

（王女でなくなったわたくしのことを、みんな大だい嫌きらいになってしまうかしら）

　サリムも、ジゼルも、母や伯お父じも自分のことはもう見向きもしなくなるかもしれない。母に関しては幼い頃にはっきりと、女王にならない子はいらないと言われた。

（でも、わたくしも誰かの望むままに女王になる未来はいらないの）

　どんなに嫌われて憎にくまれても、もう後戻りはしない。

　馬車に揺ゆられて晩餐会の会場にたどり着くと、入り口で自分を待っているギデオンがいた。

　アレクシアはいつも通り律りち儀ぎに頭こうべを垂たれるギデオンに微笑ほほえみを向ける。

　たったひとりでも王女でない自分を受け入れてくれる彼がいるだけで、迷まよいはなくなる。

（わたくしは、他の誰でもない自分になるのよ）

　アレクシアは強い意い志しを持って、やっと生まれて初めて自分の足で踏み出した。

　たったひとつの恋を叶えるために。








──ｆｉｎ．
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　はじめまして、あるいはお久しぶりです、天海あまみりくです。

　今回は選挙で王を決める設定と、王宮ものの好きな要よう素そを詰め込んだものをやりたいということでこんなかんじになりました。登場人物九割ヒロイン親族でろくな身内がいませんが、それはそれで楽しかったです。他国とか敵組織とかとの対立より内うち輪わ揉もめが萌えます。

　後は謝しや礼れいを。

　イラストを担当してくださった玉たま島しまノン先生、今巻より新しくお世話になることになった担当編集者様、編集部の皆様、校正様、その他、本作の刊かん行こうに携たずさわってくださった方々にお礼申し上げます。最後に読者様。お手に取ってくださってありがとうございます。楽しんでいただけたなら幸いです。

　天海りく（読物置場：http://novelist.jp/work_list.php?user_id=53417）
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よろしくお願いします。
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アレクシアちゃんの小悪魔っぷりとギデオンさんの実直さ不器用さがツボで胸を鷲摑みにされました…。
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